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大 阪 市 東 直 側i 後 間r ( 野 村 ピル内〕

電醤本町 Ｈ ＲｾＩ 代表 ｴ 1  6  7  

東 京 市 大 森 区 新 井 街
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エ

庖

張 員

本

出

場

東洋キャリア工業株式曾枇
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東 京 市 麹 町 区 有 害特 町 〈 三信ピノL 内〉

電 話 銀 座 (57) t  9  21. 4  3  4  4  

大 阪 市 東 砿 昔 日 後 町 〈野村 ピル 内〉
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本協曾定款第十七傑第十人候及第二十傑に依り昭和七年十

二月十九日開舎の評議員舎に於て理事、曾長、高I j 舎長、常務

の; 塁率執行致 L ました結果下記の通であります 。

理 事 曾 長 芹 問 安 氏 理 事 副 曾 長 池 田 3託、氏

理 事 副 曾 長 竹 腰 { 建 造 氏

常 務 ( 主詑) 阪 口 芳 三 郎 氏 常 務 ( 主詑) 鳥 チド イ言 氏

常務 ( 主記 ) 丹 藤 良 雄 氏 常務 ( 主 記 ) イ 宇 野 貞 三 氏

常 務 ( 主記) 寓 士 岡 重 一 氏

常務 ( ' 計) 浦 英 之 助 氏 常 務 ( 主計 ) 清 水 柴 二 氏

常務 ( 主計) 八 木 盛 二 氏

常務 ( 編輯) 今 林 彦 太 郎 氏 常 務 ( 編i梓 〉 高 橋 栄 治 氏

常務 ( 編輯) 中 村 義 雄 氏 常務 ( 編輯) 堀 田 猷 次 郎 氏

c:有十者順〉

昭 和 七 年 十 二 月

I止同

法人 日 本 建 築 協 曾



年新賀謹

昭 和 八 年 奏 酉 元 旦

曾協築建本日

最土図

法 人

メ』

自
止

口

嚢に お主主り致しました昭和八年度本曾合員名簿はその後

行を急ぎました翁役員末決定の億後行致しましたが客月 19

日決定、別紙の通本鋭へ挟込ご致して居りますから名簿の

役員欄へ御貼り附け下さし、。

月年/¥ 不lJHg 
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『大阪市地質調査圏表』議約募集

本曾創立満十五年記念出版 の第二次として「大阪市地質調査岡表」 を後刊 するこ

と〉し? こ o

本書 は本曾常 設 の災害弧度委員 舎が数年に 亙っ て苦心調査蒐集しに資料金輯録

して一 本に緩 め ＿こ もので 、他 に 同研 の 刊行物 な 〈 向 に ｾｾｩ 界に於りる驚異 的出 版

でめる ｯ こ の 出 版 にｼ 探 し て 本 合と し ては 凡 ゆ る貼 に於て多大 の犠 牲 を 羽 ｉｾ つ にも

のであ るが 、 しかも 向上梓 しf こる 所 以のものは 、土木建築関係者が計霊 に官り

?;? に必要 候 くべから 5 るもので あ h、叉容易に I肝要 のものを 調査し得 る と云ふ

賓 に簡便に して、JUi界に とり科1盆 ia、か らざ‘ るもの と信じ 7こか らであ るo

こ〉に珠約期間 を設 け、こ の期間中 の 申込 に限 り別記 の通り特債 を以て宏〈煩

つ ことに し仁、 このイ低氏廉 なる 特f伯買は 、［第 Ｒ第［一次 詑 念 出 Ｉ版坂 の 「住宅 ｬ臨悶 品品剖 ｾ ｉ 案 ｪ集 ｩ長 ミ 」片カ Ｓヲ Ｑ非ド ｐ判，＿常 ｪ

安野F許評-で7漁象想外 のz殻妥行部毅 に上つ?仁: ので 、 その 利 j間金本書 に全1-: ぎ込んで編纂 し?こ

るにめで 、貰 費以下に 提 供出来 ること を私 に喜んで居り ます。

本書・御希望 の[ むは ずくの規定 お合 みの上 どしど し御 申越 を願 ひま すo

昭 和 七 年 十 二 月

AE鮮盟記 念 i-ii 版 委 員 合

1 鰐 裁

1 用 紙

1 定 償

1. i家約特債

1 申 込 金

1 殻約期間

務 約 規 定

四六倍版、 園版 150 佃

ク ロー ス装 伯 上製函入

上質印刷紙

一部 3関50 送料 12.銭

A  一部 2闘50 ( 外に 送料 12銭 〉本合員 にして珠約

期 間中 の御申込 の者に限 る

B  一部 3闘00 ( 外に廷料 12銭) 一般 の人 に して珠

約期間中 の御申込の者に限 る

不 要

昭和 8 年 1 月 31 日迄

号変行 所 白 木 建 築 協 合

大 阪 市 北 区 中 之 烏 朝 日 ピ ル 4 除
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『武田博士作品集 ｪｲｾ 約出版

武田博士には過般還暦の齢に蓬せられて京都帝図大事教授

の職を去らる〉に嘗り同博士の建築界並に工警界に於ける

多大なる功蹟を永〈記念せんが魚同博士の 数多き作品中よ

り百十夜を撰んで『武田博士作品集 J さ題して友人門下生等

の聞に相分つとさにしました 。就いては同博士の作品に親

しく接せんさ欲せらる〉世の人々にも汎くこれを分も皮い

ご思ひますので左記の係項に擦り後約出版を致しますから

御希望の方は御申込み頗ひます 。

京都帝園大串工皐苦[1建築皐敬室内

武 田 博 士 還 暦 記 念 事 業 曾

内 容 と 規 定

闘 版 原 色 版 二、木版一、第員版〔コロタイフ版

銅綱目版、二色版等) 約百十、凸版約四十

( 多少 の 擾更 あ るやも 全日れ十)

用 紙 越 前 図 産 別jfl 鳥の子 紙

大 き さ 菊 倍 版

解 説 約 六 十 頁

T象 約 曾 費 金五園五十銭

荷 造 主 主 料 金三十五銭( 京都市内は配達無料)

務約申込期限 昭和八年一月 三十一日

7象 約 申 込 所 京 都 市 新 町 通 竹 屋 町 南 入 便 利 堂 印 刷 所

( 振替大阪四五九九 )

1
，¥J 詳 細 入 用 の 方 I-:l: 前 阻 ruff ;f.1J 金 』 へ 御 照 合 下 さ い



建 築 乞 捕士 曾

第 十 六 輯 第 一 波 昭 和 八 年 一 月 後 行

昭 和 八 年 を 迎 へ て
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昭 和 八 年 を 迎 へ て

一 経 済 界 の 大 波 潤 に 善 慮 せ よ -

片 同 安

昭和七年は巳に世界経 掛大波弊の ｊｔ ｕ 二で あっ Ｗ こ から 、 ユ キ ［ 年は或は漸次景気の好ｾ｛専を見る

ならん と考へる事も tll 来 るが 、我問の事'/Wは必す' しも世界経済の本流と合致するものでは

ない 、現に昨年度の1:吹米に 於け る古今米合有の大不況殊に建築界の惨 ;1えは我岡に於てはそ

れ担甚しく感じなかった のである . 彼に於りる大不況の程度の 3 分の 1 或は 5 分の l イ，'[の

低下に過ぎな かっ 1: 。言は V 比較的辛嗣なる環境 を保持し得? こ のであるが、 さて本年の前

詮は如何 と見るに 、必すしも紫11担を許さ V るものがあると同時に 、更に来るべき波澗に普

l必すベ〈深甚の注J a: を要するもの多きを痛感する 。

' 2  



ｩ 止界の経済界は依然として共不泌を持続し 、 攻る方 ｼ白 ｩ には ＡＱ ｾ Ｑ ｾ 支の 回 復ーをなしつ〉みると

体へらる〉も 、生 産の紛少は消費 の緊縮に及ば守して 、物 資の過剰は凡ての保業主? 通じて

相箆ら す' 甚しい のでめる 。 経擁W. の回復遅々と して漣ばざる ことは聞とより 、各 問とも閥

際 貸 借 の 不均 利I! J を放はんとして強調しつ〉める高惑の闘枕策は災に共回復を討 l害して居る

ような !Ik引にある 。 JI 佐賀力 金一時的な りとも増大 せ んとするインフレイシ ヨン政策 も巣 し

て景気回復に有効なるや芥や疑問であるから 、各問とも Wiかる臨時的なる手段をJ宋ること

は避けて肘る よ うに見える。

4砂

我 闘 に 於げ る 経 済 界 は 今 や 園 際 的 の 箆 化 極 ま り な き 事INと閣内的の鈍重なる主主祭に文配

され 、 その前途 は 松 糊 と し て 透 硯 し 得 5 るJ伏態にめって 、今 後 の 政 調 主 投甚 しきをi象屯! せ

しめるのである 。外に到するf . "t替 の+&i; 化は輸 入 f1111の凶格{ f 1，是々 J l-騰せしめ 、づ い、て内地生

漆 ｲ ｦ ｬ と Ａｌ ｾｴ も Ｑ ， ｜｝ ｫ 図 ｉ ｲ，ｾ商 ｲｦｩ､ 二るも の力 ［｟ Ｎ ｚ｜ｾＺ に枕立し つつめるの 現 ｊ ｬｨ Ｚｴ ｭ して や ｊ の 滋まで及ぷく

かを懸念せられ、且 つ 最 近 軍 需 品 工 業の臨 時 川公i ! t 等 に よ り 労 働1H民の 総武せんとする何l

向 の見えるあり 、 外には間際 ｪ 防 ＱＱ Ｑ に ｉＯｾ ける目立 ｾｾｙ ｛Ｑ Ｚ ｗＨ ，ＮＩｾｾｦＮ ｩ Ｇ ｬ コの批｛多は 我 関連の 前途に 多大

の闘係を有す るゐり 、 内には各極泣産 ｻｊ Ｇ及 ｉ ｾた ｩｅｩ の統 ［ Ｑ市山制 Ｑ ，い附￬Ｑ川 ｬリ ｬ に ｩ就叱き Ｇ Ｈ｜ＧＱ 此己各ブ方 ｉｊＯ 刷白 ω ｩ の 針 ｪん ｊ 必必‘すＮしも有効なりと

凡るこ との l川1'， オ米七ないZ事Jf.仔引附手平叫叶1↑川l'

に庇して建築J界平カが2共 U波主d必制』判l をを，巧 に切り 抜りんと 1す‘ るに(は立; t ll附1リ防!住主i;j従記4米d係采り企米1仮4 りし「態邑l広」立t では毛弘普i与エサj雌必しlA件守

さｾＧるは 明 かである。 日 ｫ 腕土 Ｑ ・せんとする餓材ｻｦ￝Ｎ ｦ ￬ め 、 ｻ則各 の縫動 ｪ 象めた ｼ ることの 出米 ない

各種 の 材料 を如 何 にして蒐集するや 、 共工ＧＱｦＨ ｻｦ確定し 得ざ るｾ築物の計査を 如何にして ｪｩｅ

皆するや 、考ふれば考ふる 程そのJ1ijj金は行121f つにような感がするの で ある 、従全kの釘l き普

通一般の運営でーは所詮芸品 ￭ｩｈｾ｜ Ｑ 加の ｩ 伏況に 立 至る こと火 をよ ｌ るより明かである。 建築外 の光

究者は こ〉に 一大決 心 をな し 、 こ の未曾有のお消界大以 ｩ ｬｊｾ に忠 良 する の 計量二を攻究し 、 そ

の打1m進 展 に 懸 命の努力を初1¥はねばならぬのでみる。従来の如き ii i_f. Is なる箇々の事務的J&，

似 に 絡 始 し て 我 建築界の進路をよ.!， tl-¥さんとすることは少 〈とも 本年に於ては金〈無謀でめ

り失敗を iR ＼ 基でめる 。 建築物 ｊ の百七 ＱＲ を指導する泊 ｬｬ に於て 、 ｾ ｴ ＧｌＧ ｦ 地 の 運営に於て 、 将叉佳

築材料 の 選 搾 臨梅 等 に 於 て 従 来 米Tご当: て経強 し7こことのない; l ' i1Wj 打1mの試練を要する大先

怯を以て業界の 有力者は凡て 一致協同そのことに官; らねばならぬのである。
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魂 代 世 相 モ: 建 築 界

池田 lT  

1. 諸々の曾を有効ならしめるの這

今日守 ｴ こ 昭和八年 を迎へんとする ｬ 友末 、 ｩ 徐す所僅かに ｦ リ 除 、 多 忙 の閥 、 過言 し一年 ｾｨ ￭Ｇ ｊｉ ｬｊＮ

て Ａ Ｇ ｾ￭ し具想、に ｬ 枕 って 見 る。 ｾＺ ｊ ｌ ｊ Ｍ Ｂ には各方面の名絡が多数旬とまってゐる。 ｽ ，ｲ｝ ，へ ば我々は肱 ｫ

多数の舎の合員となり 、之に fHJ 係してゐる訟である 。 之を? 金問に各方凶iに瓦って調在 して

見＿こ ならば 、 公私ともイ ｬ 可 々舎とか又は之に類しに諸 ｼ 鍋 慨 は ［Ａ］ｬＺｾ攻恐 ら 〈向 ｦｉ 良でも見 ゆる天の

星 の ｾ設にも劣 ら ない程多数に午 ｲ 在して Ｉ 川ることで あらうコ ｭ し その 各国慌 が 県して皆イ Ｑ 忠

義 に 有効に 活動して存在の意義を先うして居るであらうカ s と云ふ様な事力; 考へさせられる

ゑj論 全 然無 意 義 無効と 云 ふも のは なから' j ，) 只合LJ 各自力 2月)'1相官; の合立' を仰ってゐ て令

の事業 としては 恰も老子の所 ｴ｡ｬ｡ｩ イ ｪ えすが若〈 亡 するが新制伏 Ａｬ Ｎｱ に あるものがその大多数 ｾ ｬ ｬｩ

め てゐるの では あるま いかを説ふ。一穂我閣の l .c"h!j' は 兎角 官の施設又は指導に射して般に

服り過ぎる Mi . がある 。 園家の W:界 的 政l反に伴ふて図絡を要するものはカJI 速度をJ ' J，て榊力11す

る 。 市 ｪ し て 一 面 Ｎ ｾｽｾ 術的に於て 枇合的に於てｕｩ Ｚ の進 運に劣らさＧる ＱＺ めￊ，ￍｾすべき ［ ｩｍ ｪ 俗、Ｑ￰ Ｑ ヲ ｙｩｩ 去

がｾ 、 Ｚ 必 ｬ こ ｪ 亘 ら れつつ あるのでめる ｣ こ〉に 思 術的に枇令的に公共 の ＼Ｇￍ ｩｩ 仕に 侠つべきの除 地

多大なるも の があると 信 Ｗ ・ る ｣ ｬｴｴ 言 語ー ＱＱ Ｑ Ｑ Ｑ 人にして百 ｾￄ 凶 、 千 ｚｩＡ［ 凶 をＮｊＱＺじ て 事に也、る も その

Ｍ ｩ 主で ある Ｚ ｦｈ ニし之は多々佐々繁からん ことを 望む ・も 、 安するに ｬｬｦｾ 天 の ｾ ｉｬ ーに泌ささるも の

であらう c 誌 に於 て吾 人は多数のブJ の法令 、即 ち祁合又は各! 主1l1{2 を? 利HJ して之 を最も布広

義 4止も布0Jに活動せしむる の必要 切世 1;" るも のあ るを1}J_I，;'， (.i 而して訪合、各|与|慌の括協 は

その併 ｴ ｩ 全般の熱誠に基〈ことは 言を 侠 ＱＺ ないが向ｵＧｩ接 その ｩ 品 ｉ におる理 ｾ ｊｕ ｔ の 如何に ｦ たつ

ｊ ￮ｊ ￭Ｇ 砂 からさるものあるを ＺＱ ， ￭ Ｂ ｩ 感せ しめられる。 ￭ｊｻ Ｇ し乍ら消併各 ｉｾ ，Ｈｪ慌 の 賞事者はその多〈は各

|与 のみこ務 以 外の{ 刷版iifi<7J を'Ml 、てノ州上する の外なき次第であるカ ・ら、之 にli'j って多大のWl

? 与を自宅むことは無E申告? 矧ゆる に過ぎなし、tlfi l 、がある : 誌に於て吾入力; 切竪せんと す る所は

名極各 )j 剛1 こ足りJ . t J i ｜平仁於て叫に ｾ Ｎ ｉ ｉ 訴 の主 力以 を恥げ 、 ｸ 相互 の徐 ｦｴｾ を刊 、何 等 生活にｼ似 し

後hI11の民なさ身分で めっ て: ド幽・も相首のhxに迭し 、j例外の'従業方凶i を勇退しi余l こiY，i< l¥l : 密集

しまん とする の土は1 ，1 に Iｻ ｉｾ ほ ｾｾ￭Ｇ 仰を友とする の除 ｪ ｊ ｾ 犠中 Ｑ Ｚ にＱｊｉＮＺ して ｗ￭ 界各Ａ剖悼の 指端 、 氏

l拡に針 ) J せらる〉 こ とは ilt ! : 合併11: の立場 f) 、らしでも 亦 人tJ ' i生イf の立守主力、らしでも最も埋忽

に泣きも のではあ るまし、 ヵ' c

2，建築教育の分科

物近年 Ｎｊ ､ 段々定 期的 ｬ こ 繰返されることでＦ Ｉ るが年ぶにｼ捺して各担 の 島県松よ り 手 ｾ ご ぷ Ｓ 月に
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送 出す べき卒業生 の 就職に ｼ倒し て ＲＲ 説明院 長 か ら 依 ｾ ￞ ＨＡ Ｏｊ ｕＩ ;多数に >>! (込 んで米る 。不長年i時

代 就職難が ｉ ｕｉ ばれつ〉 あ る の とき 、 立 ＱＱｍ ともし総き ｉ ｕ ｾ 勢 で あら う 。此の ｾ ｊｪ は我々 の 建 築ｬＧ ょ

に於ても同じ軌道の上 を走ってゐる。

一 鰐 ｈ リ ｬ￬ 台時代 よ り 花粉 秋 ｦｦ の 活 Ｇ Ｒ えに ｬ 持 ｩ しては文部首 ｊ，Ｎｊｾ ｾ 他に 於て年々 ，［ｪ｟ 々非 常 な熱 心と

うf 力 を披 iJjでして今日 の10:' ，がをお111致: し 1: もの で、 その4ldtz や誠に多大なるものがみる 2 併し

乍 ら ここに 念 天直下 突如として ｉｉｊ ｾ 界 を新 ＱＺ に して静 思 して見れば ｴ｛ｾ 本的 に 一考践を投する

の飴地がイ1・す る様に思はれる 。明治以降就按率の紙 めて少なき時代に於ては義務秋宵の就

取を多々続々奨附する の 必要が み つ ＱＺ であらう 。 そ の 就 ｅ 子Ｎｾ 率 が佐々ｩｬｬＺむ ｬ こ 伴れて愈 ノ をそ の

完壁ｾ期し最後 の ｬｕｏ パ ーセン ト に 到 達せしめんとする こ とが ＡＮｶＮＺし て悶家枇舎 の ｊ 二 古 、 ら 凡

て1必要なり や否 やに就き - Wi の版企: の千がするも のがあるc 即ち指導 、奨kj i! Hま或何度に J I: め

しめて自然の趨勢 に委することカ; 大 }rlJ より見て i政治の大本ではあるま いか。似言すれば 1
11

全製げて質感美棚 I'L ゆ る方 IUI を制維す る附に 人生、批合 、l魂2誌の民妙味がイjにするものと イユ

令る 馬全! 以する者 、徒に辿紛がj に手綱 を引しむる のみ j;; 妙Nfi でι まなし 、。或は ') 1きしめ 、

或はり由 め. 所市 ;12縦 その正1: しきを jワることが妙諦でー あら うo 1!1l ち今 LI に於て l主義務教育' 0)

i ド限短縮又は進んで義務紋育の clーし11ーを断行することが現時の時弊に到する妙薬と 白云って '2:: :

ｾへな ｌ 、 。 之に 依 って数年な ら すして入早期 ｴ の紙 不 Ｑ Ｎ Ｑ 、 就職難 の 救 済 が ｄ ｈ 入 的に行 はれるで

みら う ｣ 叉一 ｩ 白 ｩ に於て ｲ ｪｪｬ ｬＯ ｪ 村 の ｩ Ｎ ＧｴｊＡ［ｾ の 科技 、 岡家財政 の 救 怖の一 助ともな ら う 。 以上 は μﾭ

tT界全般に 一1 ｌ つ ＱＺ 保木 綿 で あ る が 、 今我建築界に於ける建築 政三 百に ｨ￦ｬ 、て一考 察 ｾ Ｇ ｆ して

児ると上 l立大t1.¥より 下ユ: 走期校に至るまでJ早理深見の何度に於て こそ相首の芸 呉lは主ゐれ 、

その辿れる筋はF只lト- ＮづＩ，￟に ｩ過 ､血必 ｩ泣 ｩ 吉 Ｗな ［ｬ 、、 ｏ 手寄手 人 は是刻辿 ｬ主［ 築 ｾＭｊ，殺イ女 ｃ ｦ合 ｮ 枠Ｑｌに於て Ｔ弁♀ ｉ匝主 の Ｎｅ 堕担

して:数位陸又 {はま十?数蚊極に分科し各 f早?宍1校1絹笥収特』の救F育f を含?刊b施色 しA建1主!!築』枠'F- の l'凡'L(ゆωるブ方'j l凶刷0ωi にj於氏けるう分トJ朴.千}附白的り

ＱＩ ，Ｑ川 ｬＧ川Ｂ吋『リ ｪ 京 の 芸成成 苧 に主主 ｩｦｵ する の 必ｾ 切 宜なるち のムるの を子忠ふ こ

3 請負界・入札・大工・デハー トの火災

ｾ築 ， ｩ ， ｾｩｦｾ 外もユ ＭＮ 4: j  1の少なき 1: ｢Ｐ続 下激甚なるも の が あ る 。 ＮＱ Ｐ Ｇ 瓦に Ｎ ，ＧｾＧ しみつつある の 現 ｉｕＨ

でム る 。 材料界に於て Ｑ ｾＴｦ ｬ Ｇｨ ・ ｂ 紙 ｈ ｊＯ ｗ 行 ｬ まれて ｲＺｾ ＧｻＧ ｴＨ 百格 Ｚｾ ｦ につき州首 の 自 ｩｬ￬ ｬ ｊ 、 自 衛力 ｅ 行れて

ゐる棋で ム る が 、 ｊ ｩ｢ Ｍ 負界に 於 て も ｍｾ 存カ Ｒ 之に準じて作自，Ｎ， jirJ のむを111t する のj主がなからう

か。 控訴さ ［ ｾ ｾｦ 負 Ｒ 駐車 ｉｊ 合 の ＱＨ 布 の ｾｮ き その ＷＲ 誠に於て 、 その Ｇ ［ｪ ｊ *に於て 、足して遺憾のWli なさ

か。3( - '1創入札HilJ l.立の改正も その一任ではあるまい力、之は他 11 改めて 111:にPi Jふて 見にい ~

誌で める c 近頃大工高11イ干の一 部カ :i両日Mして大工 の職能に到する舵手IJの主阪を"11等し始めて

ゐる ー之も相首長岡 I IIこ攻筑すべき Pij!起の一 つで め る 今 I Uこ筆を汁IHI かんとする に|探して

司毛布1¥白木屈の火災、タ七似 100 除名 の号 外に 接しに。M山loit 火錨什鎖政j コンクリ ート の 7 階

高居建築1: るデパ ー トメント ス トアのfi' ri かも 主主:11JJ の火災 、百貨 Ir
I1としての建築的施設のブJ

闘に 於 て建築家の攻筑すべき 問題がなげら れに 、同家内外多事土u築界も 亦 多々盆ノε 諸般の

11¥):極力: 地[ グかけら れに や うな 鋲が する c
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建 築 美 批 判 の 新 基 調

ー古
塚 正 治

建築美批判の恭制は . 今や方向締換{ f 後義な 〈せしめられてゐる。

咋日 迄の 審美論は文字通り 過去の審美論であり 、それに即 してなり立つに批判 は全 〈昨

日迄では正しい批判とし て、 うり 入れられる に相臨 しいも のであっ仁 らう。

げれ共夫れ等の法制は 、M詮 過去のものにらぎ るを得な い。

建 築は 時 代 文 化と 思 潮 の 所 療であ り 、 表徴である と 云ふ論に 間 遠ひ力 引Ａｾし 、 とし Ｑ］ ら 、 そ

の美を設へる基調は何 うしても 、其の時代文化 と思潮の上に確 約11こる 礎 をお いて立論して

行かなりればならな い諜である。

過去数千年間の建築稜遠の経路を調べて 、そこに何 を見出 し得るのに らう? 。そこには

時代思潮が雄'rftに物語ってゐるではな いか。それは取りも直さ十宗教の文化 であり 、一部

特槽階級の文化であり 、大衆ぞれ自身とは縁遠い閥係におかれ7こものであっ仁 、現代の所

産として新し〈生み 出 されに構成派の建築は 、:1，i なる科与! 高能の思潮に捉 はれ過ぎに理論

に固1，( J 仕切ってゐるやうである 。イン ターナショナル派と宣体してゐるー抵の建築 も、 控

は大き いが共の割合に反響力2少いのは何に起凶 して ゐるの ? 。何れ も過去の見方であって

現代を正硯 して ゐないところ にカ が不見 してゐると 言はなりねばならん。

現代の枇合を- tl してゐる大きなカは 、資本主義経済から資本利子経情への潮流であっ

て、現代の政治色 、趣味も 、}f1号機も … … と云つ仁計上合の事象の総てが . この一大潮流に乗

って推移 してゐる のであるから 、建築もまに此の流れの上に竿さす 以外に見方を鐙へては

Ｚ む義がな い 。 即 ち 、 現代 の 建築は経済ＮｦＺ Ｑ ｾ の 棋本義に従って 、 より少し、投資によって 、 最大

の 効巣を牧め待 Ｗ 二ところに現代 の 思潮に適合し Ｑ］ 建築美が表徴せられ Ｗ こと云ふ可きでは Ｑｈｾ

いTごらう ? 。現代の建築美を批判する 前提としては 、先づ其の建物が幾何の費用に よって

建築せられたかをI1Ul-. i:i f 主義務がある。声量業資 本の一大 l抱散を負ってゐる 建築物が、其 の

投下資本 利 苓ｾｻｦ度外脱しては現代の建築に美を求め得可き活力ザＡ｜ｾし、。 Ｈ 産業資本 外 に 屈す る

ｾ物に就いては 、 ま Ｗ 二別に見方がある 。 Ｉこ の意 味を ｬ 吟味して行〈と 過 去の 審 美概念カ・らは

一笑に! 紙し去られ1=建物が 、現代では却って偉大なる建築美の持主である場合がある。 過

去に於 て は 無 暗矢鱈 に人 目ｻｦｾ I  < 可 〈過前iづげられに建物が、無駄にと迄で悪評せられた

建物で あっ ても 、資本利子維がfの上から 却って驚〈 可 き効果的で あるとしにら 、共 の建物

の美は現代 に容れ らるi:if き能性を多分に持ち合せ てゐると 云ふ可 きではない ? 。そ れ故に

如何 に簡略化し、単純化 しにと 云は れる構成祇や、インタ ーナ ショナル流の建築を以て 、
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頗る経桝的fごと云って自惚れて見 f: とて 、震業達成に盈釈の効果を耐らさないなら 、共 の建

築は｝晃代 に 於げるＡ政惨であり Ｎ 従って決し て 美し いと 云は る 可 き Ｑｾｾ 値を作はない ｔ ごらう Ｐ

ＱＱ ｸ りに 、 百貨 ｪ 方 ｾ設計して建築家自身は 如何に立祇 ＿ごと自惚 れて 見ても 、 数年後に終狩的

にj羽庇の lf -，むなき lこゴ( ちf lj ったものとしにら 、 その建物は現代 に符れら る可き i必秀なる 美

の ｊ￭ｊ ￮ 舟 ［ Ｇ ｦ ごと［ｬｉ ｴ れがｩｊｦへる ｦｾＧ らう ＿ 口 事業の失敗は Ｑ ＱＱｾ ｾｾ ｴｲ＠ ｫＺ Ｇ Ｚ ｾ 岱 ［Ｈ｜ＧＱ こ負ふところが大であるには

i主ひがない . りれ共伝うしf: 建物向慨が侍業闘的とその車，'t.!+! ーとを?左 ;{ i するに充分なる要引

を柿成せる場合、特に私見 をl作l床 してみる要がめらう と思ふ 。

過去の守存芙論は依りにも 11ft 心的に〉じってゐると云ふ可きである o 現代の穂美概念は1I 1f!物

的に Ｈｩ Ｇￍｴ ｩ ｬ ，Ｇ， Ｑ Ｑ こる ｊ たｾＩｉ， ｊｾ おーいてス伊ートしなりれば芯Ｚ義が込りな ｌ 、 。 便利 ｔ ごとか 、 衛生的であ

れ、主主桝的であれ… … と云ふのは f1-: 宅建築の場介丈けでは徹底してゐない。利害1#1係自づ!!市t

して建てられに過去の建築は 、大衆それ自 身と は也接の5ど沙をJもった ものでは なし、。現代

の建築は産業資本の一部でーあり 、多くは犬家それ自身のものである。 これ をもし向ほ共他物

を 批判するのに ｮｦｬ Ｚ 物概念を減却して美 の意義が成立する と云ふ論燥を見ＡＭ ｊｉ， し得る ｦｾＧ らう ＿

資本家の例IJ では私のfょうした主張に多大なる 闘心と共鳴と を持つ方が多い . 建築家は過

去の偽・統的森美抑念に捉はれ過ぎて ゐる 方が飴りにも多い やう Tごo 1こY 無ー意識の聞に純情

的美への考l白: を織り 込んでゐる場合がある。それは多くの場合文字通り無意識の内に。

近代の11o宅建築は"' 1土佐紀以前の もの程、規模の大な るを要求せ られる ものが紙め て椛 れ

となっ f: 傾向に ある 。間取りに於ても過去に流行つに起徐曲折のrri s ' 下主義はi協を帯めよう

と務 めら れて ゐるではな い ＿ 。 現代 の 住宅建築は 家族本 位 ＱｾＧ と 云は れてゐるのは何を意味

し、何を物語り 、イlすを慾5k してゐるの ? 。ゑj論科阜の進歩が一昔I1を解決し、枇舎思潮が

部を? 然らしなるとは云へ 、根本に於ては総てが自己維機の概念に大なる去を調をおいて の主

張の結果に他ならぬ ではない ? 。

ヰ 午 ｾｪＱ ＧＺｬ の建 物 の 入口が入り易い 様 に 、 客Ａ 仰 の寄りつきに 闘心を挑 ひ 、 客力Ｚ不 ＹＺＱ Ｑ 不 識のう

ちにとり込む やう に… … と云った要求色 、過 去の建 物が段上高 < ｾ ｉ ｴ 鹿なる姿を＿と要求した

概念ど の聞に 、 その間除りにも相反したる 雨相の去はれではなし、 ? 口即ち現代の建築美は

徐りにも経tpf的議調に立脚してゐると考ふ可きではない? 口

服飾に於ても 、化粧 術の上でも色彩の上でも 、将 f: ;ま?こ l資い工慈の道に あっても . 現 代

の美は総てが経擁概念を茶調 として出立 してゐるに不J旬、ひ とり建築の美の葺批t制4宇引2ヰ引l

みH唯佐心的でめり札、科E製晃高能的でめり得よう告筈. 力が2なL 、、D 現代 の辿築美』は立経附車初日織の観念をを? 混

脚しては完全なる 美の批宇引判|リj主碁毎i準件をを?な し得ない。

材料が 餓 とコンクリ ート し 大 事な硝 子の配用との組合美へ ｪｬ｛ｾｪ ｬ 消しつ〉 あ る の も 、 棋本

に於ては何を 目 的とし 、 ぞれから何を求めてゐると考ふ可きが軍首 ｦ ｾ Ｇ らう ＿ ｯ 現代 の 建築

美の批 判の基調は 、所詮は経済観念に立例l しなければな らない結論に導かれるのでは無い

ｦｾＧ ら う＿ 。

7 '  
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忘れられ、忘 らるべからゴる事貫

石 川 純 一 郎

1932年 度 中の最も大きな スポーツ界のl刊来事は 、なんと云つでもロスアンゼルス に1/Hさ

れに第 10 同間際オリンピック大合であっ1= らう 。

4砂

その営時日本の新聞所 1: (立、非常に多舗な. ヤンキ{ をも鳴かし1=ほどの 、組信託Jl J を投

じて速報にこれ勿め 、各 ilit 通信 L1fU1( こはオ リン ピック ・スタデイアム 以上の激烈な競年1 を

起きしめ 1=ほどでーーそのにめ 円本新聞記者{ 立、他岡否米本問記者をも一蹴して 、 ウエス

グー ン、ユ ニオン 、ポスタル ・テレグラフなどの米関電叩併枇の一昨J - : 幸治: に なって 了つ

ＱＺ ぞう Ｑｾ Ｇ 。

その位新聞祉は力ｦｦｬｻｾ入れてｙｦｻｾ事に努力しに ｄ

そんなわけでスポ ーツに興味を引っ人と否とに拘らす 、いやでも !fI[; でも 、いやし〈も新

聞を手にする ほどの人ならば、旬 日7・i 日オリンピック仙報の見 川 しの担特大枕の前f字に 、

新聞を ｄｦｊ け＿こが 最後 ｉｉｊｾ Iいに飛び込まれて了はぎるを作なかっ 1=。

これではどんなにスポ { ツに無| 制心な人でも 、7k J -.に於りる 、3l . . フヰ ールドに於ける 、

又馬術に於げる 日本選手主主の軒闘を? 強 〈如、 〈印象されて 了つてゐるに述ひない。

南部の三段跳 、 水泳の ニ ｉｴ 村 、 Ｇｾ ｲ ￺ｬ 払清川 、 牧野 、 ぞれに最 ー 後の西 Ｑ Ｎ Ｑ 11Mの刺的1愛勝など今

円でも殆ど一般 人が ＮＮ Ｑ 台も向分向ｾ ｾ ｾ ｉ ｲｬｬ きし Ｑ］ やうな鮮明さをＮＱＺＩ、て記憶してゐるに泣ひむい ，

4・

か 〈オリンピ ックの漣動競技の分針は 、非常に? J 'Nやかに貝つ ry)': ｾ一般 の 人 ｫ に 印 象され

てゐるのに ihJ らす 、|吋じ 〈オリンピック の一分野で めりながら製術競技の方|白iは全 〈忘れ

去られて了ってゐる c

といふよりも ＲＵＱ ろ始めから 、 その 有本をｾ ).nつてゐる人さへ側めてノl、蚊でみつ 1: と去って

い〉のではあるま L、か。

運動競技の華やかなりしを.'J.l .ひ 、なんと嬰術競技の; 以しかりし こと よ。

4・

空事術競技も蓮動競技 υ百んど同時に開合:せられ、オリンピ ック美術館 とされにロスアン



ゼルス博物簡に陳列、競 技、審査が行はれに。

そして 8 )j 2 日護表せられ七結果は絢載に於てはスエ ーデンカ; 、素 描、版 昔、及び! 彫刻

に於ては米閣が、メダル ・レリ ーフに於てはポ{ ランドが、都市計霊に於ては英閣が 、建

築設計に於ては ｦｾ ｬ ｬ 園が夫 ｫｕｾ ー イ 立を 獲得し、 Ｘ 月 ＱＱ 日オリンピック ・ スタデイアムでその

各閣の園抗が掲揚せられ園歌が吹奏せられ1=。

そ して 、 そ して 、 日本は版諸に於てオ ーナ ラブル ・メンシヨン即ち運動競技に於げる 4

- 5 等程度の位世をに Y 一つ作1=のみTごとしゴ、。

この今毛穴の 日本の成，fu't は塾術競技に於りる最初の加盟であっ 1=からでもあらうが l苅: i ! sの

まn ＼韮 ＱｾＧ 振はないも の であっ Ｑ］ 。

自然新聞がこの方商の報道をお粗末に取倣ふといふことはヂヤ { ナリスティックに考へ

て首然なことである 。

しかもこの翠術競技はオリンピックの直接の閥係者、選手委L : - 1 といふ様な人々の聞に於

てきへ 、運動競技を行ふオリンピック大合にこんなもの〉介在するのを櫨子抜ひにし、又

不思議に思ひ、又一顧にもせす¥叉湛しきは集がイ・] " きもせすにゐるといふ宮前から見ても

一般の人 ノーがその存在を知りもせ子、 X 何等閥心の生じて来ないのも首然? ごと思はれる。

。

しかし一度古代 オリンピック祭を念!ふならは: * %i 1こ感慨無官: なるものがある。

古代オリンピック競技中に於ては 、 謀術競技力Ｚ非 常に重裂な役 ｬ 司をｾ Ｎｪもってゐて 、 ｉ ＧＺ ｊｪ 刷術

の護見せられなかった首時にめって 、詩 人 述ーには作品費表の絶 好の機合を興へ . 災総詑i、

彫刻、建築等の競技部J" J l こ於ても、 その祭叫に集まる多蚊の人 々の慰安と激育とに資した

ことは非常で あっ 7こといふ D

殊にオリンピツグ の起 似 そのものに就いてもへレン此抜の必術的欲求 か らうj ( てゐる とω

考詩がある〈らゐである。

即 ちへレンl 亡抜は官:;w，yの JJi. 岱l ( 1 i X 中にあって j泣も 美 しき、選 らばれ7こる人知? ごとい」、信

怠から 、 その美の最高lli! ｾづ え め 、 これ を人類の 理担的掠準 ｦｬ 世型とせんとした。

この矯め に、各種運動競技によって護達せしめられ7こる各肢憾の美的綜合といふことが

塾 術家へ の5課題 と な れ こ の モデルを得る手段としてオ リンピック が 存在したとしゴ、。

これによれば古代オリンピック 祭に於ては整術こそそ の接心をなす部門であつにと考へ

ぎるを得ない。

• 
ピエール・ド・クーベ 11. . タンクJ 醇1 ; : 閤際私L与を目的として 、近代オリンピック祭を計量し

に首時はどんな考へであつに力引1らないが、兎に f:EJ回をffi って古代オリンピック然のゲ {

9
1  
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ムカ; 順次復興追加されて来てゐる熱から見てふ近代オリンピック祭は古代のそれの復活

と見なければならない。

きればこそ Hl 24 年ノミリに開催されに第 8 回大舎に妻芸術競技の種目が加lへられて 、古代オ

リンピック祭の精神に櫛れ仁 、民の復興が出来? こと見ることが出来る。

ま? こ今日の園際オ リンピックの線本方針を示しに憲法的規程の中にも 、この欝術競技な

る種目は必す・行はねばならぬ競技 ｴＺ ｾ￨ 指定しであるそうにが、この情前 ｬ� は全〈古代オ リ ン

ピック祭に於ける精耐1I
1の復興を意味するものに遠ひない。

か〈して一般には殆んど知られ子 、叉顧みられざる嬰術競技のオリンピックに於げる重

要性を認めなりればならなくなる。

そして吾 k 華芸術関係者はオリンピックに封して充分なる闘心と理解と興奮と情熱とを持

?こなければならない筈の ものにと思はさ' るを得なくなる 。丁度フヰ ールドに於ける 、叉 ト

ラックに於げる . 叉プ ールに於げる競技閥係者が現在持ってゐると同様のX はそれ以上の

熱出: を要求される のが首然fごと思はれる。

4砂

私は今度の 日本の出品がどんな夙にされ、 どんな人
k の作品が選らばれて出? こかを知ら

ない。

7こY 大日本鵠育謀術協合とし、ふ囲植があわ? 二 Y し〈出来て 、短期間に作品を募集し . 鑑

夜し 、 内地に於て殻表展覧合 ｻ･ Ｑｩｾ し、 その 内から大部分をオリンピックに出品しにのであ

らうといふこと 、長永治良 ( 日本) といふ 人の 『昆虫の角力 J といふ版惑がオ ーナラブル ・

メンシヨン の位置に入つにといふこと伐しか知 らない。

しかし運動競技に於てあれ? ごりの成績を穆げに日本として 、主MJ府方面でもも少し策を吐

き? こかつにやうな策がする 口

勿論i託初の加盟であるか らといふハンデイキャッフ・は あるけれども 、妹に給誌、素 描、

版 前、彫 刻 、メダル ・レリーフ 、者11市計霊. 建築設計-等の科 目の 中、建築閥係の ものは全

然?こ Y の I 貼も 、オ リンピック禦術立it技場に出品されなかっ? こことなどは遺憾に地えない。

尤も内地に 於 ける展覧舎には建築設 計 3 貼がめつにとし、ふ話であるが不幸にして私はそ

れがどんなも ので あっfこか見 られなかっ? こが兎に角オリンピックへの出品はされなかっ fこ

4・

今世界係閣の建築界、建 築家 { e 比較して日本のそれらが そんなに劣ってゐる Tごらうか。

私はお閤自慢的な立識を除し、て考へでも 、他国と抗してオリンピックに靭を争ひ得る人

と作 i日とは今日充分にあり作ると 信 じる 。

?こ Y 吾々には今日ま? ご辺動i岩手聞に於げる如き針力と熱立と l遡鵠的統ili lJ とが欠げてゐる



?ごり fごと思、ふ。

吾 k は日本運動競技1¥l の生筑波削7こる

を見るにつりでも日本型術界の意気の沈

滞? を淋し〈思ふ 。

4砂

しかも最近の新聞は運動競技闘係のオ

リンピ ック Ｘ 年計 Ｇ ｾ ｆＡ Ｚ 及び Ｔ 年計震準備委

日合の成立を報道して ゐ る。

ヱ云三ふ迄もな< . 4!.年|ド1計罫とは3次欠同の べべ‘ Jル
L  

リンに開かる ベ き Ｒ第ｻ布Ｇｾ J  パl 回オ リンピツク

5含? 目指すも ので dめbりL 、 8 ノ年手計

阿円本に問f作併l出Eすべ u誼i担IT到助l しつ 〉ある 2第i存伊写引1臼2  

阿オリンピツクをを ＿ 同Ｋ有松棋 ｾ ｽ必 ｊｚＺ とする。

こ の 時 坐 術 鋭校 側係 のみ ｆｌ 不腕 ｨｾｊ の 態

度をとってゐてよい ＱｾＧ らうか 。

塾術競技は運動の それとは自ら異るから 、 4 年i¥l・j n: 8 !.r 計守1; といふ や うなも の もその立

案にかなり の岡知tがあるかも知れないが兎に角何等かの型式で同開的統制fごりでもとる や

うにするのも向早ではないと思ふ。

1= - ; 吾々は次回 のオリンピックに於て、器術競技の方面に於て 、殊に建築関係の杭目に

於て『日の丸 l と『君が代J e の柴容を見出し? こいと切に思ふ。

殊にさ虫i : A" 同吾 k の国土に於て行はれるに至つにならば . その時こそ倒れて後. 11: むと いふ

運動選手の意気と情熱とを 日本書術家に日本建築家 に要求される時ではあるまいか。

• 
私は 1832 年の建築界の出来事を府jみて . 最も建築家に忘られてゐる事賞で 、 しかも忘る

べからさ' る事 4庄ではあるま し、かと思っ てオリンピ ック の製術競技を想起し、 今 ] ｾＱＳＳ＠ f下の初

頭に立って日本の建築家の、日 本の重芸術家の注意と杭起とを喚起し1こし、 。

l

 

l

 

t

 



建 築 左 右 展 望

村 野 藤

そこはかな新作と研究によっ て、不営にも優越感が起り之れが矯めに 、最近に於て 、殴

米諸問の建築的、叉は 、その傾向に劃して ‘ 一部の人達のやう に我が建築界がそれに優る

とも劣るものでないとの自' 児を生す・るに至つにことによって 、建築世界十一月 の巻頭言は

・-
興味ある 、詞誌に官んTご言葉であつに。そして夫等の自究も亦、骨て 、新興運動力2、不首な

るヂヤ ｻナ リ ズ ム の言葉に よって優越しに様に優 ｾＱｩ る感じを起させ て ゐる様で も ある。

。

一頃 、枇合的な 、叉 、女装的な側商の刺慢が 、建築界を異常に束IJ 叫し? こが、今や夫等の

側面的ij た態がそ うである織に 、害 k の建築界も亦搾; Ｓ［ ￎｾ 期にあると云ってよし 、 。吾 ｫ は 、 今

その頃 、刺般と 、興経にかられて 、 その此馬に乗っ 1: 一種の新興的ヂャーナリ ズムカ:閉来

して 、静かに 、 その過去 を顧みれば一利の寂婆を感ぜぬこともな し、。そして 、 その頃 、こ

れ等の渦中にあって思ふま〉 、そのヂヤ{ ナリズ ムに乗っ -f: 人法のうちから耐の い h 者は

素早 〈これ 伝来越へて 、こ れ 等の 取り ｅ をされに新興的興＿｛ Ａ ｾを笑って云ふコ 「奴等は機械的

セン チメ ンタリズム 、科接的ロ マン チシズムピ」と。

<> 

此等の頭のい〉ー聞はそして叉 、自負を交へ? こ不首なる信越感を 以て残 され? こう者逮の指

線的立場を買って /+'， るのである。

どの道 、これ等の輿務と尻馬的ヂ ャーナ リズム は、i ! ! ; 築界の矯めには一 日も lfl < 、問答

す可きであっ? こ。閉議す可き こと がやすよ りも幸であつに41は勿論である。 これは決して 、様

式的な建築に撮って 、地道な方向をにどって行〈者に取りて惑であろうばかりでな し 事

官日本の建築が 、本 J格的 な道を? 歩む矯めには有害無主主な ことで あっ ?こと 云ってよ し、。吾 k

は過去に 於 て、設- 度か 、夫に新興的な海外の刺悦とそれにと もなふヂ ャーナリズム の震に 、

多数の 、而も 、似ても似つかぬ新建築 と帰する ものを践し1: 。

。

事官 、海外の運動 L 傾向とが . その地道な 、研究によりて表はれるよりも 、日本に於

ては 、 それが持っと ころの新脊し新尖なるに京IJ';; 長せらる〉痛めに 、之れが商業主義的ヂ

-・
ヤーナ リズムの風をはらんで 、一 日 も早〈 町の表 に表はれることは 、作家の. 叉は 、之れ

を依制する 者のにめには 、その 、前告的慣怖を? 百パ ーセ ン トに表す こと の矯めに 、 どれぞE

がその民の付! 向と地道な炭の研究が用ひら れに かと云ふことに ついて 、機度ーか再々は識者

1  12 



の苦言伝 聞〈。

o  

吾々の敬愛する老大家一一様式的建築に撮る こと を本格と想像する様な大家主主は 、最 近

に於て新建築の決定す可き その決定的将来について賞I設を交へ? こ楽観的な言葉を私はー l耳

なら す聞 L、1=。 これは私に取りて質に異棋でも あり叉、置にM< 可害事であつに のである c

• • 
i武平、新興的な建築についての杷憂はそ の反針の牙J波Tごと 想像されに 人建をWi <も 普遍化

し? このかと思つにのであっ 1=。而しながら左犠に持遁化しに のであらうか ? 事質は勝に反

針の様でもあり 、持逼化されにものは只 そのぬり殻でもある様ピ。

。

過去に於 て、日 本:の新建築が鳴物入で、 l位ご うたりし こと は、研究と 、本絡的匙tJ) とを

刷念する 人道: に 取 りでは 凡 そ反撃J の結決 が残され?こと 思 はれる事が多 し、。夫i'O( に、人は 日

本の新建築を 、ぞれが海外に於て 、必然の、叉護生的1 : 11因のr. t め に、叉生十可 〈して生 じ

にるものをヂ ヤーナリ ズム的に去はす ことに よりて 、夫 k の時代に 、夫々の役割を i:J i じっ

〉起り叉汗i えて行つに のであっ て、吾 k のffi t 合的機; f : 1' 1，; とどれ程か 、有機的協! 係を持つにの

かo ｾＡ｜ｾ論 、 私は此 の「有機的」と云ふ言葉を 色 々の枇合的 ＩＱＩ｜ 勢について 月 ｪ ひ＿こる意 味に 三 汚

へるとしても ココツケ イなこ とは 、一つの新建築が海外に於て費生する聞に 、ミヰ々 に於て

lよ、数 Inl の新建築と郁す可き rub動に援しに。夫放に 、円 本のXiJi 建築は 、ぞれが . 澗創的で

あれ 、 ロシア的であれ 、それが 、ナ ショ ナ リズム的で あれ 、 ぞれが叉 、イ ンタ ナ ショナリ

ズム的で あれ、等し し 新興的な名に於て、叉 、アメリカ的モダ ニズム の名 に於て、 一種

の流行型に過ぎない様である t 夫故に 、一つの新建築がある矯めにはその直前の新建築は

「もう古 い」と云はれなければならない嫌になるのである 、知i大なヂヤーナリズム の力は、

古きも新しきも 一掬めにして 、時代からどしどしと. j 'P しやられ様とする 。吾 k は今 、選良

の選犠に立者板を 見 る械なものを士! ! ; 築に見る のである。

o  

「ア カ デ ミ ズ ム し ヂ ヤ { ナリズムと云ふ二つの社1:合的勢力に釘しては 、H住諦念の微笑を

以て のみ傍 tll しよ う」 と剥そうにして 、問、〈 、強 くして 、剥そうに云ってる聞に 、物I1人騒

然 としてヂヤーナリズム の!1iJ J格があり。 これは而し、枇合的には寧ろ首然? ごと云ふが、今

にして 、此の傾向を是疋して 、凡ゆる 、テーゼを樹立しようとする 、 ドンキ ・ホーテを気

取って見Tこと ころでそれが何になる。 と云つ? こ風に此の建築的風景を f#Eむる人達が居 る。

o  

而 しながら 、これ等の風潮は 、やがて閉塞す可きであらう。日本にも漸〈建築の各の部

門に 基 礎的な 、 研 究が 附立しにと云はれる 。海 外に遊 ぶ 人 主主は 殆んど一様にｭＮ ｾ ・ ぷ 可きも の

がな くな っにと云ふ。これは事宜である 。にが 、 その言葉は只夫丈りで完全であるのでは

ない。吾々は 、今此の言葉を頭でー云ふ。頭が此の言葉を大) 胎にさせてゐるのではないか。
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而 しながら 、吾 k の腕は 、此の腕力; 、此の テ クニツクが 、科壊は 、理論は 、研究は . 夫れ

のみで科阜であるのではな〈 、研究であるのではな〈 、理論であ るのではな t 。… … 吾 k

は少しばかり 、腫史を墜ぶ必要がめらう。

0  

.  .  .  .  
日本製の飛行機を 、私の子供主主は もうケイ ベツしないばかりか 、自負的優越感を以てア

メ リ カを笑ふ 。そ こ で、私は今 ｬｾ ｬ か に、 吾 ｫ の敬愛する老大家 ｪ 主 と共に 、 新建築の将来に

ついて紫観する 。

<> 

白木屋の火災について 、有fik の問題が湧 きお こっ仁 、 そのうちから吾 k は、次の二つの

問題について件Jぎする 、即ち 、高居建築に ii する恐怖と 、之れに劃する . 取締り上の問題

である。事賞 、一つの建物内で 、今阿の様な災害を交りに 例は極めてf 1i i有の事である 、斯

様な例を主張鈷として . 恐怖 しに し そして叉、 その取締上の問題を考へる 事は 、今の興

符から一度さめる必要が ある と思はれる。普通の場合で云へば、建物を防火的にす ると云

ふ事は きして阿難な事・ではなｾＧ Ｎ - '1111 の防 火建築者がよ〈その問題封切決して〈れる o 既

に日本でも有敢な建築は既にドl三市J に その問題を事官に10/ ( 決し且つ 、徹底してゐる o 而し

これはピルヂン グの様な 比較的簡単な建物に ついての事であって 、デ‘ パ ー トの如き . 貨に

複雑なもの tこ至つてはなかなか単純に W(，決出来なし、。願容の性質、デ、パ ート 内のヲ1: : 景、下

駄、靴 、; t 幼男女、国会者、見物 、nf物 、等 k 、雑然とし、騒然 として時買と云ふ賓際的

の目的から 、賓用から次第に遠ざかりつ〉ある営業の;u、態、客: の性質等を考へると 、 アメ

リカ のデパ ー トの様に、 エレベーター ト エスカレ ーグー も、階段も 、縦の交通路に全部

荒をする と云ふわりにはどうしても行かな いo 夫程、デパ ー ト内に 於ては 、交通路、妹 に

階段が営業上 、叉、買物をする詰めにどんな役割を演じてゐるか想像以上で ある。 防火建

築は夫れのみ にて は百の施設も非常に期待する事は 出来なし、。此の機舎に 、我閣の例にな

らっ て、職業的な消防夫を、大建築に雇っ てお くか、常設してお〈必要があると 思ふ、あ

れ科 の消火設備を備へ7こ白木原が . 一瞬の聞に 火を繊大するとは想像出来ないD 此の駄 に

つ き建築に劃する批難は首を得Tこと思はぬ 、若し、計七か有効に此の消火の設備を駆使する

こと 力; 1-1:¥来な かっ? こ であらうか。私は呉 k も遺憾に思ふ。私は此の県(i につい て、折角の苦

心力: 、不幸にして酬ひられなかっ仁、建築家の 心情 l二割レ心からなる 同情を禁じ得ない。



断 想、

中 西

J .  

ノ、 Ns  

祉合の各相は時のnteれと共に移ってゆく。然うして次第に其速度を地し . 共¥1屯閣を? 蛾え

する Ｓ こ の 大きな ｊｄ ｊ きは 、 人 ｫｾ 馳って 、 明日の ｦｦ ､Ｚ舎へと推進せしめす・にはおかない。

然 るに 、今 日のみに町mi' して . 明 日伝見つめ得ないものには 、共AJJ きと歩みを合はせ縦

けることが出来得ないで 、却って疲労を覚える。疲勢を? 生じ1=瞬間 に. 動もすると進なこ

とを忘れて退き? こくなる ο

然うして進歩例から保守的へ の 反動に蟹 化する 。 こ の反動 へ の 遁 ￭ｾｲ として色々に 来強附

令する 。進歩もよいが . 須 らく内向、的であ らねばならぬと云はれる こと が多し、。然し この

反動を して 、自己の もつ好ましいも の 全保持して ゆ くことにと 、来して 散が断言 し得ゃう

か。刷みて、若しわが建築界に、こ の狭いjWな保守的思 包! が生れてゐる としに ら、共交め

はiilt が負ふべきであらうか。

明治初期の如く 捺 西文明の全放牧ではな くて、輸入文化の直詩的から 、師に今日は敬養

時代を＿経て、判断プ ｊ を有してゐる。女子いものは保有し Ｎ 惑い所は伶て〉 、彼 の 長ｾ ｾ 采る の

に*1] 断を過らな い1': げになってゐる。

全世界の文明園は 、同 じ文化への同じ途上を辿ってゐる のに、我々は我々にけの狭い純

聞で、白 からを 小さく してゐてはならなし、。11M有文化の全般廃を提楽しゃうと云ふ のでは

決してないが、園料保存lこj手身をやっすことは、今日に於ては 、必然的な線械 とは背馳し

てゐること 1': げは l庶然とヌひ得ゃう。

午i: て東洋文明は西漸し 、回洋文明は東漸して窮まらさ' る極力ヘ遂に 、この極 東のわが日

本に於て結合し七、きれば東西雨洋文明が、こ の 日本に於て調和する のが首然であり 、f( rj

して此庭に一新文明を産H¥す ること が吾人 日本民族の使命である と設かれに こと があつに

この以西文明の調和は 、偏狭な閤料{ 栄作では望み得なし、。大き < ｮ 民 ｾ砕 いて世 界を 見 ｩ 度す

とき今日 最早や東西文明 のfoJ れかの孤立乃至は調存は許されなし 、。東西文明のi流一又は制

和は . 将に 必然的に行はれんとしてゐる 、やがて全地球を蔽ふ べきで あらうと 思惟される

のに、こ の不可illl 的な 必然 に牧て逆行せんと す る問梓保イI 論者は全〈夢遊病者に等しい。

ラヂオの普及は交通機闘以上 に. 都市と[ リ舎との距離を短縮しにと云はれてゐる聞に 、自

分建の ラヂォ ・セット は、今日は ロサンゼルスから もジユネーヴか らも電波を感じてゐる 。

ラヂオは議論を紐 越 し 、 閤境ｾ無脱して全 世 界を一つの［Ｏ，Ｇ，｜ の 内に抱き込んでしまっ＿こ Ｑ お羽沈 t  ;  

獣の雄'，f孔7

議論の多い 、然うしてい つ迄 も議論に絶始してゐる 日本の建築界に政てこ の一文を体

げ度い。
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グ ー ジ 確 立 の 急 務

徳 政 金
五

口

新らしさゲ ージ設定の必要は数年前から徐 k に吾々に迫って米? 二。共事貨は+;l! 準規格設

定委員舎が其現はれの一つである。併しながら枇舎の役防は メート ;t，.法の質施と共にモツ

トモツト 急: 辿にゲ 戸ジ附ニ立の急務を要求して居るのではないか ?

30  ｦｦｩＺの浪板と 言 へば吾 ｫ は直に其形と 、 大さと共に共Ａ享さを如 Ｑ Ｙ 、 共 用 注をｾ ):11り、更に

共有効年限さ へ想定し得る似である。

{医枠を? 締付るに 12 蒋紘を 、鍬筋結束に 20 格税を月1ひ ょと言へば共れは世界線に理J f J ! ( さ

れて居る用語で如何に簡明に使利なる事置ではないか。此功徳はパーミンガムワイヤゲー

ジの蹴である 。

新の如き世界的の効 J" I J でな〈しでも我園全障に行はる〉ゲ ージが雌立 さる 〉ならば如何

に1)パ患の大なることであら う。

吾 J が々 2 間 4 枚とかり尺 4 fxと云ふとき其れが障子か観かの種別 { ! > 示す丈げで 、共形と

其. ) I注ひである こと を知l る。又 8 挫とか 6 必とか云へば共れは部屋の大さを想像し得る。

此等は正雌の寸法ではないとは云へ一種のゲ ージと 言ふべきである。

内法の高きが 5 尺 7 寸と 5 尺 8 寸 、iE (I'i!i に員へばf ; ¥J 多少の例外はあるが . 共高さは古米

より質行されて何 人も呉論を挟むものがな い程普遍的のゲ ージである口

此 異論なかりしゲ ージも今 日で は外国人でな〈ても我が若人法の中には属 k Ｎｬｩ ｦｾ＠ {!>fr ち付

げる人々が増加l して来7こoJl: t:. j { 宜は新らしきゲ ージの設定を要求する不言の 叫びであらう 。

寸と尺とが米失法に其位世を説らねばならぬ今 日、吾 k は官官述の貨際的故障を考慮して今

日 迄 、日 本家に行はれチ ｾ つにと ころ の 体統的ゲ ー ジを辿かに鎚更せな 〈 てはならぬ 。

文明が複雑であれ 佐保であると同時に 、文化は又単純で且簡素でなげればならぬ。此

二つは恰かも吾 k の古に11 - する臨と砂糖との如 き役割剖守つ。

現代の如き臨辛い時代に於ては 、線、ては簡単で賞用的であることを裂する。

過大な戦f/ i : を背負され? こ籾逸園から一切の装飾と無駄とを 、かなぐり伶て亡 、彼の新興

建築が生れ? こことは 、共れは樹巡建築家の願ひではなくして、共閤民の経済的要求を正し

く理解して 、彼等の停統的不屈の塊が建築家を通じて 、閣民への答築となっ? こものである 。

此 事官は戦後ザ ー ルの石茨を奪はれ ＱＺ 彼等カ ヘ 其れに代るにラ イ ン支ポ｛の僅か の ＱＧＣ ｾ Ｇ Ｎ手を

利用して 、数ヶMに7)(::J J屯祭主? 起して共) 氏l ! tJ ::J J のキIIW'.: を局した引を凡ても推測することが

出来る。
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否々 の建築界に今 、 クラシックカ ［ｩｾ が［し 、 スパニツシユ の重 )ft' ーなるも のが要求さる〉と

し1こな らば 、共れは真に非常時の間民の要求であると見るべきであらうか?

ず ｊ し偲りに Ｎ［ ｊｬｾ 経桝 ［ Ｑ 火態が硝迭の其れに矧するも のでめ るとしには ら ば 、 我越築ｊ，ＧｦＮ ｦｪｊ ｊ｟Ｚれ

を正前に理解 し、共れに封して良質の答案を提供して肘る ので あるか。

吾々の答案が訣りであるか 、 叉枇曾 の 貰情が 言ふ が ｾｦ ｬ 引ｼ火態で はな い か 、 吾々は同氏と

共に 1
11思熟考す べ きである。

ｬｾＺｴ 考は休 Ｑ ＱＺ に 似 ＱＺ 1) と云ふ。 故に 111:庭 では抑寺 い時代であ ると1内定 する ‘ il' ぃ時代に於

い て きへ合 理的 であるゲージ試定が 、 半い時代に ｋＧｾ 、 ｃＨｈ 正々ｽｬＺ必要がＩＱ＼Ｉ A; し. .J{: fj'(J ; 立が

全; 務で zわる こ とはI明I Iの ことである 。

長 ・高 l 聞 に 針 して# 々が従来の慣例に従ひ長れを米先訟に修すときは 1. 8 18 …・・; ) fと突

となる 。是れは蚊字的に見て如何にも 複雑で. 此簡素全土li -ぷ半い時代 には11!: 1ご不向きで あ

る。新 し是れを 2 米突と仮定しては如何。其れ を供数と し、共 れ を分郵〔とする何れの方[商

こも記述に . 計算に刷る附 "11 ( こして、現代に i盛j介する胤定と言ばねばならぬ。

日本i 1: 宅に まJす る 「11」 が 総 て の 制作で あることはniJ ): 1I の ことで ある とII IJ時に赴制と突

法に依りて有効に W! i;)，とすることはゲージ設定の上に iP'妥なる 闘係 をJ41・つ。

在来の 1 1mを 2 米突とすれば是を 川合間に比 して l 害IJの地加となり、京間に比しては僅

かの榊加に過ぎ なし、 o j} d: 賓 際に施して多く の場介設し7こる不者I1令 を感じないが、只木材

に就ては不1止を感す' る のである d 殊に天井阪の虫/ l きは夜来の o )¥. 3 寸では不/ . I ? : r t ' 生十る 。

Ｈｊ ｦ しながら 斯 の 如 ｉｾ 欠出 ｬｬ も僅か の ｻ ｾ疋で事 足るこ とカリ ｉ｜ Ｎ＿Ａ 石るから 、 新しゲージにして僻 ｊ ｦＮ

するな らば製込者に就てはJ ' ixて妻仕事ではないで あらう。

0 0 0 ( 0  0 0  

断じて行へば 鬼 柳 Ｑ Ｑ も是Ｚを 挫〈 。 最 ー も時代に適合する Ｎ 来 ＱＱＱ Ｚ をｾ ｛ｩＧｍ ＺＺ￯ ＷＺして是が 直行に村 ｩ 延 ｴ 寸

るとき、総ては 10/1決するも ので あ る。

繭s ! < i 制定され仁、メ ート ル法に依るゲージ は係りに干' r : 米の初f [ ' t に内 lまれて其寸法はi徐り

に複雑にして自行に速かつにものではなかっ 1: h、?

木村のゲ ージが故 "1'. 前巴に規i怖と共に殻表され? こ符であるが会K1ご共 il rt' j li場で見川 し1:

械に思はぬ。然 らば現{ r : の木 材 di 場( .;t !m何と 云ふ に. 端柄物 lま古から 共ゲージ[ 立大隊定 め

られて あっ1こが、共宮町 lま誌に詰iL邪と 化 し. 今日では 11: の字を附詑してきへ; f . l : 寸 法のi EfI 'M

は心元なき有機で ある。是等は吋¥寸、米突等の復月j きる〉過汲朋に 於 りる混筒l時代の止

￹Ｇを得ぎる ｴ￱ 行で あ るとしても、賞ｼ僚には種々なる陣Ｚ手＿と なるもの ｩ｜ ＢｪＨ ｾ ｊｾ 普遍性 に 府Ａみて迩

かに是れがゲ ージ剖首泣; し是を質flJ 的に整理配列するな らば 、建築物をして現代 的に叉終

倒的に築造する上に非常なる効果と使利と を澗らすであらう 。

木 材の厚木 佐 久 4、5、6 米突とすることは古法の 7 g、丈 、丈 丹、17 尺 、2J 尺に比し
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大義なきもので只 ｊ ｾ れに 非 常 ｉ ｊ れとして ｊ I lo 米突を冷 すことに 似てりて完ーれを米突法に宜地

す ることは易々にる 問題である 、却って I 聞が G 尺であり 6 尺日 寸 であり叉 7 尺であるよ

り. より共取付 の上 に1' i tjn月となりて苦情を防ぐ規定である。

斯の如〈規定すれば内法 の 高さも ＱＮ ＸＵ 又 はｬ，ＡＧ ｬＱ 立には定めても建 ｊ Ｚ ｾ の製 作に は 、 特臨村

主＿要する詩でもな い 施行し得るから Ｎ Ｇｴ ｭ 何 に長身の若人達も 、 首をｾれ背を ＱＱ￹ ぐる ‘ 予を ｧＡＱＱ

を＿菟かれて 、 家庭は ｉ 閃かるｾｾ気に包まる〉であらう。

昭和七年度の材料委員合が衛生保Jl を米突法に 依 りてゲ ージを定め走れ密接現しにこと

は涯に時代 lこ過l佐せる能寺企て Y ある 、恐ら< . (ま J1U I設は年次賀行さる〉ものと思ひ 、:>l...

然らんことを出むものである。

何 れにしても 夜 来の 1 11. 11 佐 2 米失にするか又はノj 、故 ぞ含み 1= る故字に) . Eu る力、に依り て

日 本 ｻ ｾ ｉＺ 宅 の 祁材料が共ゲー シを広むるも の であるから 、 先決川 ｾｭ としては ｩ ｬｬ ｜ ｊｊ をｾ ｾｬＱ ｦ ｉＱ ｊＨ こ

えと突 ｬ こ換 ｲｩｾ する かである 。

紙、て枠 組(1旬、大11<: 的のものは rrti "it ｾ＠ ｾ ｉｾ 命とする。駈って ｊＺｬ［の規定が如 何に航行 ｬｦ の も の で

あっても f徐りに復雑では賀行の可能性に遠いものである 。故に或る iバjlYl なる J去準を定めて

こ其れに )IIWむする材中'1 が数字上に複刻fd' l: を生子る場合は是をゲージ帯枕に似てりて定むること

は一つの方{ 更である 、是れは顕初に j準ベ? こるパ{ ミ ンカ、 ムワイヤ ゲー y の場合と j!f if干して

共規定の立味が了併し得る 所 であ らう。



うf
プ ス の 使 途 の 蹟 大

新 名 手l[ 夫

×  ×  ×  ×  

今後 しばら〈のHll 、ill 築の"D:!，主lまカ。 ラスの{皮i主の儲たと言 i 、方向 lこ、- .つのi菖をPiJ し、て

1t く椋に忠はれる o nj (I に、XJi しい往き告が 、児に rsl きガラス のi白i {f 有する様になると 言 」、意

味ばかりではなく 、建築材中? としてガラスが 、 より新しい )IJ 注を夜比すると 冨; 、怠1¥示に於

て、この こと が言はれると 思ふ。

ガラスが餓及 コンクリートと共に、現代建築を特徴附げる喜g-{モ二のーっとなってから玩 lこ

久しし、。

鋭筋及鍛 ＧｉＧｊＮ コンクリ ート 架柿法 の ＮｩＱ ｵｴ ー に依って 、 次第に Ｑｊ ｬｾ 大されて行つに Ｑ ｓｴ し、大きな窓

は、ガラス工業の蛮 達力: 院し、ガラス板の製迅ーを可能ならしむるに従って、その [j 障りなサ

ッシユのキn子を ー木々々取外して 、遂に屋内と屋外との問にイII J等の陣壁をも感じない . 成

ぃ明朗な精子窓の理想にまで到達し1::-.

「ガラス の位 築J rガラス の ロマンチーク 」等 の言葉{ 立、現代建築への形容珂として叫に

古い常識となってしまつに 口

大| 曜は匁j論 、 こ うしに傾向に就し、て最も uれて1' 8- 1こ米閣でさへ . 11立近の建 築は、やは り

この 11l :W- 的 傾向を辿りつつ ある。コンクリ ート 外!:，tの刷蹟よ りもガラス窓[ 師耐の より )O'( い

住築カヘ陥洲は勿論 、米間に 於ても 、今 日はもう枚単 lこL、とまあるまし、。

にが . 誌に( F . 意すべきことは 、 この方. ラス: f : IJ Ji J の明大も 、今 日までは 、窓を初めとして

全て の1)日11 の蹴大に 1' 1: って 、i従うt<:: の11干i国の窓 IlJ i女カ‘ ラスの i史J' IJ が量的に増加 しにに過ぎ な

いのであっ て、決して析 しいカR ラスの用 途がIHJけ7こと言ふわけではなかっ 7こ。

か〈の ｾｦＱ ｜ ガ ラスが 、 ガ ラ ス 工業の 呉 ｾ［ｉｊ くな殻迷にも ｬ 持 ｬ ら す 、 窓ガラスとして打、外に Ｎ 建

築材半、} として新しいJ 11注に あ りつかな かっに大きな理 111の ・つは 、建築 家の ガラスに劃す

る古 し、先 入=iてである 。

最 近の如1¥、科E;i 的製法に( 交って 、全然析しい性質を有するカ‘ ラスが 作 られな L、以ui j (，i )

組謡なガラスから受り 1こうた入寸てで ある。 更に 、ヵーラ スの有する特長を生かしつつ . カ、ラ ス

の有する蹴出li をtili Ｎｩ、女 ｉｉ ｾ 硝子 の ｭ ｶＮＺ 方法が殻見きれない前 の 、 ガラスの構造の脆弱 さ Ｈ こ

の非はガラスよりも 15t ろキ日立方法が負ふべきである) に射する建築家建の j忠印象である 。

今 日まで我々は 、ガ ラスは熱に合ふと 、わけもな u法廷i し、叉熱の上に更に7 k に舎ふと

一暦ーにまりもなく粉砕 する極めて脆き材料であると考へ勝であっ1=。更に叉 、ガラスの

1 9  I  
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i:ti  2  I品l

1 2 0  

蹟L、商肢は非常に大 きな熱の損失をづ i起す

もの と考へて肘1=。

ガラスに針する こ うしに先入主の徐々に

除かれて行 〈に従って 、建築家の ガ ラス 利

用はより大胎になり 、ガラ スの 用j主はより

11;'(  < なつ? こわげであるが. その第一歩が先

づ阪ガラスに刻する 1訂輯となり 、IS( L、大き

ながラス窓となって l 見( まれにわけであつに

宜1;14. 官給と 1.1Q;!I] e  ( ム故近J 卜早1的に製

ili されるl i 1' i :了・が、1J;" 火に到 しでも時くべき

紙抗力をイ{ することを示して居るのみなら

す¥銑制人の1夜間子や4与妹なガラス・タイ

ルなどは 、111って |耐火窓としてきへ@11t'な

材料 であるは叫に Ｍ Ｍ Ｇ ［ｾＱＱ の ＧＱ［Ｈ［ 識である 。

熱の保イ がに 就いても 、 ｌ 火 ｽｾ リ ω ガラスはす ｩ

貨 ! 二千j"j ，必の:!JlU;[やヰ l 迭のり; よりもよりよ〈

熱 全保 ( ( する が 、!J:! j に民主のガ ラス ・ブロ

ックは ｊｉｔｾｾ 井 ｬｻ の ｬ 原理によって、熱 のみなら

す. 昔枠の絶縁憾としても非常に有効であ

る。

民 宰のブ ロックに比して効況は幾分劣る

が. 中主のガラス ・ブロックも光線を通過

すると同時に、熱1え音響! の絶縁n豊として十

分 lこ有効で ある。

ie を通過すると 1，.)時 l二、熱及音響11の絶 総

に有効で あると J ふこの長PJi' は. 民 主;及ιIj

2さの カ‘ラ ス ・プロックに カーテン ・ウオ ー

ｊ しや屋 ｈｾ ｦｉｊとして、精米可成に ｊｓＨｾ 、 ｽｉｈ 主を

約束する のではな いかと ｽ ｾ，Ｈまれる 。

ガ、ラスの野砲は 、 それを過して外 から内

部が見透し得る 、即 ち秘街全保つ上 にi決裂b

があると 言ふ考へに劃しては、壁暗にf I j ひ

られる力、ラ ス ・ブロ ッ クの多〈は 、表聞に

プ リズムや色んな型模様がつけ てあるから
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その 心配はないが、fnJ の型もつけてない卒なカ ラス ・プリツクでも 、う1: ilii の16M係カ=ら 、|付

Mカ・ら外 セ見る場合にはよく見えるが . 外部カ・ ら内側を?見 る場合に( J . ll f1i影の隊な形が見 え

るにけに過ぎないものである 。

切、こうし仁建築的に千J 附な諸性 'f t を持つ 1ニガラス ・グイJ しゃがラス ・ブロック 共他 の

製出と 、 その析しL、組 立 方 法の鷲見とが 、今 後の建築稜遠の一方向 を提示 す る様 lと思はれ

るのであ る。

誌に辿べる Ｉｪ ラ ス の析しい使途の二三の ｛ＮＱ Ｑｊ は 、 賞際には米＿ごｾｾｻ Ｎろ 試験的に狭い長凶に ｬ 庄

川されて居るに過ぎす、施工方法等にも米 ｔ ご設分の ｰｾｴ ＺＧＡＱｽ ｪ を有するものであるが、以上の女 ｦＱ き

意味で多少の参考ーにはならうと忠ふ。( 主としてペンシ ;1.- ・ポイン ト誌十一月放より抜本)

×  ×  ×  ×  

特殊なガラス 、例へばビトロ ライト . Qえは之に類する不透明な板ガラスが 、|人l部便所 、 j谷

21 I  



第 4 聞

第 5 悩l

1 2 2  

室 . 手術室等の壁や仕切に用ひられ初め て

から既に数年になる 。 タイルの如〈頻繁な

る白地を必ｾとせ子 、 大 理石 の 如 〈 化 製作

fl]  を: 乏りざる出Ij ?? 特徴として、此 f:lli の特 保

ガラ スのrl' 主として白色の ものが、上jili; O)

如 < 1
1
'] t¥i¥矧と して今 日向1;;'( <  n]ひられて居

るが 、この巣: x. . は- ( r _"物が . 外壁 仕上NJ とし

て川 ひられ初め fこことは 、一つの新しい傾

向と して民主に値する 。最近の外因雑誌を

l娠はせて居る 、デ イリー ・エキス プ レス の

建築はこ の黒色 を川ひ?こ油例で あ る。 ( 節

1 幽)

阪急. 経営の淀屋橋ビ; 1 - の外壁の一部にも

飴り色のよ〈ないのが使mされてあるが 、

石本喜久治氏設計の京阪ビルの外壁も全部

黒色ピ トロライト が枯られる岳dごと聞いて

尉る。

×  ×  ×  ×  

透明な 比較的刈i. L、ガラス ・ブリツクを 、

全〈タイルやテ ラコツ タなどと 同棟に. 外

部仕上に川ひ? 二例がある o !:f-; 2  liiYlはニュー

ヨー クdi プルックリ ンの或アパ ートメ ン 卜

の 入 口 で あ る が 、 ｩｾｬ ｩ "，・Mk にIJrJL、Tこ入 11 の)1i}

悶にカ Ｇ ラス ・ ブ リツク を ＡＡｾｪ り 、 その 円 地 の部

分割到し、? こアルミ エユーム のN総でN へに

もので、硝子から反射するう ｴ 似 の 効 ｊ ↓ ｾ＿＿狙

つにも のであ るが 、 1: 手に I，IQ;II ] しないと 、

協法の感が めつでよくないかも :) :11れぬ。

×  ×  ×  ×  

ダくの例は、従米の デッキ ・グ・ラスの施工

方法を壁組叉は屋仮に l匹用し1: と見.11放し得

るもので 、第 31必lに構造が示され? 二女11し

碁盤 目に作 られに鵠餓の' 円・にガラス の ブロ

ツ クをi荻め込み、外部からは什組制限して



針ｾ 6 肘l

セメント ・モル タJL の 目地 にけそ 見せる棋に こ1' .夫しにも ので 、泣くは阪fE: ピル及| 仮乏1・設立

のかＨ序守橋ビル に その 例があるが 、 詳 ｾＴＱ ふ ｦ ｬ ｾ え ｕｾ 5 Iu.t'i 1は j与に それが他物の入 11 のI!i J !:'，:.Iに川ひら

れ1= Ｑ�Ｑ Ｑ であり 、 ｾ ｾ ￟ 悩ｼ及第 ＷＱ 品 ｬ は屋ｾｾｾ及椛 の 服 般 に ｬ Ｎｦ ｬｩ ｜ｬ ｉｊ されにイタ Ｑｊ である。

ｕｾ＠ Ｕ Ｑ 芯 ｬ 入 円 の ＱＺＺ ＺＢ［ Ｑ ＱＱ 立 、 ー つ 一つプ ロンヅの枠に ｨ ， ｾ 込まれに 、 ＱＱ II.J'  )( 11 11寸x ""  II .J の大き

の 松 環 附 の ガ ラス ・ タイルから 川 ｾ ＼ｩて出トそ の カ。ラス ・ タイルはー列世主にタ ｉ ｊ 金 問 犬 ｫ

ＱＢ Ｑ 特 ｾ｛ Ｂｬ がついて 、 換気 の 昂に Ｑ ｜ｬ ｉｍＨ する様になって居る 。 夜は入 口 のー 卜 Ｎ怖にめる抜本 の ｉＺ ｾ ［ 長

い反射Ipf<l の rl' に1¥.，1され 1= ネ 4 ン ・ライ トに依 って 、 それ等の ガ ラスは非常に美しいエフェ

ク トを現すと fl ふ。

ｾ｜＠ 7 1凶|は ニューヨ { ク のノ f ービゾン ・ プラーザ ・ ホテ［ＱＭ の ｊｊｆ の ｬｩ ｗ ｾ である 。 こ の ｬ 字 以 は 、

大さ 8: . II.J' X  8}  II.J' X  ｾ＠ n・J' の川 f(J ｴ 、が ラ スのプロックか ら ，ｉｊＧ ， ｾｾて ｬ 心る 。 ブロック の Ｕｈｩｬｪ の 去

而 には高 さ Ｑ Ｏ 主吋 の ｾ ｈ ｛ｬ ｉ Ｉ Ｑ 予 の リ ブカ［ Ｎ ￭Ｑ ｾ ｬ ｬ えに平行に作られてあって 、 持 、 それに 日 光が 宙

ると レンズの作月i をして 、ヰの、康保は燦 然と がIl き、夜 、毘仰の 内部に斤火力; 灯ると 、先; は

その リブ営通っ て柔い汎-とを欣っと 言 ふ。

こ の 」ＴＱ ［ のグラ ス ・ プ ロ ッ ク の ｊ ｲ ｊｬＮｾ 付 け方は 、 やはりデッキ ・ グラス の 取附方法 のー っと同様

で 、 鈴 筋 コン ク リート の リ プ の 間に Ｑ￘ｾ め 込 まれ で ある。 初 、 ガ ラ ス ・ フロックの Ｉｊ 胡 ｝ｊ ｾ に依

る ｻ 民政プ ｊ を ｾｍ｝ 官｛￭ す る話に 、 各ブロックはア ルミ ｺ ユ ーム の 枠にター［ｴＮと石ｑ｛黄 ｴｊ ｩＧ とを 以て 取

2 3
1  
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第 7 !苅

自主 8  悶

附 りら れ、 そ れ を餓 筋コン ク リート の リ プ に ｩ￰ｾ 込 んである。 ター ルと硫 黄 粉と の 混 合 物 は 、

ガ ラスと枠と のヂヨイント の防水とガ ラスの膨脹収紡の影稗調節 とのこつの 目的に斤! ひら

れて出る 。 コ ン クリート の リ ブを 防水的ならし め るｾには 、 精 製 され Ｑ］Ｊ Ｑｮ 粉の ポルト ラ ン

ド・セメントを汀1ひ、アグレゲイトには花樹岩の砕石、砂は人工的に結石 を悦壊して作つ



たものが用ひら れて 居る 。餓 l首にはデ フオ

ームド ・パー が月1ひられて居る。

屋根の表面 、ガ ラス ・プ ロックの聞 に泣

きれに狭いコ ンク リート の部分はアルミ ナ

ム ・ペ イン トで塗られ 、ガ ラス ・ブ ロック

はその リブの方向が交互にダイヤゴナ J しに

なる様に 、矢 筈J伏に配ヂIJ されて居る 。蛙 飾

的効果と可及的多〈の反射とを得んが局で

ある。設計者の意闘は十分に 成 功 して 、 こ

のJみのガラ ス屋棋は ニュ ーヨー クのスカイ

ラインを飾る 一つの 名物になって居ると 言

ふ。

X  ×  ×  ×  

ガラス ・ブロックを? 天 )j: に川ひて 0Jよl!:を?

めげて iuる例が，" bる o ＿，｛ｾ＠ 8 悩|はニューヨー

ク7 番街の . 或事務所建築の; 広闘肢聞であ

るが、天井はリリーフの附いにガラス ・プ

ロックで組立てられて居る。各カ・ラス 斤は

銅を電策; 熔接して組合せ、それを更にブロ

ンヅの枠で. j"J i1こせで あ る。天井義: にはJ ! ( {. 明

が談世せられ、 リリ ーフを過して美 しい間

mJ! w貯が腕聞に徒がれる様になって居る。

グラス ・プロックを室内に 利mする 一方向

を提示するものではなし 、かと忠ふ。

×  ×  ×  ×  

次に第 9 ｬ ｩ ｩ ｾＱ は ｾ ｉ Ｎｊ ｾ 主 の ガラス ・ ブ ロックを＿

定、に使) -f'Jし1こか')J である。

|品!の粧の 四師、頂上近〈に ある高 さ 20 r沢

自主 9  Iiil l  

第 10 悶

111 6 吠 6 吋の大窓が中空のヵーラス ・ブ ロックで作 られて居る 。 この思合 、窓と言ふよりも

半ろ窓の形をしにガラスのカ ーテン ・ウオ { ルTごと考へ1=方がi r; TI '; '; ;; であらう。ガ ラス ・ブ

ロックの大きは 9; ｉｉｾ ・ ｸＴ Ｓ 吋 ｸＳ 土 吋で 、 前後 の聞 には縦 ｬ こ 僚を ｭ け 、上下 のｔ￹ ￮ はモル タル

の ｾ ｦＭｴￆｩ をよ〈す るＱＧＮ Ｄに組問にし Ｗ こ上 、 政部の［ｬｉ ￬Ｉ リ ｩ と項部の う た起とで ［ ｬ ｉｄＢみ介ふ械になってＩＮＡｩＭ

る。

ガ ラスのJJ0lJ K4文京unこ針して制簡を作る矯に 、同地のモル タルはセメント1 . 5、石h ( 1、砂 4

25  I  
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の割合に配介されて出る。こ の配合に依 れは、、モルタルは或程度までイ'1' 柿|主 を持っ と言は

れて居る。白 地 は 1/-l1l.J) う至 "' /8 11寸である 。

窓は鈍fl J V 字形 のガ ラス; ;- カ' ら組立てられ 1=二 本の方立で l廷に 三 つの部分に仕切られ

て肘る 。 こ の 方 立の表耐にも ｷ 而 ｩｾ 三 以 ｉｊｉ ヲの縦の 僚が五 ｉ ｊ まれである 。

こ の 窓 の 構造は、窓Ｉ， ｬｯｪ ｪ｜ｴｊ の ［ｊ［￭［ｪ ￼ ｴＺ壁に接する ｲｾ ｩ で 、 カ、ラス ・ ブロックの半分 ｻ 立を監の中に

主11め込んであるにげで、他 に何のflfsi I ¥も施してなし、。而j も最近検伐の結決、こ の ガ ラス ・

プロックの窓は防水その他の{康子1=に就いて、イI 1J等の扶助 をも現はして居なし士 、設計者は

報 告 して居る。

ｖ 字 Ｉ Ｑ 設の断 面を 有 する 方立が ＱＡ｜ｾ 色透明 の ガラスで作 ら れて居る の に劃しては 、 四 角な窓

プロックは紫水品色で あり 、窓自 身で美しい法前i的効見! ーを牧め てM る上に 、窓 上11jl の多色

のテ ラコツタと ｊ ｲＮ ｾｉＮＱ む ［ して、間白い釘ｊＡ討をなして居ると言ふ ｣

搭の内部はエレ ベーター機械室、水槽室等に周ひ られて居る 故に . それ等の各 室の夜間

f  2 6  



照明カヘ 紫色のヵ・ラス と透明な

ガラ ス とを各 k その透過率の割

合に透過して、 夜昼に美 しい光

識を描き出す のである。

第 7 園のパ ーピゾン ・プラ ー

ザ ・ホテルの塔の屋棋の座にな

って居る垂直の壁も 、問機に大

き9t 叶 x 4j 吋 x 3士叶の中空の

ガラス ・プロックから同来て居

る。

又、第10聞は ニユ{ ヨー ク郊

外の住宅の壁であるが、六角形

の民主のガ ラス・ プロックと 、

断商が三角形の中空の方立と か

ら組立てられて居る。

一 読 乱J L s自 」

口口
第 12 ｬ ｩ ， ｾ Ｑ＠

tf5 11 園及第 12 闘は中空のガ ラス ・プロックの断面の例であるが . 最近付野正握手干氏設計ー

の道頓期赤玉に此の詑の中空カ、ラス ・プロックが用ひられると聞いて居る。

×  ×  ×  ×  

以_1-. 述べ? 二新しい ガ ラスの用 法 ( 主 としてガ ラス ・ブロック 一一或は ガラス ・ブ リヴク

又はガラ ス・ タイルと呼ばれて居る一一ーに就いてで あるカリ は 、建築材料として適首な性

質を有するガラス製造法の護達と 、 その新しい車目立方法、 或はその建築への施工取附方法

の新工夫に依って生れ/+'， 1こものであるが . 更にこれ等の褒達を促し1=最初の原因として.

建築の外観に光感的要素の取入を重要問する様になっ 1=新しい建築の傾向佐敷へることが

Hi 来る 。

主は日光の反射 、屈折等を利用し 、夜は室内の光源或は外観の目的を以て設備されfこ各

種j照明の透過. 屈折等に依って、建築の容姿{ f 都舎の夜空に浮出させる工夫をする 、建 築

の所謂 リヒト ・ノ〈ウへの傾向が、ガラ スの使途蛾大への重要な 促進剤となって居 ると思ふ。

- 1932. 12・11一
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大 阪 市 乞 そ の郊 外 地 の 展 望

矢 銭 議田

昭和 7 年錦秋の{此 畏〈も聖腐を大阪の地に駐めさせられ、産業教育その他各国の地設

に臨幸を賜はりし事は司J 史の上に永久に記念すべき光栄である 、時1合も期を? 同うして闘凶

に於げる建築家の唯一の国慌たる 日本建築協舎は その創立満 15 年を記念する幾多 の事業

計霊のーとして位宅の改砦改良を主限とし? こる住宅博覧合を近郊の勝i也、大美野及総ケ丘

に ｲｈｾ ｦ 出せし事は近代都市 の瑳展 並びに一般大衆 の住宅 に闘する智 識を 向上増進せしめし 上

に於てまさに近代十1:宅建築の一大豪華版 とも云ふべきである 。

日

近代都市の多〈は商業若し くは工業都市であって 、それ自身種々な生産機能を営むを以

て、自然費本 と人口とは者fl 市に向って集 中しつ〉あります 。

これはすべて の文明園都市に 於 て越〈 可か らぎる傾向で ある。従ってこれら の都市は立

徳的にも平面的にもに えす・膨脹する のである。

都市の立偲的の護建については生活の保健と保安と交通の安全等の見地より一定の制限

を設げ であるが都市 )J彰脹のi J fi街とも云ふべき周縁の郊外地に劃しでも者fli lTの有機的強建と

云ふ立場より統lli lj されること が極めて必要である。

何となれば市内に於げる工場、事務所 及商底力: 地域的に一定の場所に集中す るに作って

11 宅が郊外へ郊外へと分散する傾向があるからである。

そしてこれら の郊外地は決して永久の郊外地で

はな 〈、 或辿度を以て? こえす' 外 lii Jへ 主移動 して ゐ

るのである。

然るに人類の最古の業務である世業を捨て〉都

合へと人口が集中しつ〉めることは第 1 表によっ

て明らかなるが如〈内地に於ては向後何年かの後

には 段村人 口と 都合人 口と が等分 になる時代が到

来するものと信す・る。

|ヨ

!-i} 1 表 者1¥市人口精力H比較表

|ぬ村人 IJ
都合人口役村/都合

明治 ＲＱ ｴＮ ｬ ｾ 34，935 5，169 6. 77 

明治 ＳＱＢｾ 37，359 4.65 

明 治36年 38，494 10，049 3.83 

明 治41年 38，843 12，898 2. 99 

大豆 2 年 39，907 15，224 2.61  

大正 7 年 39，545 18，541  2.14  

大正 9 年 37，927 18，032 2. 11 

大 正 14年 37，883 1. 74 

工業立岡政策によるときは必ら宇都市の膨脹を十日来する 。 これは工業文明枇舎に於ける

( 本表は人 口一部人以 k を以て都合とす〉

1 2 8  



都市の多〈が大都市であるか叉はその傾向にあるに徴して明かであらう。

しかし人口の集中は水の流れの核なものでこれをうま〈利用すれば電策を起す こ ともで

きるようにその調節統制を一歩誤らんか、都市の有機的瑳建を害す るのみならする意外の災

害を十円寺 、延てはー・岡 のffi t 合MI 織 を崩壊せしむるに 到 る様なことがあるかも知れないが .

ｊｕ ｩ うなるとロ ーマ の 諺にある『都市は人間の慕場なり』など冶暢策 Ｑｾ 事は云って居られな

いc ジヱ { ム ス ・プ ラ イ ス ( J ames Bryce) はそ の著書の 中に大都市の弊害として次の 七項

目をあげて都合 の 生析を型 ー 観 的に見て之に 代る べき 川 ｌ ｾ 都 市 の 建設を主張して肘る。

日il ち

1 大都市 は密住的であるから衛生上有害である。

2 市民等の多 〈は 自然よ り敵れ ることになる。

3 市民等の聞に隣保的気分が無〈なり階級意識が高められる 0

4 大都市生活は市民等の利l経を過敏ならしめる。

5 大都市生活は特に児支等の殻育に有害である。

6 大都合の市民等は群衆心理によって支配され易し、。従って大都市は各種の運動の蛮生

土t T. となる。

7 大都市生活は経情的に浪費が多い 、何となれば可なり多数の市民等は市の周遊まには

第2表 都 市 の 死亡率 郊外に生活する痛めに人まには物資の交通運輸に少なからぎ

る浪費? ? 仰いてゐる からである。

成程都市には騒音等に よって話11' 経を悩ま されることも あるがそ

れらの事は科率的に漸失改善研究されつ冶あるし、衛生設備の黙

に就いても都市の死亡率は近年漸次降りつ〉ある結より見れば以

前より改持されにも の に ｭ 遺 ［ な い Ｈｕｾ 2 表) もっ とも人口の繁殖率

は侭降してゐる CW3 表 ) がも ともと 都市は子供を生み育 てる目的

の た め には あ まりにも位験な将 ｩ ｾｾ で あ る 、 が ｩ 新次研究されて射る

ので. 之れら の知も併( ) ，とされる こと でせう。 この都市及び問闘生

爪の両者を折衷せる生前. 即ち E[ j 闘都市の建設によって我々は一

方に 於 ては活動的な都合生前の諸利益を享当をすると共に 他方同国

生 活のすべて の美貼すべて の悦繁を享受しうるであらう。

{ 内地人 口， " ・- l' J I  

26人.8 

大i E 8 年 22. 8 

大i E 9 年 25.4 

大正 Ｑ Ｐｾ ｊＺ￵ 22. 7 

大 Al l 年 22. 3 

大 正 12年 1 22.8  

大 i E 1  3'1三 21. 2  

大 IE ＱＴ ｾ ｬ ￵＠ 20.3  

昭 和 元 年 19.2  

un平日 2 "ド
19.8  

IIH平日 dF i  19.9 

II H利 4 "1三 20. 0 

np. 平日5 ｾ Ｂｰ＠ 18.2 

ｾｾ＠ 3 表 者I1市人口 繁殖容

(昭利四 年 人 n千人に付〕

111  ｾｴ ｬ＠ 26  

死 亡 20

繁殖率 I 6  

|三|

q
J
V

円

u

q

J
V

3

2

1

・

大 阪の地 は往古難波と呼ばれ海陪交通の要筒にあっ ?こ のて・

1"[ '.  < よりひらげて) Mこが、仁徳干j ' j . の高津宮御 遺骨 により叉盟

公 の築 jJi!i: なる に及ん で商工業 頓に興り 、近代大阪斑展の桁 を

1mき共後徳川時代に入る やその経済z的の護展は益々搬著で全
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〈海内の商慨を握るに歪つ 1: 。明治 22 年 市1111J を貰施し その後明治 30 年隣接 2 8 ケ町村を合

。i し? こが叉市街地 の膨脹に仲ひ 、大正 14 年に大被張を行って 2 郡 44 ケ町村を編入し、行

政区割を l : l 匿に増し、今や地域 18513 卒 方 粁、人口 250 i1高 を観tする 一大経情都市となっ? こ

のである。( 昭和 7 年 10 月 ・旭 ・大 正の二匿を増す)

之に附随して iti に接値する近郊の土地も非常なる勢 をもって問護経営されてゐると共に

米 Ｑｾ 市 街 化して居 ら ぬ 、 新市域に Ｑｾ しでも 、 都市計 ＿ 誌の一 部として地主主＿傍凶 ｪ して土地区

32J整理組合を組織させてこれが護遠の助成に努力せ る現 J伏で あっ て、そ の施工商積でも約

860 高官余坪に及び更 に目下設計 k 聾中 第 4 表 大 阪市過去の人 口 〈市勢要覧によ る〉

の ものがやはり 830 寓徐坪 の面積があ

る由に て所詮既成都市の改造には莫大

なる費用を要する のであるからこ の才丹

市域並ひ' に周縁のl町村の形態と、 その

程遠とを科製的に統制誘導することに

よって のみ始めて健全なる都市 を完成

することが出来ると思 ひ ます 。 Ｈ ｾｾ 4 表

及 5. 6. 7 表参照〉

ｾｉ＠
都市ー を中心として その綱角の様に延

第 月表 大|妓市の人 口及特度 (昭和咋刊一川

線4軍、位千数}  人円在 ilI:

今? 市 2519.5  13.6 

:I t  ｾ Ｉ［＠ 220.3  25.0  

此 花 函 187.3  17.0  

東 直 165.0  25.4 

西 w; 125. 3 29.4 

託E
区 378.3  20. 6 

天 王 ミ ｾ［区 116. 8 26. 5  

南 庖
119.5 43.7  

浪 速 区
143.7  37.9  

西淀川底 151. 4  7. 1  I  

東淀川区
183. 0 6.3 

東 成 区 349.3  11. 8  

住 吉 匿 205.8 5. 3 

西 成 ];f 173.8  
24.5 1  

究文 5
1
f 西暦 1665

268，一7丈60 

元椋 121f
11  

1699 364，154 

明手口元 年
11 

1764 422 359 

天 明 4 年
I! 

1784  384，395 

明 治 元年
11  

1868 281，306 

明治 10年
11 

1877 281，119 

明治 20年
11  

1887  426，846 

明治30年
11  

1897  758，285 

一1 w

1907 1172，138  

大 正 9 年 W 1920 1252，983  

大 J E14年 11 1925 2114，804 

酬 1 1叩

2453，573 

昭和16 &f I  11  1931  2519，5∞ 

第 6 表 家屋1)&( 佐宅) (昭和六年十 二月末現在}

住宅総数 現在住宅 空家住宅

住宅鰻敵

l怖 に付本<; : .

ｾ ｴ＠ w.; 44，108 42，040 2，068 4. 69  

此 .1E 隠 36，079 34，528  1，551 4.30 

JI!: 阪 29，032  28，389 643 2.21  

西 隠 22，917  21，961  956  4.17  

f住 ｭｾ＠ 73，065 68，132  4，933 6.75  

天王ー寺匿
23，845 23，033 812 3.41  

南 E五 22，661  22，121 540 2. 38 

浪 速 匿 529  1. 90  

西淀川区 32，667 :  3ο ，406 2，261  6.92 

来淀川区 40，ぉ5 1 3737 % 2，629  6.51 

東 成 区 79，876 74，231  5，645  7. 07 

住 吉 区 48，652  43，ω 9  5，043 10. 37 

西 成 区 36，058  33，0 17  3，041 8.43  

一一一一一 一

よE』Z  昔「 517，162  486，511 30，651  5. 93 



第 7 表 大|波i li出家主事

州 11， ' :'

"1': 次 総( 主' と ! ク民 家 1 ～ｾ Ｎ Ｎ 日 ｌ
I  _，'. ，，- 1  0'  ＱＺ 件 ＢＮγ ｾ

大正 14{ド 441，8811  17，161  I  3，88 

ni HII' C&lo  459，938 19，139 1  4，16  

Ii"J  2" ド 470，524 24，084 1  5  l' 

ぴて居る 'IYL迫 lま円K55大な 人口を勾l外地に送 自し て

肘 る。 i'，次に:/¥il( 守人 は紋 '，"J NJWを? 忘れにかの .1mくfi !li 離

を表示するに『イI1J分かかる j と与えふのが普通である。

その時IUIも11止近は屯餓介祉の「 スピ{ ドア ップ」 に

作って漸次短縮されつつめる。

さて郊外地の設住dと屯餓戸'qijl J: の'rx"業l &U.;: とは柏i め

て特，:iTな凶! 系にめってゴゴ也は修! J l }Jてーきないからど う

しても 此短の時間に輸送 され、目的地に述して こそ

始めて郊外地の: 広義があるからでめる。

同 3 年 484，446 24，760 1  5，1  1  

1司 4 "ド 502，384 24，197 1  4，81  

Ii"J  5  ｾ ｉ 三 ＵＰ ヲ， ＸＷＴ Ｑ
2る，9o3 1  5，2ヨ

電鍛合IIrUま本米運輸並電位が主業であっ 7二/ dk近の肱な多f可能岱の11年代に於ては多く の

舎『止 は 特 「 土 地 及 ￝ｊｬ物」 の 経 営を行って 凶 りますが 、 元 米 土地生ｾ物 控昔 、 は 地味 な に め 、他

の 百貨 ｲ， ｾ共 他 のもの に比 して ｊｉ 弘主がもＡｊｩＮめ て低 ＡｦｾＺｻｴ＾ 示 し て ｍ るのですが Ｎ その沿線 剖 ｽ ＺＴ 設し

て 世 ｴ 全な る 者 ｉ ｬＢ ､ ｩ の張民をｾ Ｇ ｦＡｾ すが泊め 、 或は ｍ ｊｬ ょ の不泌 ＱＱ 寺 に ｼ際し 、 主 ｬ ｈ 命 ｬ 炊 入 の Ｑ ，' ，'1  A 制:{t>キ!H'J

し沿線! 心住者 に依る事業を LI; 治見字 、者11di の人 " 神，:l.f.t:{t>緩和する立味以外に作曲の事業を

符む 要ぷを多 分に ｊＴ つ にも極めて， 広 義ある経営なれば Ｑ Ｑ 止近各祉 に於 て ＱＱｾ 官民 ｾｾ Ｇ ｉ 出し て ｪ 心るの

であ ります 。今六大電鍛合Jlil :の沿線 に経営さ れて ゐる主要な る住宅地 を参考のため描げる

と ｴｦｾ 8表の如 くに なります。 tf :; 8 表

ｾｉ＠
大阪近郊にある 土地位物をヰI"J

に経僻 してゐる主要な 合;11上金あげ

る と ｴｦ ｾ 9 表の通りであるコ 而 して

その経営方針が火の様に分れてr . r:-

ると }J_t¥ふ。

Ｑ 二 ＱＭＮ地 主＿版 ｲ ＱＮ し家 ｬｩ ｾ :{t>ili 築する

もの。

2  -1:地賃貸 を主とするもの口

3 貸地主義で他 に直符貸家敷地

を有 し工業地イ作の建設:{t> IJ (1句

とするも の。

4  ｾｉ 火紫 、境興業経営を 主とす る も の。

'屯mf 干枇経也、に係る沿線の宇J 必なる (:1二セ経位地

合 d上 名 統 1.'干 J山 の 名 干ffi ま千 数

大鍛 J白線

族 )1 守、 ｉｾ ｉ 白山閥 、 矢nI 、葱

約 220，0∞上ド

J .12ノ )1]; 、!.' :j ｲ ｾ＠ /  ｬｬ ｾ ，＠ 1i rli 、守:

｛ｴ，， ｾｩｬｬ ｪＭ 、 ［ ｲｩ 階 、 ＱｾＱ ＮｦＺ Ｎ氏 、 ｊ 以 ｲ ｬＧ 、

阪急;iii t"1l ，Iq常一11: 口、仁川、:，'1'，然刷、 約 400，(∞主!と

ｲｰ 束，，ｾ 、 ｼ 河本 、 機ｊｴＭ 、 ｴｆ

1号明 、牧方、牧町 、市中的 il l .

五ｾ 1波J片品目 "ffi 水 、 大 Ａ［Ｎｾ jiij ， -1-l l' 山、1'，IJ惨{ 、 約 700，∞0) ・ド

ｬ￭Ｇ ｊ 日 ｉ ｉｉｊ 、 市方 、 ｩ 正問 、 校 、 ｾｓ

大切L沿線 1  山本、長湖、額川、ノ11駒、

アヤメ I也、勾;

約 Ｑ Ｓ Ｐ ，∞ α ｾ ｬ Ｇ

阪紳 iii AiJ .il

ホテル前、六甲1.1j Ｑ 、 ｾ Ｑ 子
車甘 455，OCO主F

削 、 ｾ［

阪和沿線 ＱＧＮＧｬｕＧ 芝 、 千伎ノ前 、 ｾＡ｜Ａｩ 、 守Ｚ 約 150，0:0'; :' 1'

以上の うちで土地販六を主 とする舎IIl 上に於ては 「イ ンフ レーシヨン」 の好影響を受りる

ことが効iいから 向後相首活出金 期刊し得ると j Eふコ

地ｦＱＱ は今 日 迄 極 度 に 下 旅して来 Ｑ］ が 、 ここに ぷ気力 ［ ＯＱ｜ て 、 し かも ＱＧＨ 幣 ￭ｴｾ fn立が動指する と

する なら ばいきｻま ひ 土 地 へ の 投 資が担 り 、 地似 の騰 貴ー を ｈ ｬ Ｇｬｪｾする か も Ｙ Ｚ ＱＱ れ な し 、 。 イ Ｂ ｊ と な れ
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ば土地景気は一般 事業 界 のそ れより少し遅れてｾｾる の が常であるから。Ｈ第リ表参ＡＡの

第 9 表 大 阪 近 郊 土 地 建 物 経 営 合 枇

〆口俗、
市上 名 初 Ai lj  コ主 ｦｽｾブ ｊ 主 ｬ 凶 坪 数 | 資 本 合

木津川」地運河株式合枇 大正 6 年 4 月 臨 池 工 場 J. j 也 180，∞コ紺 1，0 0，OOJ 旧l

今 里 土 地 株 式 合 品j 昭和 3 "f- 8 月 歓 楽 J克籾倍地 200，0 0 0  11 3，6∞，COO 

品fJ 西 土 地 株 式 合 品1 大正 8 年 12月 土地改ｻ上Ｇ包経 Ｎ ｴｊ ｾ 894，∞0 1 1  26，000，0 :; 0  

城 東 土 地 株 式 合 枇 プ Ｇｾｌｅ 8  "F 3 月 こ| 地 経 tf l
93，3S 1  11 1，706，250 

大前1
1 中央 ニトー地株式合枇 大LE 7"ド3 刀 ニトー地 IId主'とt豆EF

72，(わo 11 4，COO，0:JO 

平 塚 _ I ' 地 経 管 見Ji 大正10"F 5 月 _ I . . 地絞主? 53，∞J  11 I，COO，OJ O 

城 北 ニ1' . 池 株 式 令 市上 大LE 8  '.ド 5 月 1.. 地 約 千 千 3 11，0コo 11 3，0∞，0∞ 

安 治 }11 こl 地 株 式 令 市上 大lF.牟 6 1，Io12} "! ｕｉ ＡＡｴ理 ｴｾ 1土i' f地 486，0∞ 11 25，∞O. COO 

大 阪 北 地 株 式 合 Ilil メU E. 8 " 1三12 J1 臨 1佳エ Jt;. u 山 1  1，051，OJ O 11 ， 35，COO，0コ0

大阪港土地+ * 式合 11比
IVJ  ifi45'. ド5 月 臨 港 工 Jj，} UI血

98，000 11 2，500，0∞ 

1

6

1  

ＭＺｪ ， くに生 ＱＺ 宅 地 の 選定について 大憾の七， ｾＧｻ 準を のべ ると 、 古代ＱＮＱＭＧＷ の ヴイトルヴイウメ

( Vi truvi us Polli o) は そ の 治輸 な る 建 築 論の 中に次の 肢 に述べ てゐる。

『選定さるべき敷地 は 先 づ 第 一 に 健 康地 でなりればならなし、 。そ れは高地てーあって極端

に暑〈も惑くもな し、地 勢? こるを要する。四方に |消し、て栴出に のぞむ者Ilil 'j は非術生的であ

るD 太 古の人 k は成 る土地が* しし他民地で あるか否かを ii.えさんが1こめに共虎に{ M，Q、す

る動物の肝臓 を 併 j'11J してみてその結洪肝臓が他全であっ 1: 場介には彼らはそ の土 地 の方

角 、 食物 、 飲料 水 等が Ｊｾｩｾ ｬ Ｎ て彼らに治合するも の として共 ｪ 起に者 ｉｬ￯ ｬｩ を建設し Ｗ こ の である 」

最 近の我 閤 及峨米方 l自i に於 げ る 住 宅刊行物必に古物事より 大 関 参LJぎになる相準を あげる

と次の十項目になると忠ふ。

1 . 地 勢

高燥にして扮 ｊｋ 良〈 、 ｉｉｊｾｗＮｉ 泊 げて 日丸 山かに空気清新なる ニ ＱＺｊ也 てーめることが必裂でめ

る。

2. 二k 質

建 物の 基礎 を安全に支持ーし、 i:J:jノk を速か lこ浸透し去り 、且柄物の繁此にM i する土質 、

例 へ ば 砂1足り粘土f 1 ( など 泊営である。

3. 水 質

直 接 保 健 に 閥 i系するも の であるから充分注意する必要がある。地下水位は地表出ド 10

尺 以 下 ｬ こめること力［ｾ Ｎ ｾで 、地 支から Ｓ 尺 Ｑ ｩｊＺの所で ［ｾｪ /1 11 する井戸は良' f fでな い. 若 し

市向上也 の 如 Ｑ＼ 完全な上水道の設備があれば結 ｦ ｢｜ ［Ｑ ご と ｾＮへて ｍ ります 。一 胞 Ｎ公立 の 試験

JWに 分 析 を 依( 到しその結よ誌による の が よい 。



与l. 'o'i さ

f  ＱＺ 宅 の 場介あまりＡれすぎても ＺＸＺ 理 にう切 ｪ と史 川 会裂する鐸であるカ》ら普通 ｊ ｾｕ :t f 枕カ ・

九九001'1主力 ; F.{l忽[( 1'. ) で、之に建てるべき' 交の:yJ!; l f も敷地の l / .{ }うTr_ 1/日がil 削 '1 のlぷで' ! ;

L、7J、ヒ !E、λ、。

口. ｽｉ Ｚ ｾ＠ Ｉｩｊ ｾ＠

政地 の ｊｉ ヲ Ｉ ， ｊｾ に就いては俗Ｇｬｊ ｬ 、 Ｍ ｊｴｬ 長 Ｈ ＱＧ、行々司 ｵ 、 位以 Ｈ 北北 ｪ ｬｱＩ 、 Ｈｩ 古とし鬼 ｉＢ￟ｍ 北北収Ｉ

はＱ＾＼Ｑであると 云 ふ桜な事が未 ｴｾＧ に信じられてかｽる力仁 和 ｪ らの 線操 のない誌でめる。更

に' 1七巴議なことには人によっては 、大 阪の 1-'-1心から鬼門 になる方向 をft1ftふ者があるが

これ など は謬見も甚fごしいので計しかかることカ4一般に信ぜられてゐるとすれば鬼門

地域とでも指定 して立入禁止で・もしないと 兵 介のわるいこ とに な る。

日 • }!I¥¥ i  ，'r. 

原し1-，に臭 in;j Ｑ ｪＺ 地 ｊ ｾ ＡＨｉＩ ; あってはな らぬコそれに j じう依存問は陥米 などに比 し友ー期 出j主力 >I::J

い きら期には 別 し て低いか ら ｾｽｪ Ｍ￭暑を主と し て立を＿註〈必要がめる 。 叉大阪附近では反

( 立主として西風が多いから . ｪｩｬｪ 方をあげないと涼風 ｾｩｩｾｾＱ 契することができ な い 。

7. 交 通

ゑ ｩｩｩｈ の ｌｇＲＮｬ こ主 ｉ ｊ るに ｦｪｵｾｙｩ に その 目的を建せ ら れることし電車汽車の伴針 ｽￎ 門 付耳鳴

へ の ｦｩｾｩ 湖 ｩ の 法近 、 Ｉｬｦｾ びに乗換等 の 有無も考 ｬ 低に入れてを く ことは 非常に ｊｊＮｩＺ 大な ＴＩＱＧであ

る。

R. Ii'l 1立

之によ っ て人 11¥1はつねに支配され弘 L 、から充分深甚な ri: 意を JI Jふる事が1必要であ る 2

附近 に工場 . 動 物 合、!ぶ3↑二輪場 、来 場 等の千i- 1F. すること の不可なるは勿論である が又

危険物を取倣ふ工場の近からぬ事も肝要で あ るo ｾ ＭｬＺ他ＯＺＺＱ常物 資の 供給側 係 、 も大いに考

へる必要がある 。

!). 教 育 機 関

ｉｾｦ ・ｬＧＵＮ ｦｲ 思怯 の 似世 等は 子 女 並 に成 人 教育 の 上 か ら ぷつでも ｴ ｩｉ ーに考慮さる べ き市 条 項でな

ければならなし、。更に東京附近 で は一 つの拝l校をド11
心 として殻主主し仁川判明問者Il ili が

あ る刊にか らこの貼 は 文化 人にとりて最も )lf 要 な ことで あ る。

10. 伯 格

ｪ 也 ｩ 百 ｬ ま勿論低廉なことが必要でーあるが ｉ ｾ ｦ ・ ｬ ｩｬｩＺ の ↑ ｬｨ Ｚ 勢より推して 、 泣き将来に於ける Ｑ ＱＱＧｕ ＭＺ

1) を見越しうる様な土地 であることが最も必要であると思ひます 。

×  ×  ×  

ド1・i汗 : 去のうち者 ｉ ｲ ､ Ｇ ｩ に 開 するものは ｾＢＧ［ｦｪ ＨＩ ， 日 ｼ マ ￎ￭Ｇ 問統計年表及大阪 ｔ ｬ ｩ 寸 封 一 ｼ 帯に出る の

3 3
1  



昭和七年の住宅建築界を顧みて

r

、

、
、

U
川

μ

本 イ義 入

内外 あらゆる )j ｬｉ Ｇｲ ｩ に多事多 ｾｩ ｬ ｬＱｪＺりし ｮｦｪ ，ｻＺ日じ ｉ， ｉ ｾ もあ と 句 ＱＱ ｻｦ残して遂に逝かんとして州る

係りの主荷に -111: 人は竹苦 しみぬ し、? こ感を深ふする c ｦ Ｍ ｉＺ 宅建築胤もご多分に決れす・色々の［［ ｾ Ｎｾ

神を受げて袋つに打取も似る大き力、つ? 二年であっ7二。

Jf1氏1壬t の 11山11つて 4米4汀?仁二る j灼川リ列i'ぞをヲ筑.工Eむれは

!也垣 、この非常川的批介不安の土11 1"{. '，¥に持込 まれに翁であっ 1: 。

経憐界の異常な勤杭 t.:!:51三初から多刻i なるを思 lませ 1: 。 金:1可禁後の二三ヶ )'J は一寸灯景気

を匂はせ＿こもの〉禁止Ｎ前に ｢ さげる甚大なる打白 ｩｾ は焼石に Ｗｋ の ｲ Ｏｦｊｬで如何ともする術は 山＿Ａ ＼ｩな

かっ＿こ。閤 ｬｾ 生活問題＿こる住宅の建築にも必然的にチ ｪ 浴室まりえとなっ＿このも竿ろ夫れは Ｇｊｒ 然

であっ7こらう。

更に矯替相場は イン フレ ー シヨン の必然性を鋭〈感じ始め 7 月か ら 8 月にかげで急: 落し

6 月に 32 ドル姦にあっ? こ相場は 8 月下旬には途に 22 ドル誌を割るに至つに。致? 尽 きれに

物憤目 指 茸も到 底抜復し得ぬｊ｛ｦｾ買 力 の所 ｩ に は 一 時的に勝つでも忽ち反落し一般には反って ｦｴ

11: 前 よりも 下廻る i伏態に立王つに。

然るに貿易[係i係方商で は震替の大惨落に依 り物慣は 8 月頃よ りストツク品 の快乏 と共に

官然活設なる上勝歩調となり1 ' [ 1詰つ 1: 11 月となり 12 月に入って殆んど狂気的好景 気を叫

ばせるに互につのである の

L 力i 一般 大144の生日苦は拭はれにかと云八ば . そうでな 〈逆に閣内的 生jオj に従ふ同氏の

大多数に根強 い食入る青書! I は大きし、c 大衆は今何彪に 行く べきかに迷ふて居る の観さへ め

る、J多り行く世相を不安げに見守って居る力、の様にも 見 へ る。事変は斯ふなの? ご。咋今の

好景気は風に吹かる' : > 11
1

i 本の梨にも等しい ο 今正に枯死せんとする大木は-n豊どうなる。

昭和じ 年の経桝界は 註 ｬ こ大ｾｾの生前 不安 が 前 ｾｲ にも増して太〈なつにに過ぎなし、 。 Ｑ ｊＱＱ ふ

るに満州事鎚に絡 まり剖外的に 辺、槻じみ 1: 材 料 さへ集り取越し苦務にも考へらる〉臆説生

まれ不安は 一指すべ〈もない。

杭合不安も之に参加 ｬ し 、 Ｕ ・ ｊ Ｕ 事件 、 ギ ヤン グ事件 、 共 ｬ 芹 Ｚ ｪｩｾ 事 件 等々 相次し、で起 Ｑ Ｉ 、思 ［ｬ ｊＨ

的にも不安の大佐 思はしめ一般岡1';; に少からぬ刺 1; 交を投げつけ にも のに。

第一の生活不安はft_宅建築界に致命的 影響を興へ 、第 二、第三の不安はー府 -般に生1:宅

建築熱を抑: l ilj し1=のは如何とも方面す策 のな い動向であっ 1=0

然るに建築材料が ー自立 物 ｦｦ ｩ と同 一 歩訓を ｬｬｾ って安値を示せば幾らか助かる詮も拓き得 Ｑ Ｚ

134  



らうけれど、 常答安と今夏臨時議舎に於ける失業救梢土木事 業 珠算 後@i! 出などにより悲数

年 来 Ｚｩ￯ Ｚ って ｾｩｬｬｬ せざる不均等的諸材料 等の値 上 りの馬め極めて鑓制的となり技に全＼ ;'F，ぎf

尾な 現象佐見るにヨミつに識でめる 現 政11リは「自ブj 吏生」 のプV-j，l えを? 樹てよ うと指示さ れ仁

が、H:宅建築界に於ては米fごに「明 n. J の|ハJJ Wでゐるのは 、事 白 己む {f q!J. 1μ 、耳I とは三:" u、

ながら 、問民生 Ji の_/-.からしても iV占lこ; 也憾な こと である。( 1昭和7・l2・14制 j

建 物 の 窓 か ら

五

口 UI 生

ｩｬｴ はあげて不安 そのもの〉様な有様になって長 ｾＱ 二、政治に外 交 に非常時 ｣ Ｚｴ ¥'11.  (こ 円丈りに

糾へ らるる4 :1f . では ない 、我 々の足下にみ々と泊って J，'r る、叉話t に; ，干しみ つつあるの 亡 、イ，'J

11寺の1ト5・か安心な命の以i: 地に 子ーらんや fご。

こ の 不 安の以 ＱＱ 央 ｆ ｾ ｦｉ 何 に最近 の 他物に現 Ｈ ｩ i Lて)，[ ; る かをみるのも 現世111の 1i' II O) ，'m淡に

なり f♀ると 思 ふコ

ｬｬ ｐｯ［ｦ［Ｑｬ七 年の建築界は百に氷竹有ともＺｺＮｾふべき ｅ ｩ ［ 納 ｩ￬ 時代で ＧＮＱ ， つに 、 ｊ￭Ｏｲ ［ｩｾｾ は工ｾ のＱＱＨ Ｚ Ｑ ＧＮ｛ こｪＧ，｜ ｉｊ

はす' 大し1=建物は H1現 しなかっ仁 、

T 場 、合I辻、銀行、前底、生1j 二に J;沈て見る lこ. ー-般に脱皮の科堕-的経也、法に 川 る能率的な

る施設にf突って控訴3せんとする {ばi向は ー居期者と なっ て居るが . 出前iは勿論一切廃せられ

ぉ 、 よろこ t念

建築資は切詰め作る丈けゑ: < と云ふのが定説、となって予1計二、 然しこれはー lui 誠に似しL、仰

向L 'o 建築界の理 恕に一歩を踏入 れ 1: 諮である。誌で住宅に就て之を tmるに之までーー自立に

lii ・i <大き〈を以て共2誌の能とし、数々の不必要なl i ! .k を列べ立てに ILIl 収り等も、近来次第

に介理化されて安息所、!とi、笠' [ i ，引: 1. >理: 包lをば失はぬ松趣味と生活様式に迎合しに故も雑音寺

(1'.) なる千f:宅が* ぶされる肢になってオu ニ。近時アパート 0) /1' ，現 も均i肱な心"1床に於てJ2・辺iO)

f主泌を 見る に弔. つにも のではなからうカ' 口

融 って 娯 づき的挫築 即 ち政 ｉｊ 弘 、 ｉ ｬＡｫ ｬｊ ， Ｇｩ ￎＡｬ｜ の釘 Ａをはるも ＱＱ 寺Ａ｜ の ｾ＾ ｊ くともムふ べきか 、ｾ 秒 ｪ の 性

質上青1.藍等に 刺彼的の尖端 i沫を逃よくとも工費に至つてはi武少限度に節約せる行方は1 ¥'イ干し

たかの主fI < で ある。

ｊｧｪ の 如 き 現 欽も刻 下 の維機外の 不 ＱＩＨＮ時に ｼ 際して己ｴｊを ｱｾｽ ないとしても 、 再々の 理 Ｑ Ｑ Ａ と し

ては今少し< 1 徐裕ある祉曾生活を営み得る様な建 物 を望んでも討ニさるべき時代が一 日も l件

〈到来せん事を期付するも の である。

3 5  1  
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紅 ｩｬｬｦ の災に包ま れた 来Ｉ［ｾ ，'，木W:本 広

京 束 白 木 屋 本 庖 の 火 災

近 代 高 層 建 築 最 初 の 惨 禍

12 r:J  16 日、午前 9 時 20 分収京 日本橋通一γ 目白木屋 4 階坑具賀場より強火 、忽ち 4 階

会ｐＮ ， ｉ｜ ｾ［ｫ 析に 包 み 猛火は ｓｉｩ に Ｕ 階Ｎ 6 階へ と延び火炎に包 まれに各階は阿鼻叫喚の巷 と化

し、持税廃自慢の救命梯子そ の他ポン フ・数韮; 各泊、防署 のポシフ・十数，輩、 それに近術歩兵第

1 聯隊兵士 35 名、麹I l lj" 、本所憲兵分除からもかりつて泊、火に努 め?こが火勢猛烈 、手の下し

棋な〈女j古員 や姉女子或はリJ 底員らが救助の最後の叫ぴぞあげ 、中には猛火を潜って身をT

ＧｊＮＱｾ ら せ何踊へ ＱＱ ｜ｴぴ降りるも の 十数名におよび 、日本 橋の華 やか な大通りも ｊＨｉｌ と紅叫に匂ま

れに 、9i に告l硯聡泊防部の依蝋による飛行機の出動 、fflff.. 援の管官 、青年|剖な ど必死主なって

'01) の結果 、午後零時 30 分に至り鎖火するに至つ? こが‘ 死傷者は 100 名突破、貨に近代建高

居築を誇 るピ; 1- の出火でか〈 の如き大惨事を生んにのは大震以来はじめての ことである ι

〈大阪朝日新聞記事契約〉

惨禍の反響ー一市荷地建築物法改正か

己 記 Ｍ 然 のエ ユースは 各プ ＧＮｪ Ｏ 古 ｩ に非常なるＡ対撃を耐した 。その 殻火Ａボ ｉ ｾ ｉ がク リ スマス ・ ツリ ー

の強電流であ り更に附近のセルロイド玩具に i; I火して大事を惹起せしめ? こるにより危険物



!日! の取 締の上に、或 は救命

郁子 、ポ ンプ等の消防 地設

が時 んど対i を? 奏せざ りし i二

似て り灼 Ｊ の ， Ｚ ｾ Ｚｪ J青建築陸: ｉｦ Ａ ｾＧ， Ｑ を

i象泡! しての新らしさ消防 地

誌 のl問題 ー吏に防火設備 、

ｩＡｈ世 ｈ 設備 ｾ ｪ ［ の 不 合 ｭ イ ミｾ に よ

りその惨'111，品全 J117大し多数の

タ ｌ￼Ｏｾ ｩＧ ｲ＿ ，Ｇｉ｜ せるに鐙 み て 、

泊i居住築物に百白応の如き

位築物にこ の 右lui の設 備 を

完備せしむる法I;Jlの ;lilJ定 等

機んに IIl' ，導されるに五つに

大 | 奴似日新仰は 12 )'1 19 

fl の枇設に高唐土t 染の惨'111: ，1

と:wし、illtWさえよ全の施設の

完備を 'J111IJ.
'
J し、 これに闘す

る我11 ;問の法);Jl 並にytL' i'Fの

不〉どと去を指摘し、大|仮旬一 日

新聞は . 内務行に於て近代

再:j}骨建築物に針する防火施

J I について十分なる必| 究と

主J策を樹立する必喫ありと

しjli: <  '."'nit見師、 i' i1'i:山 、 ビルデイング経営者・、取者など 閥 係各方 l白iのNM点者をまじへて高

府 位当主に到する 防 火設備や ｩ ｪ ｊ ￬ ｾｽｪ 施ぷの 打 合せ ｼ あ訟を行ふ こ とになっ ＱＺ ヵ ヘこ の 結決 は 常然

叫行 1打j 1;[地位築物法も改 !F するこ とになるわけである 、 と報じてゐる。

本 協曾 の活動一一調 査員の 汲這

日本建 築it} J 合は事件の蜜生と同時にその重大性に かんがみ 、急速 18 日役員 、法11il J、 W_

手，泊i皮の雨委 Ll (q- 臨時合合 を催 し、他国T i ilJ 合長座長ーと なりて各自立見の交換をなしてま¥} 策

な考ほし7ニカ人 以敢へす現地調 慌の必要 を認め 、凶ー ちに|吋部官u刷、決 勝J肱吉、黒町茂の三君

を特派して訓有 せしめ て居 る。何 れ之等特派nの邸阪と共に詳細 な報告があ るであらう 。

3 7  I  
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更 に 内 務 大 臣 へ 建 議

協舎に於ては克に事 ILIコの重大性に鑑み 19 日会|ニ議u手? を開催して. 百貨 l占建築に| 制する

建議案を作成決議し直ちに. 内務大日宛電迭を以って次の如〈建議しにのであ る。

百 貨 庖 建 築 = 閲 ス) 1，. . 建 議

最近都市 ニ 於 ク ル百貨Ａ古ハ急Ｚ辿ノ Ｚ 設展テオ七シｾＺＡ［Ｎノ辿築ハ漸次ＡＵｊ，ｉＮｻ Ｚ良 ノ大テ続ヒ日夜 ｪ 攻防ノ

顧客テ包苓シ者'1lrli 大 衆 ニ最 モ桁接ナ ル防! 係テ有スルー大 機l州タル ニ到レリ 。

然ル ニ本) : ) 16 日帝都仁 I* I.-'ri ニ於ケ ;[. 災害ノ縦一度至ルヤ金問 l._; ヲ恐怖i セ シメタルコ ト

多大 ナ ノレモノアｾ .  ;!J l フニ Wi ノ如キ災害ハ将来j 1J ピ起ラザルテ保シ難ク或ハ史 = 之 ニ数

供ス J L - 人命テ損ズルノ! 真ナ シ トセ ズ、此ノ極建築物= 針シ テハ共ノ取締 ニ附シ特殊ノ :考

慮テ要スルモノアルテ捕感ス‘ 領 ラク市街地建築物法第十同僚= 基キ速ニ百貨応建築ノ

構造設備共他ニ|制スル特別規則j ノHi ll定アラン コトテ切望シテ止マズ

右建議候也

昭和七年十二月十九日

日本建築協合舎長 工 皐| 専土) 1 ' 岡 安

内 務 大 i丘 山 本 達 雄 ! 刻下



曾 1 ・ 西 南 よ り の 外 観

阪 急: ビ ル デ イ ン グ

設 計 竹 中 工 務 庖設計部

施 工 竹 中 工 務 庖

[uJ って 左 1/ 3 1'"1，、の が第 3 )91蛾 張 工 事 の 一 部

2 附 窓己主 j与が 7JI，成イi 7J<勝。 そ れ から 上 は 淡T配

色タイノL 、窓、EE と/J:t 弘l土テラカツ {il - 。

料館との] 反合ひはイキスバ y シ ヨ y ジ ョイン

トとしは物全 ｾｾ Ｎ ｩｾ が別々になって 居 る 、 このｾ Ｇ Ｄ

分 の Ｚ［Ｉｌ 窓 は＿ ｾ 以ず狭ｽ｛｝の 外主 主 のイ ｹ レツト で

ある -， L'日前 に近' " ｾ＠ g霊長のプラン クは や が て 成

作 権 に 侠 mす る と こ ら コ ζ れ に つピ〈 パ ラペ

ット にわi さ 5 尺jffi リスキ ガケを 1b: 込 み 、 裂 か

ら照明 して mるゥ 三れ も将来 ネオ ン か fllJ か で

サ イ y す る と き の パックとな る もの コ ill 物 の

高 さが償 張部 分 でおく なって 居 るのは主主祭法

加 が j 皮 改E され た /) で 一 杯J訂 正 し た の であ

るが 、}I; i1I - : のちも これ に合せて 奈 ((s 改品! ょする

引 f41である

外貌 がひどく 相 逃 し て ｾ Ｎ る の は 、 こ の拡 張郊

のＩＡ｝ｾ金 が ￯ Ａ Ｍ ｾ Wti  l: ｾ ｴ ｬ ｾ るた めに試みられたも ので

ある が 、之 は まだ :n.*，: 伐さ れ た 問 題 で あ る

阪急; ピノレ デ イ ン グ 新 I I  



「T 醐言|

新 2 阪急; ピノレデ ィ ン グ

曾 2 ・北西よりの外観

ｬ￣ 左端はもＩｾ主主権 、 次はサ ー ピスエレ

ベ ー タ ー lI(.7]<f丹、 そ の 次 は 客 !fJ エ レ

ベー タ - /) 塔 で あ る つ

4・3 ・客用ヱレベーター塔屋

3  !Pt' iにな って 居 る。 2 併 はf系員の 215

J班、3 防 は 機 賊 焦o . f I - 砕機は 4 是正、

内 2 JXは : >50 I!J (  49 ＩＮｾ＠ -J  J  • i也の 2 ｾＱｾＱ Ｚｴ＠

3∞Iln 45  ＮｉＮＡｾ＠ 1J 0  g涯をf(! モ - ( ; 1ー ヂ エ ネ

レ - (;1 ー を1111)' 。



4 ・ 新 華 館 取 合 部 仰 観 時

パ テ ペ ッ ト下 告官の; ; I L窓: は 照 明 用 。

2 階 は墜 な しル 総 ガ ラ ス而 ー

5 ・ 銀 行 及 ト ラ ッ ク 入 口 $  

銀 行 入 口 廻 り は 71[， 成 石 、 ス テ ン レ スス チ ー ル 、

［［ｉ ｌ 窓 ｬ 土 懸接Ｇ奈川 、 ｾ ｾ首長手提 Ｎ Ｑ Ｑ 土ホ ワイ ト プ ラス 。

トラ ック 入口 は こ λ よ り 1/ 8 の 勾 配 で 地 併 の 狩

ｬ 伴」語 、 倉 庫ｾーを ｪ ｩｉｩ ワ て 東 側 に 抜け る ｯ JJlL石l[l I -

阪 包; ピ ノレデ イ ン グ 新 3 1



地防Y i )iH¥(} 日の )，1特段 よ り l 階天井を児

J 二げた と ころ。

フ・ 1階ヱレ ヘーターホーJ l，. 時

腰はζ hli rm;r，。

グ リル l;t 反 鈴、 ドj 山l土カ テテ グ ラ ス 2土ア

ルミ板。

1  新 4 阪 急、ピノレデ イ ン グ

r  J. 
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苧

C  

C  

仁

「

官 1・1 暗 室 堂

前 面 ー I' I いにW( め込 まれた 硝 子か ら は 明 る い 陽 光 を 受 け て ー

の浮 煤 す ら許 され ない。16 坪程の 小 食堂 乍 ら 無 駄 な スベ ー ス

l士何 庭にも見 出せ な い。

百t紘色ラ ッカ ーl火付 け仕 上 ノコ壁面 11銀色の起l で 調和 を とり天

井 及 リフ ト1WJ壁面 は テツコー壁紙 JUi り、 カウ :.-1Jl ー 甲 板はピ

トロ ライ トe 銀 色 の 天 井 と波紋色 ノJ 壁 面 の も つ 調 和 を 床 の モ

ザ イ ツグタ イルで食堂として の親 しみ を裕 して ゐる 、危 燈は

スマート で経↑ たなも の ペ テ利 子 を 使 )f ) す。

『

4・2 ・外 観 ( 東北面園 . 市役所前より見る )

ｅ 而根石 ［Ｇｾ Ｑｅｉ 詣石 、 庇下の日産 而 ｬ 土 Ｑ 炎 紫色 ピ トロ ラ イト其 の 他

令部 ｉｾｬ 色タ イ ノ ｌ を 張リ立つ 。 ＺｭＺ刊 ＱＩ ステアーケー スの 採光窓 ｬ 土

プ リズ ムグ ラ スゥ ホワイト t シルハーの，i告訴] を lil ヒt の 文 字 で

令 鐙 を 純めて ゐる c

f.; i さ 66 尺粁正:i 50  ｉ そ Ｗ 寸 、 保上 ノ Ｏ ｾＺ 設 ＧＡＧＩＢｉ 土 将来氏 告 に 利 川 ｊ せら

れ る ところであ らうコ

淀屋橋ビ) L . テイング

設計 早夏俊夫

施 工 竹 中 工 務 庖

淀 屋 橋 ピ ノレダ イ ン グ 新 5 '
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• 

来斤6 淀屋橋ビノレデ イン グ

d盈

可E

'<iJ 

，ーー.

L  

lせ 階 平 面 |剖

5 防z p . 而 i胡

3，" m ｾ ｉ ｏＺ而附 Ａ

2  ｾ符ｾｰＺ ffii 1凶

1  ｾ徒 三 ｬ エ而 ｬ 尚

地ドi号 11' 而 li .o¥I



翻

2 ・バルコエーの一部 時

海水浴と風光 で 名正［内 、 首ｾｾｪＺ に 白砂

のj也l lH会の /l¥] Ji斤Z目イ ンタ ー ナ シヨ

ナル瓜 の正'i:i i阿な警告が|浅見する コ

稲作 Ｑ 合牧運動其 の ｦ 也ｾ業改善 ｩ 促進

に努 力 してゐる hr 民 協舎 の手 に正

っ て建 設 されたも の で& る 3

{也に比j切ないは物故そ の 計5Eに 随

分 Ｍ ｴｩｾ Ｚ 心 があ っ たで あらう

I  f'f， LI!. lui  I凶

.  .  
守 制

園

"  

十一寸 一一寸 1明mr::: - ー?

一一 一 ー一一一一一よ三と_ . .. . 一一一

農 業 博 物 館 設 計 中 尾 保 建 築 事 務 所 施 工 大

.  
.  

林

*ta 

ｾ＠

農 業 博 物 館 新7
'



直轟轟E

業 斤8 農 業 博 物 館

倉 3 ・ 正 面 入 口

e・4 ・ 集 合 室

子三井七ロテックス磁

個 5 ・ 集 合 室



満 十 五 年 記 念

建 築 通 俗 犬 講 演 曾

速
司
」

ュ
=

H

H

録

開 曾 の 貸手

この大 講演 舎 は本 合創 立 im十王停 の詑 念 事 業 の

っと して 11 月 2 日大 阪市中 央公t聖堂に於て開

催 された もの で総衆二千 を 越へ盛 舎であった。

記 念 講 演 合委 員 長

前1
1
戸高等 工業製校長ー 古 宇 田 賓

赴より誹托 ｩｩｆ 干ｾＯＩ日合い ＱＺ します ｃ 訪 ｬ Ｇｴ ｩｲ に先＿ごちまして 一言 皆様に御挨拶を申 上 げ度いと

存じます。我日本辿築協合は大疋 6 年 の 3
月に附丙建築協手? と名づりで創立をされまして

其 の後大 正 8 (，

1
之の J ) l に日本建築協合と改稿され、aに大正 1.')

年に祉国法 人となっ7こので

あります。それ以来年 k
盛大になりまして . 共 の伶員はj

卓くは朝鮮 、渦汐十l、基 崎 、支那に

B: 9、共の総数は 1，300
* ' 以上に淫して居ります。而して今日まで J 5 年を経過し、 7こしまし

て、認に創立満¥. ' ) 年記念税引舎 を恥げ るやう になり まし仁 のは、偏に特様方の御同情と御

後援に依 りますこと〉本舎の深 〈Jt長謝する底であ ります。

本件の 内的 l主、建築に I制する有 らゆ る事項に付きまして時論と貰際に 則 し岡家祉舎の篤

にJ t 献せんとするにヂ1" ります が、其 の見li に於ても 'ja k と成功してゐる こと を椛信するもの

であります。自/l ち常に建築界の先加となりまして 、相官枇合に於て前躍して ゐるのであ り

ますが 、共の仕事と致しましては、先づ「建築と枇合」と名 づりる月 刊雑誌を護行い
fこし

まして 、共の部蚊も 176
に主主して居ります。共の他 建築にM討する同害等も 10

数種を稜刊 し

3 9  
I  
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て居 りまして、相 首 に世 の 中に 役立つて

ゐること〉 思 ふのでごさ' います。 向 ほ共

の ｟ｉ Ｍ｟ｴこ或は者 Ｑｉｉ ｉｩ ，ｾ 一 ｼ 輩 、 或は Ｔ 守 ｪ ｪ リ 或は激 化 、

或は資料 、] 或は災害防_l l二. 成 t.;t設もm戒は

Ｈ ｊＮｾむとムーふやうな色々の 去 を 付 合伝説けま

して ，N: 々の問出に付 て.fJ¥筑を致し 、 11.

つ叉共の意見を稜表してj舌ります。既に

特様も御存じの通り者fl T! i計1 . 1 ド法或は建築

法j犯とぷふやうなもの〉成立に付 ても本

合は桐首 lこ5能力を致し1=のでありまして

共 の型¥Ijt こ於ても枇合に点献をしてゐるこ

とを信ーするのであります。

M棋にして本舎は大いにがi勤しつ' : : . 15 

年を経過いにしまし1: ，人f111は生れて 1{) になりますと ‘ 最 小T二供で司はなく 、月子f ' J i"ff f'J J Iじ'f lt

をする と云ふやうな時代であります。建築協舎も亦認に子供の時代 を法って，元附を致し 、

ー・人前の男子として世の中に一段の活眼をすると云ふ風な時期に向つてゐる ことを確信す

るのであります。 械 で見るに今や枇合の問題は 、労働‘ 失業救桝等の大問題 . 又者IlTli計31-

或は都 市 の 防 Ｑ Ｑｭ 等も 色 々ありまして 、 それ等 ｾｪ 直営に ＱＧＱＨ， 決 して 行かなければならぬ非常時

が来てゐるのでございます。且叉昨今は!mに向力更生が11昌へられて居ります。斯〈て建築

協舎も 亦認に大に鑑みるおJj j ; ; ごさ¥、ます 一 ぞこで此の ] 5年の記念祝賀を機合に lcXは{ 1: 宅1専

問合 、 ｻ Ｍ ｉＺ み良い家の展覧合制 Ｚｉｾｩ 胤、 Ｑ］ し或は 住 宅設計Ａ泊 ｼ 案の懸賞募集を＿なし 、 叉は建築にｼ伶 ｬ

する巡開講憤 合等をI 1I ' J き. 共立t歩改善をf足し或は主要なる建築物の見墜を致して向更に研

舗を重ねると云ふやうな方法を古14令るのであります。今 日の此の誹:;Qrr もその il況賀事業の

ーっとして且 叉世間に京献をしゃうと云ふ考から /: :J L、?このに外ならぬのであります 。

幸 に計Mfniの方 k は! 体! 閉に於てのみならす 日本に於げる最も構成ある人 ノ々 を網議したので

ありまして、其のちir 題も或は枇合問題。〉り 、傍働問題あり 、或は性居に附する |問題あり 、

都市建築の改諮問 題 あ れ 或 は 武1:寺建築と 思惣に闘する問題め し それ等の駄に付 て各論

ffr]i の方 J が々卒生研究をされ或は御経験をなされてゐる) i J f の統蓄を誌に御11主i歴下さる こ とを

私 共は強め感謝すると同時に皆様の御静聴を断ふ次第で・ごさ' います。 11[ 1: 時聞が十分にあり

ませぬ錆に、誠にお策の毒でありますが、講師の方 k も凡 そ 30 介枕と云ふ程度を以て時間

の制限 を御願致し1: こ とをお詑ぴ致 しまする と同時に 、将j k 徹底しな い駄がありま すれば

是は 協 舎が 甚七 悪 い のでありまし て 、 聴衆のプｉｪ ｫ にもお ｾＯ ｾ ぴ ｬ わ す 次第であ り ま す が皆椋も

何卒 其のお積りで術l艶 きを願ひ fこし、 ので ござい ます。

簡 1草な が ら之を以 て間合の耐 と致 しま す。( 拍手〉



都市建築改造 の急務

前大阪市建築課長

工 務 ー1:

?皮 夫江
J悌

私は音11市建築改造の急: 務と題 してお話をした いと存じます。者11m建築の改造問題は我 建

築協舎が大正 6 年以来今 日まで約十有五年の間常に叫んで居る 事柄であり まして、既に此

の公舎堂に於きましでも 2 - 3 回此の問題に付 ては) I一間合長を首め官協舎の有力者に依 っ

てそれぞれ有主主な るfJ. jJ 諦i災もあっ1=肯でありま す。然るに向ほ今 日j[ :lの問題に 付て此の演

壇で皆核にお話を致 しま すにイサーで は、 まTごまに此の問題に付てお話をしなりればならぬ事

情があるも の と信子るからであります。殊に最近時勢の鑓j些から 各種の新しし、者1I市の問題

が起って参りま し1=。花、共が大正 6 年頃から 叫 んで居りましに都市建築改造の問題は主と

して都市の火災並に都市を襲ふ所の地震に 封 して Y ありまして 、之を引括めてま: 火災と Ij -I

して居りますが 、都市の火災と地震とは無論別であります 此の都市を襲ふ災容として最

も恐るべき大なる影響を及す所の火災と 地' 点の問題に付て之に 一般の注意を民起し 、叉首

局者 lこ建議書を提出 し?こり 、間々運動をして来1=のでありますが 、今 日は此の都市ーを製ふ

災害に付 て更にもう少し蝕分の問題を考へなりればならぬ場合になって来7このでありま す

即 ち従米は喜ll i !f にl付飢が起るとか都市を袋ふ所の外敵があるなど〉云ふ こと は蝕り考へな

かっ1=のであります。併し所前非常時内閣の下に在る今日 の非常時に於ては我怯! の者11市ち

ｾ 外 敵 の襲 来或｛主戦争と 云ふ こと を考 慮に入れなければならぬ勢に 差 辿 っ て 参りまし に 。

諺に治にゐて胤を忘れすと云ふ こと がありますが . 火#i : や地位に到しでも我々は治にゐて

宙Lを忘れざる: 也味に於て常に都市の火 災及 び地震 と云ふ こと に付て 首局者並に各方面の有

力者に説いてゐ? このでありま す。殊に大 IE 12 年 の嗣東大足災の前年片岡合長は東京市の首

局者に向って 、 者 ｉｬｲ Ａ Ｇ ｦ ｾ 襲五、所 の 地 震 、 都市に大なる災害を粛す所 の 火災なるも のは 過去に

於て幾多の例がある。従っ て東京市にも今後如何なる大災害が起って来るかも知れなし、か
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らlp: 時より之に封する用意をして世かなければならぬと云ふ建議案念出さ れ? こことがあっ

仁のであります口所が此の言が斑そなしまして 、 翠年あ の 大きな災害力［起つ ｴｾ のでありま

す。叉本協舎は大正 6 年以来都市号I. m運動を起しまして 、日 本の現在の都市は都市になっ

て居 らぬ 、而 も徳川時代 にはま t: 者lli li と云ふものに 付 て考へて居つにが 、明治になって t .

らは都 i l'i と云ふも のに付て 考へて居 らな い、是は甚? ご遺憾なことであるか ら、イII J とか都i li

全館の こと を考慮して欲しいと云ふ見地の F に極 k 明プJ をしにのでありますが 、是 l主宰に

共の首時の政 i(守話局者に賢名な方が居 られ . 7"-*に後J威内務大 !日の如きは最もブJ を致されま

して 、内務省でも此の都市計設問題に考慮を例ふことになり 、途に今 日諸抗の御承知の女r I

き都市計霊法案及び市街地建築物法きたと云ふ二大法案が昔時の議合を通過し、市街地建物

の取締が質施され 、叉都市の改j sがどんどん行はれるやうになっ? このであります。所が今

日 の都市計聾の ｈ 人況を 見 ますと 、 どち らか と 云ひま すれば 、 都市の基礎工事行ＡＡｾ論経もＡｌｩＺ

要なこ とではありますカリにのみ金全注ぎ 込んで 、本営の事I¥i 打;一|; lEである都市の上背j¥を改;

越する仕事は非常に 後れてゐるのであります。 即 ち言葉を換へて rl -l しますと 、政府の首局

内務宵の方 k を了f め、各市の官J路者は主として土木工事に力を入れて 、建築] 事にブJ を入

れて居 らぬ と云ふ現象を呈して居る のであります 。現に今 日内務( i ' に於て失業救済事業主?

起きれましでも 、 それは主に土木の仕事でありまして 、建 築方面の仕事で はないのであ り

ます。最近此の問題に 付 て建築界の 人達が政府の営局者に到して市街の建築を失業救済の

意味に於てやって欲しい と云ふことを申込まれ . zf; 局者もね' j k 却J し、? 二ゃうであ ります が、

今 日まで者:1¥-rl iiH叢の仕事が主として土木 方面に ブj 堂入れ られて 、建 築の方 l断は一向刷みら

れてゐないことは湛ピ遺憾な次第であります。

外岡では伊太利 をli 余いては大し7二地長は ありませぬD 日本の主nきは世界でも特別 な地LG

園でありまして 、外国には地' 証言の災害を受げる者lli li は徐りありませぬが 、併し火災はお多

分に漏れ争 、 それぞれ大きな火 災 を見て 居るのでありまして 、何れも早くより共の改造を

やって居ります 。現に英、何11. ｾ罰 ｩ￝Ｉ 1: りの有数な者1¥市は既に 300 年前j から 所謂都市の改迭

をやって居りますか ら 、 今日は都市として非常に立派な形が 出 ｾ ｅ てゐるのであります 。 今

年片岡合長はゼ ネパの努働合議に臨まれに序に、欧米の各者11i ' 怖を廻って来られたのでめり

ますが 、臥'雑 巴の都市は何れも殆ど 19 i並紀文明が箆んL'iiil 市であって、今 日は一向仕事ら

しい仕事はして居 らぬ、アメリカに於ては過去 10 年間に随分大きな 仕事をしてゐるが、今

日 では 不 況の協に全〈 仕 事がｾＡＡｾくなっ ｦ こ此の貼に於ては我閣の建築界は非常に 仕 合せに 、

何故な らば 、都市の建物は殆ど皆木iit であって 、今改ii!i 中で あるから 、自分の It lて行〈時

も師ってう!E1こ時も建築工事はなかなか盛である が、是は外国の都市に於ては見られない現

象であると云って居 られるのでありまして. 即 ち我図は目下都市改造の置施中で あり 、民

間 の有 力な合祉 、 銀行の建物 ｊｾ の 他 住宅建築の ＺＱ ｭ ｾも改造朋に入って 、 着 ｫ 仕事 ｩ￩ して肘

りますが . 私は唯政府の官; 局共の他首路の有力者が 向ほ一段と 都市に於りる建築 と云ふも



の〉重要性を雌tJgぜ られ、たが改造にー! 託の-j J を致されん己主をめ望し，て. 11っまないのであ

ります。何故かと五ひますと 、/) ' 円都市に 於ける| 耐出1耐火F借地の建築は 、非常' 時に際して

は恰度首 の 釦守 の 森や寺院 の やうな用を僑す の であります ｯ ノ ｬ 母 ｌ 校 の 建築の虫 ｲｉ きは大正 ｾ 三

IM1から今 日まで段々 耐 火1干titi になりつ〉ありますが ー まに全部先成して居りませぬ。唯 東

京 に於ては閑fi j[ の余 {eii ーさ「込んに翁 lこ、僅 か 10 "1:. 内外で 以て帰ど皆鍛筋 コンクリ ートに 己主

iiE されまし7こが . 大 阪lままに半数にも及lまないのであります 。是等の.g手村x建築がloH火構造

になりま すれば 、非常時には必1 ' . 是 f) ［ 救済 の ｕｾ ｩｊｦ，ｬＺ￞也になります。又 ｴ ｬｴ 重品ｻ＾Ｚ＾預って居る 銀

行 の保証金川{ の如きも非常に斤l をなすのであります が 、美術 ITli の虫rI き、東京市では火 災の

Ｑ 誌に掛杯 の Ｑｾｴ 、やうなものを焼いてしまっ仁 の に懲りて 、 金を借りて今 Ｕ ， ＰＰＰ ， ＰＰＰ 闘の建 築

を起して居りますが 、我大阪市はどうかと云ふと. 僅か 1/100，000 l員lの美術館もまに財源の

行悩みの常に改: t I ! の時期に達しない のであります。えー等の事業は決して不急: の事業にみら

守して 、一朝"!-} Ub る場合に都市に於りる最も: i . 'unーなものを共底に保管する こ と力 ; IH来るの

であります 。共 の他都市の公共建築として工業ii j': ・或は貿易館 、或は産業官j ' f と云ふやうな

ものはどうしても 防 火耐体構 逝の大きな建物にして非常時の用意を立つてはな らないので

あ ります。叉今 日大阪市の建築を見ますと 、J i X科表側の商業建築は段々改iit され 、或は銀

行合illl: の建 物や ビルデイングのや うな建物は改ii!; されつ〉ありますが、一度ぴ住宅 方面に

目を i i : t 、で見ますと 、何等改ii!; の域に達して居 らない のであります。政府は内務省をして

全開の都 市の研究を や ると問時に 、六大都市に 於げる不良地匿 の住宅改務事業を 6 筒年に

亙って指導せしめて居ります が、不 良地 区と云ふと 、病気の稜 生の多い非衛生的な地黙で 、

一度ぴ コレラカ; 流行して来ると かペス トが流行すると云ふやうなことが起ると 、直ぐ病気

力 ［Ｖ ｾ 延すると云ふ やう な地匿を 云ふの でありまして 、 現に我大ｼ妓 ￯ ｬｩ では南 の 方的ーに於げる

3  ￭Ｑ Ｚｪ 所 の 地ｼ高に ｎ して 位 Ｑ 宅 の 改 ｩｩｅ 佐賀悔して居りますが 、 更にｦｉｬｾ { > : > 庚〈放って一般の住宅

建 築 を見ますと. 我闘の都市の住宅は必す' しも完全な住宅とは思 lまれない のであります。

殊に所謂不良地問のtl'宅と不良地院でない所 の住宅を比べて見ましでも 、果して何 れが不

良か と思はれる やうな 所も 滞 山花る のであります 。是等 はどうしでも勝来問庫の余 を以 て

する なり 、或は其の他の 万法で是非改迭 をして行か なりれば都市 ら しL、都市が出米ないの

であり ま す 。 英凶 の 虫ｲｉｾは既に Ｑ ｄ ｝Ｙ /，f.頃から 都市の住宅問題 11岡2誌の問題となりまして

何代の内閣が祉が馬 に苦んにのであります 。又現伊 λ; 利政府の如l きも此 の住宅問題 を其の

政策 の ＱｔＨｾ事引 のー っ として居 りますが 、調 Ｆ の ￝ ｲｉき も光 年 Ｊ ｻｪＺ 宅問 題 に付て最も考慮を

初1¥って!品 りますし . 俳i品j西のYrI きも 此 の問;起に f・j ては非常に 陥ん で肘つにやう な次第であ

ります 。然る に我閣に於て はま L {I-: 宅問題が本営に深刻なる rl} j まで行 って居りませぬ震に

今日桝 ｬ ま ｴｾ 態 を ＨＨ し て ゐ る の で な い か と忠 ふ の で ありま す が 、 ゴヴし今日都市 の 住宅 の 改遣

をなさすんば 、今に大|仮市の中に住んで居る人は皆郊外に逃げてしまって 、夜の大阪は非

常に寂馨 Ｑｾ る都市になるのでなし、かと 思 ふのであります。 ｩ 乃ちどうしでも 市 の首局者なり
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ili の有力者が此の大阪市のイ 1:出問題に付 τ 、言葉を侠へて言へば、貸家長屋共の他 の大阪

市内に在ります住宅 を改迭して 、之を耐震耐火の永久的建築にすること に努力 しなければ

度び何 か事が起つに時には必す' 大な る災害 を受げる のであります 。

大阪iti・で年々 の火災を調べて居りま すし. 叉! 舟の消防課 に於ても之を調べて居 られます

が、 まに大きな 火災にならない小火或は 2- S 軒焼V1 1こと云ふやうな 火災を調べま すと、

1 年に於げる火災散は非常なも のでめ ります 、市も共の小さ な火事が一度び大風に合つに

場合には明治 42 年の北の大火のやう に直ぐ大きな火事に なって しまひますし. 或は西風に

偶られますと 、南の大火のやう になってしまひます。幸に本首のものではありませぬが 、

準耐火構匙の建物が荊えまし仁ので 、府の消防課でも非常に消防の仕事がやりよくなっ? こ

と云ふて居られます c 叉司王百今日は消防課の努力やポンフ・其の他の附帯設備の充宮 、並に

都市計聾 に仲 ふ道路の改普等の儒に火災は大事にな らす' に桝んで居りまして 、大正年聞は

火事らしい火事は無かつ 1=のであり ますが 、今後はとうであるか 、イlすが起るか分 らない 、

現に闘東 の 大地震以来、 ヨ チくは闘西に大地震がありはしな ｌ 、かと刻 ｾＧｳ 三思考も心配し 、 我々も

それを心配し1=のでありますが . 是はまに何時あるか分らな い、過去に 2 度大き な地主: が

大阪を製ふて居ります。即ち安政元年と質永 4 年の大地誌でありますが 、此の二つの大地

誕の例を 見 ましでも 、大阪は可なり の損害を受ける のであります。 nfL不思議なことには .

闘束で大地震がありますと 、山ーぐ火事になるのでありますが 、大阪では此の二つの大地震

の時に火事が無か つ1=。是は火事は江戸 の花と 云ひますから 、東京では地震があっ? こ ら、

火事 の方もやらなりれば策が桝まないのか も ｾＺｉｉ れませぬが Ｎ 兎角大阪は従来不思議に穴地

誌 の 時に火事力 ［Ｑｈｾ か つ Ｑ ］ . それはーーつは災害に 封す る大阪市民の用意が官かつ? こからであ

りま寸。共の首時の大阪のnlf の桜子を調 べて見ましでも 、今市の22・J，.) 者などが特別市制問

! 起に 十j て頻に'l-' H打って居られますが、大阪は古か ら特別市制 でありまして 、大阪の首局者

としては城代と云ふも のがありまし1=が 、其の城代なとが如何に して焼げない家を俗える

かとスふ ことに付て随分話時の筒13を搾って苦努をして居ります。のみな らす、何底の家

へ行 つ でも非常時 の用意がしてあって 、 提灯も 一 寸何庭かへ挿される やう に出 ｾｕ］ も のが

めり 、錦 、刺股、t l ' 1' と云ふ やう なも の も必す吋巳居に掛かってゐ? こし ‘ 物を? 運び 1-11す道具 な

どもチャ ンと揃 って ゐ Ｑ ］ 。 即 ち大阪も ｩ ｟ｬ Ｚ戸に負けない仰の火事がめつ ｦ こｾに、さう云ふ色

k な用意が出来て ゐ1=評:で- ありま すが、建物の女nきも其の昔時の智え):1ごり の焼げない土離

itt の建築も相嘗に州司王て居ト 大関に於て大阪の建築は闘東の建築に比して可なり金を掛

りに建 築が出来 1-: って尉りまし 1=。 さう 云ふ闘係も あり 、父其の首時の大阪の地盤は地起

に制して東京の それより 良かつ 1= と云ふや うな ことにも依るのでなし、かと思ひますが . 併

し今日の大阪は其の首時大阪三郷と云つ 1=天満、南 、北の地域よりは殆ど 11 ) 係以上の地

域になっ て居りまして 、新しく 出来仁川Iの地盤は徐り 良〈 ないし 、叉新開地の建築も徐り

良いも のは出来て居りませぬっ さう云ふ風な町に若し一朝非常事が起つ1 : 場合は共の災害



1= るやinl Jるべか らさ' るものが ゐると思ふので .bります O

そこで私は非常時の ことを挺に考へて見1二L 、と思ふ のであ りますが . 唯今の上1r}: 事 費の

活ｦｴｉ ｊｾ 寄民を見ても 、 祈 ｪ に共 の 惨 ｩ 措 Ｑ］ る ｩ 伏況が 似 ばれる の であります ｯ ff it も上海のや うな世

界各闘の 人が集って 、都市生mの幸縮担I未ってゐる 世界の自 由者IIi干l に於てあ〉 云ふ災害が

起 るとはｾＧＺにも恕つてゐなかっ Ｑ こらうと思ひます 。 所 が 世 の 中と 云ふ も のは さ う簡単 には

行かないで、世界でも有名な自由都市があ の災害金受1 d 1このであります 。即 ちあ の木造建

築の櫛 比 しに町が一度び爆弾の見舞伝受げ 、 fl倒111の見舞を受げると 、阿東の大長災以上の

災害金被むる のでゐります。支那ではが1) ｾ こお 気の毒な ことには最近殆ど戦争Ｚ の Ｑｈｾ し、年は無

い位で ありま すが 、 先年北京佐中心にし Ｗ こ有名な Ｔｾ ｬ 主戦がありまし ＱＺ 時に 、 北京 の 建築 の

地下室が非常に好L、値で賢れ仁 、何故か と云ふ と、張作震の軍から 飛行機が飛んで来て爆

弾を投じ? こ ので、i也下室の値が1:J: :!，1こ のにと云ふことを聞いて居りますが. それは漏 り奉日主

戦争の場合に限 らな いと思ひます01政争の場合には地従なとの時と i主ひま して、人 は皆家の

中に 引筑i IJ ，而 も上の方は危いか ら、 どうしで も地下室に這入 らう と云ふことに なるの で

あります O 世界大戦の首時 倫敦が ツエツ ペ リンの爆弾を受 付て、耐 火構造の 5 - G 階の家

が先程のお真にありまし? こやうな 、関害を受けにのでありま すが. 共の時ツェ ツペ リン の

投 じ1: 爆弾の教が大阪の 1 年間に於りる 出火率の 31: 村立になって居ります。大!坂(.;t 夏にな

りますと 、能〈富力; 1 - 存ちますが 、福・の茶ちるやうな時は地長の場合 とは遣って ‘ 大抵家の

中に引込ん で居りますが 、めの冨が大阪の 1 ｾ ｉ ＺＧＮ の ｈｩ 火 率の Ｓ Ｑ 高位都市を襲ふ＿ことしますと

マア ー l見にそんなに需が落ちる諦はめりませぬが 、市民はとうしますか、無論不安の念に

; 格えない こと でありませう 。若 し共の際都市ゆ建物が焼げな いも のであつに ならば 、 まに

幾 らか安心力;W，来る のでありま す. それで倫敦の-m- 民はど うし7こかと云ひますと、 尾上に

土裂 をダ ＱＩ べ 、 共 の 上にワイ ヤ ー を汁 Ｚｬｾ って之を＿防いにと云ふ こと を 聞いて居り ます 。 ゴ とも一

時的の方便で ありますが、日りワイヤ ーに版?慣が中って破裂すると 、 それを?斗;誕カ沖iくく受

ける . さうすれば慣{おは比較的特少な洋でめります。叉悌醍j 四の如きも歴史的に有名な寺

院に横誌な調逸の飛行機が爆弾営砕すことを非常に 心配しまして 、是亦土事業で殆ど全部 共

の1 . t ! J ! : な寺院を包んでしまって 、之を防い fごと云ふことでありますが 、是 等の焼りない建

築です ら猫且是Tごりの 用意をしなげればならぬのであり まして 、列して焼げる 可能性の多

L 、都市で あつ にならば 、斯かる非常' 時に首つては仰に 心配に堪 えな い諜で あります。

御承知で ありませうが 、幕 末の我岡の以態 l公|台度今の支那の ;1火態と問機でありま して 、

宗永 6 年 にベルリが. j 'P-t.1i・けて来 1: 時分の江戸 の' 騒ぎと云ふも のは 、御年寄の方に 聴い て見

ると 、能〈分 りますが 、 それは質に見 られ1= ものではなかっ7このであり ます 。ペルリ は今

日 でこ そ 日 本 の 岡氏に感謝されて居りますが 、 共 の 営時彼は海軍中将として 軍艦 Ｔ 隻ｾ率

ひ Ｎ 琉 球那覇 や 小Ｏｾ ｾＺ J京島 公占領して 貯炭所を設け、ii 立与1をする積りでやって来 1=ので、昼

砲をl皮つ 1= りして脅かし1: のでありまして、全〈無防備の江戸の町は質に上 を下への大騒
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ぎでありました］共 の 後日本 の 宮向者がｦｉｬｾを醒し て海 陸軍 、 殊に海軍にプ ｊ を人れ Ｑ ］ のは共

の御l告でーあります 。又文久 2 ｾｲ］鹿児烏 の 島司 ＱＺ 久光公がｩＢ｛戸 から 閣へ師る途 中、 生委で作聞

の稼士が イギリス人 3 名をI1好りまして 、共 l 人が死にまし仁成 . ｾ Ｎ・ ｾｾ Ｑ 三の文 久 Ｓ 年 の Ｗ 月に

イギリス の艦隊カ; ＷＱｾ 鹿児 ｊ 誌に乗込んで来て戦守 ｩＺｾ やりましにが、其 の 時は鹿児 ｊｌ の 方で

も用意をして ゐて 、大砲も 出来て居れば 、胞子?も 1 2 - 13 筒所出来て居りましにし、久光;

公 の前 の名主費時公がイツ何時どんなことがあるか分 らぬから 、建築物は成るにり i1x ¥し

て置りと云ふ方針で 、大関 家が低かつfこE.tに 、災害は比較的少かつにのでありますが 、共

の時イギ リス の鰍除が戦争 を始める と同時に撃ち込ん? ご犬山の話に火災が起り まし? この' 1- :-:;

時今の東郷さんが ] 6 ￹ｾ で戦争に参［ｬ ｊ ｉｬされましにが 、 向 ふから飛ん で来る尖り弾 の ｊ 威力が な

かなか純烈で 、 此 の艦隊をブ ツ潰 すのに は 、 日 Ｔ ζ も 艦隊ｾｾらなければ いかぬと 云ふ こと

を焔切に感ぜられ 1= ｕ ｬａ ｬ ‘、 てｽ ｾ ｉ Ｎ ｾＮ ります 。 叉文久 Ｓ 年の Ｒ 去年元 ｩ 合元年には下闘が英 、米、似 Ｑ ，、

間 4 ケ岡の軍艦のTi白殿堂受りまし? 二o 此の時は無 論 n4立が惑かつ 1このでありまして 、即 ち

撰 夷 と云ふ洋 で、外岡人と dうれば 、やっ てしまへと 云ふので 、下防lの海岸を通る外閤砧ふJ

砲繋しまし7こ結果・イギリス 、 フラ ンス 、アメリ ヵ、オ ランダの斗ケ岡の艦隊が 17 隻 赤側

闘へ入 って来まして 、 陪 上砲 ｾと 戦 争をし に のでありま すが ・ Ｑ [ 1戦って、li全戦除に上院

され、砲事を奪られて 、結 局 6010)門の大胞を分捕 られ . それは今に戦手1]ri7，と して分 配 しフ

ランス の巴里にも IjJJ -1物館前 lこ陳列されて あるさ うでありま すo 11ft 此の時は下闘の町 を般に

なかっ? このでありますが 、新 しm街を? 攻 墜 し? こならば 、下闘は 1 日にして境けてしま つに

のであります。

斯う云ふ風 なこと が今 円あるとは考へ られない ので あり ますが . 併し若し豆i三ざ戦争と な

りますと 、イツ何時飛行機が飛んで来ぬとも限らない . 現に大阪市は百何高闘の金を集め

て非常時の武(，)f ｾ買はれ＿こ のであ りますが 、 Ｑ Ｑ ｲＭし 此 の 武吉誌が役に立つ時は大慶 Ｇｩ 時であり

ますコそれより以前に首 J") 者は それぞれ適切な彪置を執 られるでめりませうが 、共 の際新

し焼げない家の都市で あつにならば 、我 k はー居仕合せな i伏態に置かれる のでないかと思

ひ ます o 此 の意味に 於て私は今 円都市改造の急: 務佐高 11日し? こいので あ ります 口( 伯手)

一一一一一一一一一一一一. .  竺三! I ! I I l ・園歯固



住 居 問 題 の将 来

日本ill 築 協令住宅養日 j壬

工 J弘 ー1:

葛 野 壮 一 郎

時II JJ が少い やうであ ります から 、 ぷン の心つ きまし七 二三のJiJf ! : 必を申上げることに致し

ます。

我 k は今 日の場合もう一度初から総てのことを考へ直す必要がありはしないか . 即 ち私

共の衣食tL: に小j て' * して何 が本世に必要であり 、やすがJ!!li Yi } ¥で司あるか 、必要なものと無駄な

ものをハツキ リ吟味い仁し まして 、必要なものは 11'，米るにり之を充宜し 、無駄なも のは容

赦なく之を収|徐かなりればならない時代でないかと思ひます。

現在 の 住居建築のｾぷと致しましては 、 ｲｬｬ 上 げるまでもなく 、 家の大 きさＮ聞き、形 Ｎ

2えぴ共の家の音[1分 k k の機能を? 研究し、之に人rUJ と五ふ) - ! _ 比佐首て〉 、最も介理(I"J な又最

も経僚的な家をぱ ｩｩｪｩ り上げることであ ら うと思 ひます。 即 ち 我 ｫ はｾ築会憾のことは勿論

各部分の隅 k まで品roかけ慎重に研究して 、- -11司の2誌をば組織すべきであ らう と思ひますが

併し人間は単なる機峨的生物ではないのであります から 、 ク よ張り我々の精示 ＱＱ Ｑ 生日に ｹｾｱｾ を＿

得ることが必要でありまし C 、H佐単純な機拙的考慮のみで住宅建築の解決は付かないので

あります。

彩、共の生活をば械の線と縦の紘に分けて見れば 、債の線には我 k の衣食住の生1 J i jがあり

縦の棋には我 ｫ の精前 Ｑ Ｑ Ｑ 的な生祈があります 。 此 の衣食住と精 ｾｪｬｬ ｬ 生 活の両方が程好く制 却さ

れてゐる所に我 k の本首の生析が在るのでありまして 、住宅建築の上にも矢張り此の溢の

考慮が中 心と な らなげればな らぬと思ひます。斯様にして建て られ仁住宅に於て皆まれる

生前は朗 にして簡便で あ れ 而して自然的な人生の稜展が共鹿に行はれることであらうと

思ひます D

元米人ｲｊ ｊ の生Ｈ， ｦｩ 在阪維なものはないのであります 口 最初ｾ［ｴ . ー人としての生前で 、月rr百iaj 部
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屋住の生所、下宿生前の時代でもあって 、一つの部屋があれば 、大韓用が足りる D ぞれが結

婚を す ると、 そこに新婚の甘い生活力: 始七子供が出来る 、 それも一人ならば、可いが 、

どん ど ん殖え て 予 ｦｾ て 、 家族と云ふものが出来 、 段 ｫ 生Ｑｩ ￭ ｪ が複雑に なる 。 而も日本 のやうな

所謂 家族主義の園では唯夫婦に子供と云つにやうな ju'j草な諜にはし、かなし、。両親の在る場

合もあれば、叉 兄弟とか、更に従兄弟とか何 とか色々家族として特殊な闘係の人も出米て

来て 、 それ等の人 k が皆それそれの慾望を有って個々に生古f j {df i め、或は肱行をする場合

もあれば 、病気をする場合もあり 、叉子供が大きくなれば 、思校に も過はせると云ふこと

になり 、或は叉日I f f c . 祭日には寄席や芝居の見物にも行寺 、郊外にも遊び lこ出る。均i う云ふ

色 k な生前様式を執る者が一所 lこ暮す謹にはいかない . それぞれ別 k の仕組の所に一つ一

つの家を構へて暮きうと云ふのでありますから 、 それ等に1討する家なるも のは非常に複雑

な様式を生む諜で あります ｣ 叉放行をする尽には佑 犀が要り 、 子供を教育するｾには事校が

要り 、病人の震には病院が要り 、或は叉色 k な娯楽場も要る 、斯様な建築物は之を f-l: 宅 建

築から切離して 、公共建築物として別に JIX倣って居りますが、彩、共の考; から云へば 、是亦

住宅建築の一つの延長であ らう と思ひます c 例へば1M簡にしても 、放舘で寝る共の主主が自分

の家の寝室の延長のやう であり 7こい 、 どうも日本に出来るホ テルなるも のが兎角繁昌 しな

いと云ふことを聞きます が、 それは矢張り一般の日本人の生爪習慣と日本に出来るホテル

の習慣が違ってゐると云ふやうなことがお、は一つの原因でないかと考へて居ります、兎に

角さう云つに色々の附随しにものが矢 張 り住宅と斡援な ｾｬ 係を有って相闘聯して弦達して

行かなりればならぬ諜でありますし、住宅と致しましでも 、大邸宅もあれば、中流の住宅

もあり 、或は小住宅 もあって 、最近建築協舎で主催して居ります様ケ正や大美野の住宅博

覧舎に出てゐるやうな極〈手頃な住宅も必要で あれば、 又均i搬な 都市になると 、長屋建の

位宅も必要であり 、或はアパ ー トメント のやうなものも段 k 要求 されるやうになり 、或は

別れも要ると云ふ譜で 、建築の形成はスタ イルと云ふ やうなものも 我々の生所榛式が極 k

複雑な震に叉様 k な極別が{j: 宅建築の上に現れて来る諜であります 。故に一口に tl:: ちと rll

しましでも 、其の内存は非常に種別が多い語であります。而も斯様な生前様式か ら来る種

別が多いTごりでなく 、更に回るのは 、此の 世の中には不幸なこ とで あるが 、非常に貧富の

ミギーがあって 、 それに依って叉白から共の 人 々の住宅に劃する慾求がそ れそれ違って予k る。

即ち延 ｾｪｩ 100 主F.とか 150 上'1'- と云つに儀な大きな位宅でも狛且狭しと感じてゐる やうな方が

一方にあるかと思へば Ｎ ｾｊｾ の反主主 ｪ には漸＼ 10 茸l' に足りない やうな 小さな住宅で十分満足し

てゐるやうな人もある識でありまして 、此の貧富の相違 と云ふ こと が疋 に色 k 住宅の種別l

に色づりをしてゐると云つ 1=やうなことが住宅の笹際であります。

知 ￭ｬ 羨なものを Ｍ Ｇ Ｍ ｫ 研究して行きます 上 に於て 、 現 代として 共底に何か住宅 のＩ ｾｾとして

j淀も共iE 性の ものをば稜見しなりればな らぬ。そ れは卒? こく申上げれば 、大きなものでも

小さなも ので も努めて簡単にして便利なも のにしゃうと 云ふ ことが 、今 日の住宅建築の上



に於げる最も普i ! 量的な 』・つの Jきでなし、力加と 思 ふのであります。而して此の! I、宅建築のうf め

てI i IH更にな らう とする ftfi 向に釘 して披も有力1i. 材料となるも のは 住宅建築の上に於りる新

しい 佳築材料の進/1¥であります。即ち織とかコンクリ ー トとかli背子とカ〉云ふ色々な析しい

土ｾ 繁 材料 が 住宅建築 の 上 にも［ｾ の 他 の 公共主主築に於けると同じ ゃう に段々進 ＯＱ｜ して参りま

して 、住 宅の形なり版式なり又共の内存等にも色々な鑓化を興へつつあるやうな; J ) 、 ijt であ

ります 殊に銑筋コンクリ ー トの住宅陣地の上に及す影響は非常に大きなも のがあ り、始

ど革命的に住宅の枝隊舎をきへてゐるかの如〈考へられるのでありますむ

今日我問ではまに! 1:宅建築と しては . 共 の 手押さ、或は値段が安くて 、辿 < 1+¥ ｾｾると云

ふやうな 、色々 の理 111の 下に、 先づ本jj !i 建楽を? 以て原則として 11. -り ますが . 先長IJ も波江氏

力" 百されましfこやうに . 少くとも大阪の如き大都市或は共の1付近に於ける ! 七宅としては .

鋭、に情柴せる住宅亙 l或に 於ける 住 宅としてはとうしでも 不燃質防法でなければな らぬと 思

ひま す。間l ち住右 i主築も矢 fE り他分公共建築と同保是 11:; とも !耐;J 耐火と云ふ立場か ら共 の

材料隣 ｩｩＡｴ 等も ｾｪｾ 告されるべき汚 Ｚｦ ごと考へるのであります Ｓ 銭筋コンク リート の ｛ Ｑ Ｚ 宅建築 の

1-.に及ぼしてゐる路惇の最 も蒋しい !)}i ｾま Ｎ 従ポ の ＫＺ込 Ａｴ 或は ｷ 瓦出と云ったやうなもの に 比

べて 、 ｲ，Ｚｩ ｦＺＺＺＡｾ のものの ｊｬｩｺｴ 段が非常に向 ＱＱ Ｑ になっにと云ふことで あ ります ο 即 ち専ら桂で組て

の ロー ドを持t: せる闘1系上、 聞は単に仕切に過ぎない 、随って窓をどんな恰釘にでも 思 五、

やうに白 山に設けら れるし、* . がー枚の板になって ゐる |持i係 上 、 1 階と 2 階或は 3 階 と 云

つt: やうな各府に 於げる 間取が極 めて白 山であって 、 ｆ ｾ 二 五つ の 仕 切 を取り Ｎ 上には 七 つ

の仕切を取ることも /'IJ，米れば 、ll-¥l < も回角〈も それそ れ思ふ や うに仕切ることが出 * る。

叉コンクリ ー ト建築は加のやう なも のになり 、向然平日棋になる闘係 1二、屋上の 利用 と云

ふや うなこと が住宅建築の上 に一つの新しい フイチユアを現す諜でめります。従来我 々は

構迅ーに支配されて 、非常に mJ収の不自J l I { f / 必じてゐ f: ものであります が . 餓 筋 コン ク リ←

トに依 る新しい構迭の住宅で‘ は 1m取に針して非常な 自 111 ｾがある の でありまして 、 是がお ｦ

しい住宅建築の上 に於げる最も特見な貼でー あらう と思ひます 。然るに 出来るにり狭い面積

に川ういる f: (rj 有効な間取をi I t らうと云ふ こ とは一般 の住宅 として殊に大切なことでありま

すから 、其 の品ll に於て間取が合理的に 思ふが催に 11¥米る と云ふ こと は最も都合が好い詳 で

あり ます。

ＧＯ￭ Ｑ｜ 伶 ｬ こ於ける尉 ｛ 七者の大部分は矢 ｉｪｬｾ り借家ｦＺ ｦＺ ゐを＿して出ーる 人 ｫ でありますか ら 、 それ等

の 人 ｫ は ＯＱ Ｑ 米る ｦ ごりＧ￁い家賃に於 て ｉＺｬＺ ｬ， ｾ ｾる ｔ ごけ腕い有 効 な家を 必 要 とする のであっ て 、 無

駄がめってはな らな い 、 共 の ｊＡＡ ｾ 駄をば省〈 上 に於て叉鍛筋 コ ンク リート 柿 ｩ ｩ ｅ は 非常 に 使 ｲｩｬ ・

{ f 興へる諜であります口而して都合の生活は益々我 k をして疲れしめ 、或は前'1
1経を? 傷める

{可1向があると云ふ こ とは何 れの岡に於て も共通しf: 都合生前の一つの現れで ありまして、

都合 の居住者はりj めて 自分の家の 中にけで も少し務つげる こ とが必要であります 。而も多

数の 人の家主云ふも のは到 底，存ついに気持になれる何ゆっくりし f: ものは輿へ られないT見

4 9
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献でありますから 、之 を特殊の考案、特殊の構造の本に改良することが必要であって 、共

の改良法としても銭筋コンクリート構造に依れば大間それ等の問題が解決し得ることであ

らうと思ひます。

ｘ 住宅建築の最も業 ｲｲ しい ｦ ｾ ｩ 向 のーっ としては 、 家具を建築と 同 時に 或は 建築 の一 部分と

して考へる ことであ らうと 思ひま す。必要な場F ! J i ' に必要な家具を世〈と云ふことは従来よ

り考へられ1= ことでありますが . 或は衣裳棚、或は食持棚 、或は書籍 棚 、其の他色 々な家

具類をば、 どっちかと云へば建築と切離して考へ られ 、叉それ等のものをば考へる一つの

専門家もあると云ふ謹であります ｯ 併しなが ら 前述 の 如〈 一つの零 債をば出 企 ｾるにけ有効

に使ひ . 最少限度の腕さ の所念品大の能率的に 利F! i しゃうと云ふのには 、出来るにり無駄

なものを省主、本宮;に必要なも の をlふ必要な場所に世く やう にしなりればな らぬのであ

って 、 ぞれには矢張り家具の ことも建築と同時に建築者が考案し . 叉建物の一部と してそ

れをi生り上ぐべきも のであると云ふ ことが今日 ;最も合理的な考として行はれてゐるやうで

あります。現に私共が住宅を浩り上げましでも、日本風の住宅であれば、出来上ってか ら

鐙 笥の置場が無いと云ふ やうな こと があっ 1= 'J  ｾ 或は西洋 風 の普 請をしても、ぞれそれ の

道具の始末に悶ると云ふ やうな ことが随分あります が、此の家と家具と云ふも のは言ふま

でもなく離す ことの出来ないも のでありますか ら、共の1111に山司王るにりソツ の無 L、やうに

油首に按排する ことが必要であります 。又家具と云ふも のは禅山あれば 、十分の! 日をなし

て可いやうなものでありま すが、世際はあり過ぎても困るものであります。私は常に感じ

るこ とでありますが 、日本風の住宅では. j 1 p入 と云ふも のが非常に重買が られ るやうであり

ま す 、 所カ［ｾの ｾｲ ｰ 入が多い Ｑ 誌に家の中が却て不整理に了って居ると云ふ例が片 ｊ に多いと思

ひます。 何 でも彼でも無駄なも のは皆 ｾＧｊＱ 入 へ叩き込んでしまって 、 それを整理することを＿

忘れ 、官に種 k 様 k なも のがcl' J 1込め られてゐる のが普通 であります o !!il ち日本の在来の家

で最も大なる扶黙は 、 必要なるも のを 入れる必要な戸棚を ｗｴ いてゐることで 、 唯単純な ｾＧｐ

入と云ふものがあって 、何でも彼でも其庭へ1'P詰めて世〈と云ふのが一般の習慣でありま

す。北も 此 の傾向は日本にけではなく 、外岡に於ても物入や戸棚が深山あるのは家として

非常に重賀なものであると考へてゐる人が多数あるやうであります D 併 し官余分なも のは要

らないのでありまして 、妹に今日は要らないものを持ち得る程裕な時代ではなし本賞に

必要な もの1:'げで暮さなければならぬ時? ごと思ひます。従って本首に必要な家で 、本宮に

必要な家具が必要な場所に世かれるやうに考へなげればならぬ。それは恰度 人と 同じ こと

で、哉ち才能の優れ? こ立祇な人でありましでも 、其の人が本11; に油首な位置に世かれない

ｾｒ りは 十 分共の用をなし得ない 、 此の 世 の 中 には随分立派な才能を有ちながら無意味に死

ん で 行〈人 が可なりあるにらうと想像い Ｑ］ しますが 、 住宅の ｱ ｾ に於ける家具も本首に必要

なものが必要な場所に在ると云ふことが最も緊嬰なことであって 、 ぞれ以上に飴分なもの

を世〈必要は無い のであります 、所が 日本)j，lのノl、住宅で・も今 日は洋室の一つ位設けられる



のが普通でありますが、入って見ると 、多〈は椅子やテ ープルでーぱいになってゐて、辛

うじて共の間営坊をうどして通ると云ふやうな現欣でありますが、 それでは家具が部屋を邪

肱してゐるやうなものであります。 1計f速の通れ住宅としては自分の部屋の真中に坐って

蹴びりし仁気持で決つりると云ふのが肢も必要な ことで ありますが 、さう 云ふ意味に於て

も家具の議備は常に住宅建築と同時に考ーへなりればならぬ最も大切 な問題で あらうと 思ひ

ます。

更に住宅建築の上に於て近頃最も l喧し〈 主体 され、叉必要なりと目されて ゐる ものは御

承知の集合住宅て- あり ます 。而も今日我聞に於ては現に此の大阪市の如きもホンの見本的

なものが二三間来て ゐる にけで 、 ま1=一向 それ らしい建築は出来上って居らぬ諜でありま

すが 、是は早晩どうしても程遠しな ければな らぬ一つの住宅様式であらうと思ひます。極

〈小さな面積より nlひることの lfI 来な い土地の上に平屋や 2 階家のやうな ものが ミツシ リ

糊比してゐると云ふ やうな こと は、どう考へて見ても決して健全なやり 方では あり ませぬ。

之を ・¥1:鰐的仁和lみ上げて 、jlt;i首 なる空地主? 設り、叉震災や火災に劃しでも安全なやうな構

遣の下に 、安心して住み得る やう に赴非浩り換へな ければならぬのであって 、此の集合住

宅の建築と云ふも のが段々各方耐 の人に依って注意される やう になり . 叉荒い建築家諸君'

め最近の興味の中心が段 k さう云ふ方面に 向って行ってゐる ことは非常に結構なこと〉し

て私は慶ばしく感じて ゐ る諾であります c 大韓に於て私共が今までに;取扱つTこ経験から申

上 げても 、大多数の人が負携し得る費用 の範悶内 で最も気に入つ7こ愉快な家をiii ると云ふ

こと は、今日 の場合先づ不可能でありまして 、集合住宅の張主主しな いのも 共の賠であらう

と考へます 。卒? こく 言八( ; ; f コンクリート迭で丈夫な立 j民な家を抗- えても 、普通の長屋建や

それ に類似しにふで拶jl はれる やうな家賃の範囲内 ではどうも経営者として算盤が持てない

矢張り坪 50 InJと か 70 厄l とか云ふ安い値段で長屋のやうなもの を建てた方が遁に利益が多

い、さう云ふ諜で 、個人或は営利岡惜の営利事業としての住宅建築はどうしても 今言つに

やうな様式のもの になる のでゐりまして、是は日本? ごりではな〈、肱米各国に於ても同様

でありま す。是等の こと は是非何とか通話な方法に依って一 日も早〈解決をつりられな け

ればならぬ大事ーな問題であると考へますが 、今 日狛 lま斯う すれば可か らう と云ふ適首な解

決案が考へ られない ゃ うであります。叉我閣の都市の経営者或は行政官などの頭の中には

さう云ふこと の必要なことす ら考へ られて ゐな いやうでありますが . 是は一般都市の生活

者の矯め非常に不幸なことでありまして 、是非此の方面の青| 霊があって欲しいと思ふので

あります O

人間と生れて此の地上に生活する限りは、 誰しも平等に新鮮な空気を繁み 、叉温き日光

に浴する機利とも申す べ きも のがあ る諜であります、所が不幸にして多数の人達は絞り日

にも首ることは 1"11来ないで 、鹿撲にらけの汚れ1=空気の 中に行1) に不健全な生析をしなげれ

ばならぬ ‘ 共 の 住宅 の敷 地としてはホンのｾｬｉ ｩ の額 のや うな狭いじめじめし仁不衛生極まる

51 I  
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土地より輿へ られないと云ふ詳で ありま す。是 は ど tフらから考へ て 見ても 、』・日 もl r q イIIJ

等 か の方法で修正されなければな らぬ最も大きな問題? ごと 思ひます 。此 の黙は我々技術 者

として 、 それをどう云ふ風にどう 云ふものに浩り 上 げ . 叉 どう云ふ風にすれば所期のもの

が成立ち 、 さ う云ふ計 霊力: 賞施される か技術的方 l白[ からも制筑すると共に 、ス批 伶の 有 識

者がそれを質現するこ とに努力されるやう矢張り建築家の立 場 か ら 迫 kffrt 舎に封して交渉

しま すこと が今後 の住宅問題の併決上最も必要な問題であ らう と思ひます。

古来衣食込 って ｩｪｬ 尊 節 をｾｾＺ ｜Ｑると云 ふことが云はれて居りま す が 、 矢張り家らしい家に ｻ ｩ ＭＺ ん

でこそ 初て人間 らしい心が起る のにと考へます。 rあばら屋なれども 平治 がu二家」と云ふ

古 い 文句がありますが 、 どんな家でも自分の家でなければ孫つきませぬ o J j : 減な家の奥トI':

放で立汲な御馳走を食べるのも結構でありますが . 自分の家でなければ決 つきませぬ 、前

itJt lilfl 謝 に 包 ま れ お 茶 漬 を 食 っ て ゐても 、自分の家作好いも のはありま せぬっ それ が今よ

りもっとユケj 辰な完全な家にで1:: むこと力 ;IH米るやうになっ1 : な らば 、-_- 居決っく 心持 も 深い

謹でありまして 、是非 さう云ふ風にし1=いも のにと思ひます O 此の患li ，j c に於て本首に世の

中の鰍 て の人が幸闘 をl床ひ得るに は住!;止の整理と云ふものが最も重要な 役目 を有ってゐ.る

と云ふことに御惚蛍願ひまして 、 今後とも待｜ＩＱ［ ＱＱ 究を進めて拙 ｾＱ こ し、と考へる次第で あ りま

す。

英L '簡 単で あり ますが 、是: で御 免 佐裳ります。 ( 拍手)

濁ｾ・イ自林・シェルハウス 設言| エ ミー ル ・ 7 ア ー レ y カ y 7' J¥: 
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土 木

将 来

制 ｉＧｾｉ 法人満洲往築 Itt 'sl" i .成治 LI

不-I 田 茂

此 度御首地の 日本建築協合の創立満 15 年に首りまして 、遊日/ i 円かに互って大舎が{ 起きれ

ると L 、ふ こと で. 満洲からも計主力令if; I-i ¥まして 、J之さに各部のfmしを拝見し 、叉その日頃の

御事業の賞際を悶察し度いといふので 、今問私が勉強の筒に 例l伺ひ1 ¥-¥上げることになりま

して 、 其の旨 Ｗ 象め御通知申上まし ｦ こところ幽 らすも 斯 ういふ大計 ｉｾ ｩ＾＾ ｲ 舎 の ｬ 乱 Ｑ ＭＮＨ こ於て 、何 ＱＩＧ

f鵡洲の建築土木の純米に就し、て論; Mをする械との i3'l J要求 を受けにのでめりますが 、此 のII¥J

題は時 節柄、 満洲の建築及び土木の牌来はどう云ふＺｴｾーな見込かといふ極くあっきりしに作 ｾ ｊ

Ｇｦｦ 問であらうと心得まして、共の ｪｾＱｊ 質問に舷へる震にはどういふ風にお話し申 ｊ 二げにら可

いか ‘ ゑj論徐り 長い時間の興へられやう筈もない場合でありますから 、先づ鉄道の ことに

ｊ＿Ｎｴいてお話を申上げますならば 、 鉄道は大開土 木に ｊＧ＿ｾ するも のであるかも知れませんが 、

同時に叉建築の こ とも並行して進むものでありますから 、 従ｾｾの蝕むと現在及将来のＡｕＧｘ迅

百十脅: に就いてき' っとお話t ' ｜ｉｊ 上 げることによって 、 今後のｬｗ ＴＱＱｈ 土建 ｾ ｬ ｾ の ｊ 伏態を ｾｬ ｩｉ持 ｫ 見詰・を

やJ' けて戴〈こと が出来ゃうか3・11 らんと 、かう考へて先づ今同は餓道のことを主にしてお話

I¥U -.げて 、私 の責をふさぎ度いと 思ふ次第 であります。

現在満州' I l こ於 げる収ー設の鍛迫は 、大 小併せて 20 有飴線、共の粁砲の純計は 6，166粁 で あ

りまして 、之を? 共の資本及経管の上 より大別しますと 、日 本 .'1

1

1'1樹の もの、 3くは日本借歎 、

3L棒 、或は 日支令耕等のものが 2，'322 粁 、露支合*9'iでやって居りますもの 、 即 ち東支 3 ｾｊｾ＠

共他が Ｑ ， ＷＹＰ 粁 、 支芳 Ｑ｜ 自ら絞倍して Ｉｉ ｊ ［ ります鎖道Ｈ 即 ち 、 政府 自ら経営する Ｉｗ ｩ｜ ｩｾ 官郵ｊＧＨ の も

のを主にして共他併欺的のものや 、官民令妙iのものなど共の内科 、性質は彼雑して居りま

すが) 2，054 1 - 干であります。

ｉ 有 ｪ し て此等の既設餓道の外に 、 支芽 Ｑ｜ に於ては認に掲げましに地闘に依って ｦｾ Ｑｊ 斑になりま

5 3  I  
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す様に 、 第 ｬ 幹線 、 第 Ｒ 幹綿 、 Ｑ ＮＺｲｾ 3 幹線と稿する 3 大幹糾を計千件し、? こしまして 、之{ f 繋ぐ

に更に蜘株の換も 1= ｾならぎる程に ＪＧ ＱＱＱ かく所謂鎖道網計訟をエ ＱＺ てて肘 ｌ のであります。 即

ち従来のボ ーツマス僚約或は之に 'i I績〈日 前満洲善治協約、或 は官i蹴象 5 餓道協約とか 、

それを更生し1=揃袋の 4 餓道協約、或は叉最近 の山本紙訟がJ IH牛耳と締結しましにおI " i l縞荻

5 餓道契約と L 、ふ隠な計f 協約に釘して 、支m; はPff んと共の全 ;"1¥を?泣jメして 、お か にか い 、

ふ聴くべき計妻子を建て 、 ｦ ｩＧ ｲ￭ かも活 ｊ 々をの貨｝売を急いで 、 豆長は ｬ ￬ｬＨｾ鎖線に到する並行総を政， ｩ 立

しTこり 、f昔欺契約に反して前渡金を踏倒し? こり 、色々な鄭t鮮を付りて本契約をイミ締結 の{帯

此置し7こし或は叉{ 段約をJ ! ! l i腕して . 金 〈絹断専行的に各) i Jrに餓道を孤立( fl 本属J i 寺の抗

議をも府 ｩ み十ですＩするといふ犠なｾ ， Ｇ［ＺＧ ［ｉｊｾ 力 ［Ｇ ｊ I結いて米 fこのであ りまして ‘ 従って l' 指I州事' 鐙

の勃稜するまでに此の鍛道問題が多年に亙って非'H? に紛糾 してゐ1こことは改 めて此庭にI j l

上げるまでも なし、 こと であります 。

さういふ詳でありまして 、 こ〉に此の太い刻、おii で表されて民ります幹線の} j 人態 を御寛に

なりますと分ります椴に 、言ふまでもなく是 li iN' j餓械を! 院ill しゃう、之を有名 11!¥賓 の il 械

的 のもの にしゃうと ｌ 、ふ のでめります。 若し止 ｉｾ の 鍛遣が支那 の 計課Ｚ通りに遂行されますと

無論大辿の主葬祭は胡成島の繁栄に移 らざる を得ない のでありまして 、i雨鎖線の女f I きは全 t

有るも無いも同じやうな ;1た態になって f土舞ふ識であります 。

乍併幸ひ今聞 の満洲事件の勃積以来皇軍の機宜に過す る大 j円躍によ りまして 、此のj伏態 、

此 の傾向と不安とが一脚! 泉佐致しまして 、従 来 日本力: 日支間の種々なる僚約及協約の F に

於て獲得しに畿道其他 に閲する利権力: 次第に復活される見込が付いて来1このであります。

市 して此の事件に前後して我が閤の首局、識者の聞には早〈も満蒙に於げる鎖道網計 j l に

深 甚の注意が抑はれる様に なりまし7二が 、私は今之を便プ1: 上 、第 1 WJ 計妻 、第 2 期計賞、

第 3 期号|主主 と分げてお話し rl cl 上 げ度いと思ひます。

第 i 期計. ［ ｾ Ｎ ｾ 棋といふのは 、 北浦に於りる経済上 、 交通上の大 中心 を 日合爾 ｾｩ と認めまして

此の日合商賓を最短距離を以て海港に結付り様とする のが 共 の 主ｮｊｾでありまして 、 即 ち ｈ 合日 ｉｾ

3支より此の五常を経て古車対fR上の一地 貼? こる祉法といふ所に出て 、吉敦線によって敦化に

到り、 敦 化 より ｼ 箭 Ｑ ＱＱＢ ｬ ｩｬＺ の北［ｾ ＮＺ に達し 、 更に江を＿渡って朝鮮地域の自Ａ｛設銭道によって雄恭に

到 し 更 に 目 下 築 港 計聾進捗τIJ の雑i =1!: 世に出ゃうといふ t¥-j- 聾でありまして 、在l 賓紘( 260粁 )

敦脳級 Ｈ Ｑ ＹＰ 粁 Ｉ Ｉ止ま Ｑ 特例 ｪ ぷの三つ であります ｏ 吏 ｬ こ ｴｲｾ 1 期計Z12の中に考へられてをりますの

は哨爾賓以北に於て 、此 の葬f克 紘の裕端克山と 、此 の11子海綿の北端海倫とを繋ぐ 、海克MI':

といはれてをりますも のが 180 粁、今一つは此の間島地方 の延吉より北行して 、法，:..{本に 王

る延海綿 、 延 ｪ 毎械を史に北方へ延 び て 、 松花 ￼Ｚ 中流のＱＺｴ ｾｦ 拍に Ｏ Ｚ ＱＭ｜ る ＵＰＰ 粁 の ＪＩｾ Ｈ 延海線は ＲＶＰ

粁であります ) で之れは牡丹i. 1:の上流地方に於げる森林及 びその下流の卒野開拓に使する

鴬のものであります 、更に今一つは長春より西北扶i捺を経て此の太賓といふところに 1+¥る

212 粁の線でありまして 、えーは所謂 山東 5 餓 道中の長太線と いふの に時々一致するも ので



あります。扶徐は北i備の官官11でありまして 、現存入門 100，000 を有し . 1 f ! 支線以南に於て

批も吐沃な農耕地を拾え、 ｈ つ松花 ￬ ｟ じ の Ｗｫ ｩｩｬｬ の 使をも併せて ［Ｑ 守米有望 の 者 ｾ ｉ ｉ 市でめります 。

以上の 7 紘が大関UP1J J l 計712のIj -' に合まれるも のでありまして 、全長 1，350 粁であります 、

今似に 1 粁首り の工! f { 100，000 1ft ! としますと総工費 J 35，000，000 Ul1. .1年 300 粁宛建設する

ことに致しますと今後 5 ヶ年を要することになります。

＿ｊｾ＠ 2 期計霊上の2-1¥1 は吉林と五常問を結ぶ 160 粁でありまして 、是亦例の山梨 5 鎖迅 rll

に含まれてゐ＿こも の であります ｯ ｾＱＲ は此 の 新丘 Ｑ｜ 炭坑をや 山総 に紫ぐ約 ｊｏｏ 粁であります ｯ

ｕｾ＠ 3 は現在問原 、同盟問に於ける問! と巳線といふ のが車叫必でありますから是をスタンダ ード

ゲーヂに改める計査で あ ります .. ｾＺＮｲｾ＠ 4 は例の打通紛で有名になりましに illi 遼より lJi- J岱を経

て林聞に 到 る ＳＵＰ 粁 、 及 び 林 ｐ Ａｩ より 赤 ｉ ､ 争を経て主 ｵ 山 、 ｩ ｬｩｊ ｊＩ Ｇ､Ｗ ｉￇ ｾｾ に ＯＱＧ ，る ｦｏｏ 粁でありまして 、

共の総粁程は 970 粁で あ ります。

以上はU} 1期、2- fS 2 期のiil -i [ で ありま して ‘ 共に餓道の本氏上経済的見地か ら立て られ

?こものでありますが . iiE等の3官僚の順次位試せられ1=場合Jj; の問防上に7 J . ぽす機能力: 如何

なるも のであるかは れ仰の仰判ゑrr に委せて 十分であると，目、ひます。

きてti'13 期計聾は主 として問防的のもの であ りま して、即時渦洲の 中心から 北. 阿、市 、

以の岡上立方面に1'1' びるも のであ ります o ＱＱ ｛Ｑ ち 共 の ｾ｜ 1  ( 立公J l { 支持rs ｦｬＡｾ の 計量しましに第主幹

紘に沿ってゐるも のでありまして、先に; A ; べまし1=第 1 J1J li l-i -i!山il cl-' の似てI話jから 松花江に沿

って北行し、;思ii b. LI じの路 ilfi ハバロブスク の剖j 予主主ill に達する 650 粁の机であります、引5

2 は済々 !治繭か ら更に北の方へ迂tuで、以前総即 ち鰍r1: 、成五1:- を経て、ブラゴエ チエンス

ク の 釘 ｩ 孝 黒 ￯ ｩｬｦ まで延長し、 Ａ ｴｍ より更に北京へ廻り 弔 Ｚｦ ， Ｇ ，Ｇｽ卜＿ を 経て海Ｇ命に下って米る［｜Ａ￢ ｩ 立 中ＺＩｾ

約 1，00 Ｉ粁で あ ります 。 此 の二つ は北方問民 作備 に闘す る 凶防 ｾ Ｑ ＧＩ ＵＧＺ純で あ りますが 、 次に

IJ qの方に 於 きましては 、此の挑京紘 ( rl-' 村大尉の遭難せられにるは此の訟で ゐ ります) を

延長 して満州HHに/1¥る500 粁であ りますD 南の 方では通遼よ りIl rJ 件、 赤峰を?経て熱Mに到

る ｓ ｏｏ 粁 で あり まして 、 ｦえ Ｔ止 ＭＩ 又と 支芳苅那 ｼ日 ｩ の 訂 読し Ｗ仁 Ｚｴ 却 ｊ口 ｓＲ 幹む斜紘 Ｚｪｾ に 一 致 す るも の で ｴあらります 。残 る ｉ米 i以4  

の方に封する問防防- 計計:.却!口1

撫怪をを?経て1車朝i)羽)1(f¥鮮下の問l境完必必‘ 山鋲 に訓 る80叩01粁:午Fのt線泉]及え びナ撫挺鮒制JI附|似削よ り 興京 、 ＿近逝 ｦ 化をを ＿ 綬て ＧＱ鴨ｼド附 ｬ時鳥紘 ｩ江 ｊ正 ｾｊ 岸 Ｋ苧 ｦ の

j洲梢i油! リ市! 日} 鎖といふところに 1川1¥る300 粁で 、専 ら問防上 より児Tこる朝鮮北部と の辿料金考へ1= も

のであります、充:等諸制の延長は従に 3，町50 粁で あ りますの

以 ｬ 二 ＱＱ Ｓ 主 ￟ べまし仁 、 ｕｾ Ｑ Ｉ 朝 、 ｕｾ Ｒ 明 、 ＲＭＨ ｐ 期 の 計 ｪ ｟ｮ ｾ の 全延長は ｇ /l 50 ｾＮ千になりますか ら

先に申主 ￟ べまし Ｑ］ 如〈 、 ｱｆ 首り の工 ｾＧｩＺ 1:' 100，000凶と しま すと共の総工費が 635，1I 00，00U 闘

で一年lこ300 粁宛建設 するも の とすれば 20 年 を要するとい ふ諜であ りますが 、時期のrgJ 閣

に就いては容易にー飯島町を許さ ぬ ものがあらう と思ひま すカヘ・凡て 渦袋のA 要性に 鑑み て、

恐 ら〈活 k j_s捗せ らるるも の と見て器支ないと存 じます 。

之れまで申述べまし1=諸計 :fJ l 紘は 、ゑj論司王銭前より既に共i立の人 k の間には十分考究さ

れつつあっ亡率では あ りませうが 、ぞれが今回の事鎚により叉満洲問の ii1J 建によりまして

愈々帝問 の 渦袋に劃する特殊的 の 他益及帳史的 の 利付 ＧｉＡ かＨｩ Ｇｻ ｬ Ｈｾ Ｎと せ ら れ 、 叉共 の 行使 の 自ｊｬ ｉ を

5 5
1  



1 5 6  

得るに到つ ＱＺＺ ので ありまし てＮ忽ち ｮ に共 の 賓現を ｪ ｲｾ 急Ｚ < ' ベき時期が到来したのでありま

す。此 の重大時換期に普廃して経済上、政治上、 関防上其等凡ゆる 方面からの要求に隠する

べく在来 の ｾＭ ｉ 霊に若干 の鐙更は 今後共めることでありませ うが 、 現在建設に 着手しつつあ

る幾つかの悦に就いて極蹴11告を 申上 げれ、と思ひますっ

先づ第 l 期計Ａｾの主 ｦｬｦｾ でありまし仁 、日 合商策を＿最短 距 離を以て海 ｩ 住に結ぶ計輩に基くも

のでありまして 、目下工事中のものは敦化 より闘f門江に達する敦闘線 180 粁で 、本 年の 5

月起工して来年の R 月頃までに完成の議定になって居ります。 2 匝を 8 匝に分りて満洲の

請負人主内地か らi:lli 131 しfこ請負業者いこ分割して請負はせて官ります I 共吹は同じく第 l

期計聾に述べまし仁 、日台繭3主主? 吉敦税 に禦ぐ抗賓紘の 260 粁でありまして、来年 7 月頃ま

でに完成の議定と問j ｾ、てをります 、 共ヨたは海倫と此 の 克 山 とを結 ぶ 海克線 ｊ EO粁の米完成

線の完成工事ーであります O 此の附近はがf聞で御 承知の虫n<  ，指分Wli)iRの脅威力 2 ヒドイので可

成困難を感じてをりますが、之も本年 8 月頃起工し. 来年の! ) 月頃の完成と聞いて居りま

す 、 距離 の 短い剖介に期限 の長 いのは低設部分に於ける有 ｮ 修に相賞 の 日数を嬰するｾでは

なか ら うかと考へます 。是等の線、工費は大約 6，100，000 出|であるーとの事 であります。最後に

もう 一つ 朝鮮地域に這入 っ て 、 此 の 雄基と新泌繰津とを結ぶ雄維 ￮ｾＮｾ でＭありまして 、 是は級

長ｾの築港を，ＺＱＪって居りまして 、 唯今か ら Ｘ 年度 へかげで の 珠算が約 Ｖ ，円 ＰＢ ， ＰＰＰ 除 Ａ と聞いて居

りますが 、年々制 L、て数百(Jf，闘の工事が槽紐されるであ らう と考へます。赴等は只今の とこ

ろ凡て満錨に於て共の建 設 に 首 る こ と に な っ て 居 ト 以 上の綾な次第でありますか ら、之

を結論的に申しますと 、 治 Ｑ 袋に於げる建築及び土木 の 将来ｾ ｦｉ何 といふ問題に劃するお答と

しましては、 三巴'，it ; l) 者1I 市の建設としては言ふまでもな〈新京を主として之れに型いで奉天

11台閣賓 、吉林. 内々や繭. とそれから新海港として繰津は充分将来あるものでありませう

叉餓道に於きましては前辿の通り此等の都市を凋辿結する諸紛の建設と更に j前 i!i 第 2 期 、

UP期と赴亦将来見込のめるものと言はなりればなりません 、斯〈の女n< して 、満蒙に於

げる土建 界の 中心は予告うて以J ヒに移動しつ〉めることは明 かな :j;H宜であります。

ｩｩ 史に 叉是等の諸餓む百十 ｪＱｽ が 漸次官現せ らる〉に従ひ 、 露支合完ｾ Ｎ の 東支 三線の 終Ｊに如何

なる影響を興ふかは自ら明かな ことで ありまして私の誌に明言する 必要もないことで あり

ませう それと同時に文那の計聾しまし1:: 胡躍島 中心第 l 第 2 の大幹線た1:藍は事在は主主:18め

維津を侮港とする北浦主要者11市を連結する幹糾に代 k 敦賀築港の進惨と相侠て、日浦辿

耕の新交通系統が官現することになる のでありまして 、i'J J: 宮島 中心とする支那計霊の幹線

は以上 の諸線の )1)¥況に l'il¥じ油a の鐙更が加lへ られつ〉 何れは質現されることになる? ご らう

と考へ られます 、やすれにしましでも近い将来に於て満鍛以及大連継なるものは従来の様な

狐内的な繁栄! 切は去って行〈のではなし、かと想像されますが 、 日湖南閣の大局より見てむ

しろか〉る時代が来る こと が却って此の雨閣の満裁に於げる世勢力の jけIJRを澄抜立てるも

のであ ら うと考へるのであります。

以上 道Tご不徹底でありまし? こが 、満洲今後の鍛道網の ことを申述べこれによって 、f品袋

土木建築の終 * にまJ する見1訟をつけて Jft き度いと jルU、次第であります コ ( 拍手〕



世 界 の

様 式 の

建 築

傾 向

京都'm凶大皐政j受

工 号 追 悼 ー1:

武 田五

題目が甚Tご院汎に亙りますので 、到底詳し

いことを申上 げる時間もありませぬが 、先づ

現在世界に於げる建築の儀式なり形なり或は

種類なりが大韓どう云ふ )Jll1i. 傾向を辿りつ、

あるかと云ふことを極〈簡単に l和上げて見た

いと ，思ひます。

一間建築と云ふものは . 私が取立てて巾上げるまでもな〈 、第一に人間の保陸上即ち衛

生上の生活力 2完全に行はれると云ふことがJ誌も大切な のでありまして、此の目的が完全に

遂行 きれなげれば、建築の値打は無いと思ひます。 53くは保安の| 問題でありまして 、如何 に

衛生 上の1削牛が備っ て居りましでも . 共の建物が構造上不安なも のであり 、天災に謝して

危険な ものでありますれば 、それは何にもなりませぬ。更に共の次には 、それ等の隊f牛カ;

備って居りましでも 、経t向上それが不経済なものであれば 、; ' { 亦何にもならない詩であり

ます。斯う云つにやうなことが総て備って然る後に建築の美と云ふものは考へられて来な

りればならぬのであります c Jl [l ち之を人間に砦へて云へば、如何に 美人 でありましでも 、

共 の 樫が健康でなげれば何にちな らないし 、 叉共の也 Ｑ 能が相ｾｾ Ｎ ｾこ琵達して道徳的に ｔｅｾＧ［Ｚ ［ な

判ￆｴ￭ Ｎを 以つ＿こ附巧な人でなげれば 、 如何に容貌が美し〈ても何にもならなし、 。 砧 ｊ［ ， ｾ ｊ . 衣主

ｪｾ って 純 白 ｪ を知るでありまして 、 外観が如何に Ａ Ｑｉ Ｚ￮ 理であ りましでも 基 本 ｦ 件が兵はってＡ心

りませぬと イiI Jにもな らないと云ふやうな考方から云ひますと 、現o : Ut 界各閣の建築はさう

云ふ出li に於て 可なり研究が深刻になって来て居るやうに思はれる のであります D

現在肱 洲 各閣及び我園に 於げる 色 々の建築物ｾ見ますると今より卜五年前 、即 ち大 ｬ ビ八

5 7  I  
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年に肱羅巴の大戦争が終つにのでありますがあの蹴洲の大戦争が一つの涛践となりまして

建築界にも著しし 、鎚化が起りまし? こ口 即 ちあの陥 iHi 戦争: に於て陥ぷjl，巴は勿論 、恐 ら〈世界

中の思想、なり経済或はJ祉舎の以態Tよりが一愛 しでしまっ仁 、是は 古糸曾て無し、一大革命の

l待機でありまし? こが 、此の時期を界として、世界各閣の建築の様式なり或は建築の内容の

考へ方なりが非常に鎧っ て来 て居ります ι 現在の世界の建築の傾向は 、主 として此の十七年

来琵達し来7こった所の ものがま に完成 され十に 、試験的のも の として 、皆の心 に試械をな

しつつある時代であります。

我園は世界の涯に在る 、世界的に云へば 、一つの小さな島園でありますが 、。iーし共の世

界全憾に影響する所はなかなか大きいのであります 、叉世界に於り る有らゆる建築の傾向

は直に日本の建築に影響して 、 最 ーもお ［しい傾向を辿 って ｍ ります。或 ｾｬｩ ［ｊ ［ 畠人に向 っ て 、 悲

し世界中に於 て最 も新しい建築を見? こいと忠へば 、何長へ行つにら可いかと 云ふ 問題 を提

供しま しに時に 、共の硝j隼人は日本に遊び lこ米Tここと のめ る人でめりますが 、i!t st!- 1-1-1で-

呑，i f r しい建築を見? こければ、日 本へ行り 、一千住新しい建築J儀式を有ってゐ るも のは、私li 畠

でもなりれば 、車米利加でもない 、日本で ゐる 、世界に於 げる最尖端を歩んで ゐるのは大

正十二年以後の 日本建築界Tごと云ふことを巾しました がJ にーは雌に 一理がめりま す。共の規

模の蹟 k二さ、 或は共の賞質な どに於ては世界に冠たるものではありませぬが‘ 新しい紘式

を刊に取入れて居ると云ム拙に於ては日本が第一入者1こることは事貨であるやうに忠はれ

ます 。的ち世界的の傾向を見ゃうと思ひますれば 、米京に行って . 銀座或は昭和通共の他

日比谷界限の新しし、建築を見れば、有らゆる園の建築の様式が能〈分る のでありま す。此

の事に付ては一面に於て日本の園は徐りにおL倣の閣であって 、創造が無いと云ふやうな こ

とを言ふ 人があります。それは見様に依つてはさうであるかも知れませぬが 、併し日本人

程世界的傾向を巧に取入れる者は無し、のでありまして 、又jZが日本人の偉い所であらうと

思ひます。外因の傾向を取入れ、 それを巧< 11幽み こなして 、自家集結中のものにすると五

ふことは 、日 本人の著しい特長でありまして、現在に於てはまに消化し切れない出ljf); ある

かも知れま せぬが、 もう少し経てば 、明に起: が自分のものになって来るのであらう と思ひ

ます。我園の歴史を見ましでも 、古* 皆さうでありまして 、I止寺建築の如きも の も初は支

那或は朝鮮の ものを均して居ったのでありますが 、 それが僅か三百年か四百年ばかり の厩

史を経る中に到頭日本調特のも のになってしまつにのでありまして 、現在あります所の五

重の港であるとか、互支は多賀犠;である とか云つ にやうな ものは決して他園の物ではあ りま

せぬ。日本潤得のものでめりまして 、日 本人が創案し褒明し? こ所の一つの新しい様式であ

ります。的も叉 ibib云つ fこやうな新しい様式のものがえーから何年後か分りませぬが 、先つ'

近 H 等外えに於て我閣に 1-1¥米て米ることは期して待つべきでめらう と忠ふのであ ります。

そこで斯う云つにやうな こと が勝手|ミどう 云ふ風な JI 'bで現れて米るかと云ふことを考へて

見 る必要がめらうか と思ふのでありますが 、先づ私は保安 と云ふ貼 、即 ち建物の設備を完

全にし 、或は建物の構造を堅田にすると云ふ こと の考へ方からして我閣に新しい建築様式

の傾向が現れてういる のでな し、かと思ふのであります。叉此の建物の構造を丈夫にし、設備



を完全に して其結果建物の形を合理的にやって行かうと 云ふことに現力してゐるのが現在

の世界的建築界の一般的 傾向でありまして 、 共の虫 ｾ ｩ が は雑己各閣に於て著し〈見られるの

であります 。而して其の柿ii! ょを強〈合理的にして 、材料の立引棋を誤らす 、其雌に無駄な装

飾を〈つ付 けな いで健全なる型の美を礎部すると云ふのは 、現在の品| 合の }J) 、態にも最も泊ー

しにものであらうと思ひます 、 と云ふのは 、肱例;1蹴乎前の制: 舎の} J } 、態 と、今日の枇舎の11犬

態とは非常 に泣つてゐるのでありまして 、 それは 色 々な貼に於て見ること がI-H来ますが 、

特に最も著し〈我 ｫ に感せＧられることは 、 民家 の 力が非常に ｾ￟｜ < なつにと云ふ E でありま

して 、欧洲戟年: 前に於てはEI 米利カ11は兎に角 、共の他の図に於ては民衆の力と云ふも のは

徐り弧〈なかっ? こっ所が欧洲f民主[ 1 ' 後に於ては世界各問に於て民衆の力 、大衆の力と 云ふも

のが非' 常に認められて来 まして 、民家の筋の建築と云ふJ l ¥な考へ方が年 k 手干し〈現れて参

りましに。叉同時に多〈 の人が戦 ｱｩＺ の矯めに業を火ひ 、 ｩｊＱ Ｚ Ｑ 合的に甚ＱＺ ｾ 憐れな以態に陥りま

して、之を如l向にして救ふべきかと云ふことが非常に大きな 問題になっ て来 ましに。長は

単に我園の問題ばかりでありませぬ。此の型 ｾｩ に於て建築家として如何に共の役目＿ＺＧ ｊＮＡｾす べ

きかと云ふ こと は世界中 の建築家が純目頭を悩まして )IUる問題であります。

其の結果がどうであるかと云ひますと 、建 物の極，ui に於ては先づ民衆の吉宗踊を榊逃する

震の建築が著しく盛になって来て居るのであります。即 ち民衆のさド隔を精進する t 云ふこ

との第ーは位の問題でありまして、気持好〈叉衛生的に民裁を1 - 1 : まはせるのには建物をど

う云ふ風にしたら可いか 、且叉共建築設を安 くするに はどう云ふ風にii !?れば可いかと云ふ

ことに付て各問とも近来特に著し〈 研究されて来ましに。活: ｾ 患 の 如き 』まｾＧ，次 ｭ ・ ｭ￦ιｦｩ Ｚ 後に於 て

短期間に数百寓と云ふ曾て無い多数の住宅をiiEる必要にi ! J られ? このでありますが、それと

云ふのは 、詰り民" OKの翁 lこ愉快なる u 宅? : ' 興へゃうと云ふ努力の現れでありまして 、共 の

話に籾逸に於ては世界的に最も優秀なるt Iミ介{J: 宅群と云ふも のが非常に新しき; 11'*に於て我

k の限の古ij に現れて来て居ります。叉調巡のみなら す'仰向l直iに於てもさうでありまして 、

到る底に住宅群の出来て ゐるのを見まし7こが 、何れも建築設の1' J l fr(の '1z' いものであって 、

而も極めで愉快に住へる やうな意 |尽力; 撮らされて設備が施されて居りま す口下¥J ! ま澗逸 、付1I

蘭西ばかりでな い 伊太利に 於て も、西班牙或はバルカン牛島の各闘に於ても 、更に土耳

古の虫f I 寺園に 於てふ亦亜米利加に於ても到る底に新しし、介理的建築群と 云ふ ものが伎に

遺られて居ります我固に於ても大正十二年の東京の大長災の後 に於てさう云ふも の〉 必要

に迫られて 、東京の市中にアパ ートメントで あるとか 、作! とか云ふ名前の下に多少さうし

に住宅群が 出来て居ります同 ir'lj 舎のアパ ート メントなどは共好例であります D 併し我問で

はまにまに其庭まで達して居りませぬので、将来我岡に於ても 111: 界的の傾向 を辿るならば

各都市に於てき う云つTこやうな住宅の群 が起るべき運命に在るのfごらうと思はれるのであ

ります。次には失業をしてゐる人 k { f 救ふ需に 、叉失業してゐる人々を| 愉快に生活させる

錆に . 所謂制4 合的なる建築物が世界的に多く起って居ります。 それ等の在例としては . J[，他

業料介所で あるとか 、互l ( は託児目lj 'であるとか 、: gXは声量業f . { ｾ 介ｦＡ ｊ ｪ であるとか 、 或は ｘ さう三ミ

ム積極的なものでなくして 、誕地の整理問題であるとか云ふ瓜な泊倒的な施設が世界的に
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僚に行はれて居ることが特に著し〈感せ' られるのでありまして 、 それに伴って祉合的の建

築物が近来日芸に iiE られますが 、一面に於て民家的でない所の建築物は殆ど建築される例を

見ませぬ。例へば官豪が共の住宅を ｩｩＡ［ るが 如 きことは 、 全然 Ｑｲｲｾ い詩でもありませぬが 、 共

の例は極 めて少〈 、又ありましでも 、成ベ 〈共の事ぞ公表を好まぬような 傾向が あります。

是等が特に目立つ7こ傾向であると思はれますが. さう云ふ}IV.: 建築の柿穎にやj ては似に

それ としまして 、共 のMが近来は叉特に著し〈鎧って来7このであります。と云ふ のは 、ド品〔

71M! 主主}I: :計lに於ては共の住宅の形は主として昔の' ，I:l
l
"!伎の Jl ヲに J!l j 9  . 或は昔の殿主のJ!主にJ ( l j り

成は叉外岡の寺院であるとか ':d 殿である とか云ふ風なもの〉形を参考する ことを以て建築

の基 本日ｼ呈ーとして居りまし仁。所が近Ｊはさう云・ふ風なものも全然 ｊｮｾｬ 、ことはないのであ

りますが 、 さう云ふ例が段々少くなって参りまして 、 さう云ふことよりは 、主主ろ能〈整頓

して 、 さっぱりと簡単にして要を得仁 、日本で云へば 、茶室の女n寺、殆ど飾が無くして 、

共 の仁l' に高向なる装飾的概念が現れて居ると云ふやうな形のものが多〈現はれて来にので

ありま す。叉もっと著しく感 じられるのは 、 近 う ｾは構造に到する美しさと機械構成に Ｓ 討す

る美しさと云ふことを非常に考へるやうになって*1こことであります。臥洲戦{ t : 前に於て

は務械の如きも の〉形は美術的でなし、と云ふ風な考へ方が盛に行はれて 、例へば設WnJ l J の

都械類を建築に使ふ場合は 、常に之を隠して 、成ベ〈見えないやうにし . 器械的の形針変

ふことは不快なも の〉如〈考へてゐ? このであります。月Jjが近来の建築はさう云ふ器械であ

るとか 、或は色 k な仕掛の中に極 k なる面白い形を求めるやうになっ 1: のであります。そ

れで仮に建築物の中の設備或はすＧＺｾ械類を必要とする場合が起つにとしますと、それを隠さ

するして、平ろ脱に能〈間れる やう にし、ぞれを以て建築物の梢iik と調和を保1: ; させる Mii 目

構成美とか務械美と云ふも のを＿認めし むるやうな傾向が著し〈なって 予 ｾＱ このであります、

さう云ふ器械美、 ｲ ，Ｇｾ浩美｛ま即ち介理的な美しさがある の でありましてＮ例へば人間な らば

着物を着す・して 、担11で美しさを見せると云ふやうな考へ方であります。斯う云ふ考へ方が

可L 、か悲し、かは第二の問題として 、事質に 於てきう云ふ1tf i向が近来特に著し〈見えて長f-E 1こ

のであります。而して我閣に於ても近来大分きう云つにやうな、中 ｉ ｉｾ ｩￏｩ ｾＱＱ なたしさを少しも

蔽ひ隠さ守して建築面に現すと 云ふやうな質例がもよいもよい見えて参つ 1: のであります

此の構成の美或は材料の美、: g l ( は総械の形の美 と云ふものを建築物の上に現す ことは 、私

共から考へれば、健全な美でありまして 、結構なこと〉思ひますが 、併し之を誤って i也が

やってゐるから 、{{ft もやるのにと云ふやうな ことで . 構造美を/:11 して居るもの〉民|以 をす

ることになりますと 、共底に不純なものが混りまして 、非常に嫌味なものが出来上るので

あります O 本首に自分の構造美を現はすのは結構でありますが、他がやつにのを真似をし

ても何等の意味も無いのでありまして 、非常に嫌味な形が現れて参ります。ぞれは人間に

例を取って見れば、分るのでありまして、人聞は裸でも十分美しさを強部することが出来

ますが 、 裸の美しさと云ふものは 、 共の肉悼の ｲｴｬ ｬ おｾ美 、 或は釣合の美と云ふものがあるか

らであります。所が裸倍が美しし、からと云って 、痩せこげに人が保になり或は病人が赤裸



になっても決して美しいものではない 、所謂同施の療に倣 ふと 云ふこ とを普から云ひま す

ヵヘ さう云ふやうなことで新しい様式を真似? こな らば、必十共底に失敗が現れます。現に

ｾ ｧ［ ｬＦ や和閲溢でやって肘ります新しい建築儀式は共底に非常に力があり 、 或は種々な美が

あります。所カ ｱ ｾ ｬｬ 附 ｦＡ ｅ 人 は元予 Ｑ＼Ｚ Ｑ ［専統の建築様式を ＲＱｒ に刑ひて尉る問Ｎｴｾでありますが 、近 来

Ｑ ｾ ｬｬ ｐｉ ［ｪ｛ｊＡｩ の 或 ー Ｎ Ｎ ＨＭＮＧ自分に於て ｾ ｗＺ ｬ 足立 や 平 日 間 ｬ の 様式を真似してゐる人がありますが Ｎ そ れを＿見ると

貨にｉｦｩＨな感じがする のであります 。口県 の 近郊に於て近 ｾｅ さう云ふ風な新しい建築が ｈ ｬ ボ

て行きまして、先年私はそれ等を賓際に見て参つ 1: のでありますが 、どうも蹴なものでめ

ります。叉我閣に於ても 近 来大分さう云ふ新しい何 ｩ 向 の も のが 現れて居りますが 、 共の ｾ ｉ ｟ ｬ

でも本首に自分の考へで柿成美を護J 1 J i ' し1こものは非常に u ( 見えます 3 一例を怨げれば、

近来出来ます鎖道 の プラットホ ー ム の 、 あの古レ ー ルを利川し＿こ構造のｾ ｦｉ きはなかなか美

しいものであります。叉東京の誌災後に復興せられ7こ東京に於げる省緋電車の停留所の lて

家の 如 きも賓に美しい構造になって居ります。あ〉 云ふのは非常に結構でありますが . さ

うでなくして 、目的自巡の雑誌に出て ゐ1: 絡を児て共他の月三をj寛似をし? こり 、或は銭で作っ

た形のものを木材で真! 以をし? こやうなものが 、近来彼方此方のカ ツフエ ー或は料理庖など

の方面に見受りられますが、和、は賓に厭なものにと思ひます。青l il: のj並行上自然の要求力、

らHI，来て来1=様式なれば、 それで宜しい のですが他にあるか ら、俺もやって見ゃうと五ふ

やうな考から其型の起つ 1=原因を考へす' に折: へ_ I - げ? 二型は甚に不快なも のであります。

世界 lこ於げる 現在の建築様式の附向は、一商に於ては建築内科の必然的要求から 川護 し

て、巴むを得予して出来上つに様式的の ftii 向があると慌時に 、ー商に於てはさう云ふやう

なものをnj[: 単に表面的に真似してやる傾向もある のでありますが 、。!日i西に於ける新建築

傾向 の多 く のものは ｕｾ 二 の方で 、 自分の碕創と云ふよりは 他 のものを真 似する傾向が見え

てゐて 、甚L' 商白〈な L、。叉英吉利の如きは-lTか ら極めて保守的な岡でありまして、他の

ものを民似することは恥ぢると云ふ風であっ 1= に拘らす¥近来は大分新しい形式のものが

伯敦並に侃敦の近郊などにも見えてオえまし七 、泣司、我問に 出来る新しい形式の ものにも 中

には湛-u祇な感じのするも の もあります D それで斯う云ふやうな建築傾向から我問の建 築

の将来を考へます し 我闘の建 築の牌来に付てもどうしても質際の必要に 即 した所謂健全

な建築様式でなりれば、唯他の良! 以をし1=1ごり のもの では到底完全な美しさは得られない

と思ひます。之れが従来の研究方法主異る所でありましてnjl;l'fl なる株式別究でなく一面建

築 i様式の停統を破壊することなくして建築物の内存を巧みに表現する型のものを 作 り1-11す

のであります。是は特 lこ将来の若い建築家に於て十分お考を開ひ t: ｾ、 の でありまして Ｎ他

がやっ ? こから 、俺もやると云ふやうなことでな し 自分の考から総てのものを造り上げる

と云ふやうなことに於て相究を進めて行って貰ひ 1: いと 思ふのであります。

建築の世界的何i向に什 て大館を述べまし1=序に 、最後に於て柳か私の希墜を 申上げて此

の講演を絡りに し、 と思ひます。( 拍手)
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建 築 巴 祉 曾

日本建築t混合合長

工 率 博 士

片 同 安

私のけ1 上げにいことは建築と

位台の閥係でありますが、建築

と枇舎の閥係位緊密にして叉非

常に多方面に分れて居るものは

他に無からうと思ふ程共幅が甚

? ご闘いのであります。故に私が

今日僅か30分の時間で建築と批

合の闘係を全般に亙って申上げ

ると云ふ こと は川より不可能なことであると存じます。従っ て唯今司舎者がお話し申上げ

ましに主n< 、今日和、は itt 築と枇合の闘! 系中に於ける一小部分ではありますが 、枇合的 lこは

非 J;;; こ大きい問題として現れて居ります建築界の努働問題と云つ? こやうな方面のことを柳

かお活し ｉｾ ヨ上げて御参汚に供し ｔ こいと思ふのであります。

建築と云へば祈j に例il' ii 1 . i : ゃうでありますが 、貨は世の中の有らゆる仕事、有らゆる産業

カ; ｾ＠ ＼建築と云ふ一つ の 術語の ｾｉ Ｍｬに溶け込 ￹ ものであると考へて少しも差支ないのであり

ます。叉世の中の有らゆる天産物、例へば木、石、泥、砂、 Zだと云ふやうなものは間より 、

或は人間のカと智慧でi圭り 上げる 牟製品から精製品に至るまで有らゆ る品物は全部建築の

材料となる のであります。言ひ玖へれば 、我々の眼に間れるもの 、手に踊れるもの、総て

建 築の材料として共の主要なる部分に使は れるのでありまして 、即 ち建築と云ふものは非

常 に幅の院いも のであり 、奥の深いもの であり J ド常な高さを有って居るものであって 、見

渡す限りのものが皆建築と云ふもの〉中に溶り込u ペ幸運命を有ってゐるのであります O

即ち我 k がそれ等のものを建築に使I l i することに於て 、有らゆる文化の結品をそれに織込

み、流し込むと云ふことになるのでありますが、今日に於げる建築がそれ等の材料に侠つ
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て巧に組み立て られる と云ふ共の仕事( 所謂建築の意匠及ぴ 作業と仕上でありますが) には

叉有らゆる技能、有らゆる技術的の 考案. 或は情宜上の 1f 話 、或は 仕上げ上の労プJ と云ふ

やうなものが皆集積される諦であります。 ;; ，n 世の"-1の有 らゆ る技能、有らゆる智装が綜

合されて 、其の材料を取民ふ所のJ l l ( : 去に現れて来る のでありまして 、iU: の中の有ら ゆる 技

能と云ふものが 、 非常に極細の多い有りと少しゆる材料をｻ点って建築と云ふｾ［ＨＺｾに現れて芝

居を打つのであります D 所311建築と 云ふものは純益に 1たった総ての 人がステ ーヂ ・マネ ー

ヂャ ー の 指ｼ割に依って芝 居金するやうなものでありまして 、 此 の ｾ築と労働と云ふも の が

非常に深い闘係のあることは言 ふまでもない のであります 3

産業革命以来 、即ち 19 世紀の末より 20世紀に 111付て色々 Et j J の方式が縫りま して 、月JI511

多量生産とか合理的管］理とかｾ Ｍ ｾ の 他 稜明及び ｩｒ しい ＵＱＵ ・裟与に依って産主の ｊ 収倣方が ｊ ド Ｇｪｩ＿ な

鐙勤を来したのであります ι 建 築の問週とは少し〈離れてゐるやうでありますが J じの産業

上の鐙化せる有機に付 て百例を慰げておー話しますと 、例へば自動車のtlfl きものにイJ て5/5へ

て見ま しで も、十四、五年前には国米利加の如き非市1こ深山の自動車金使ってゐる閣を包合

しましで も、世界全胞の自動車i l ! ! J : が僅に 10. 000. 000 ｾ［Ｚ しか無かつに のでありますが 、 最近

即ら三年泊の1:) Ｒ ＹＢ Ｑ］Ｍに は ｾ米刊加 の自動事合此が一年に ｩｩｬ り 上 げに自動 ｴ ド数 ｦ ごりが ＵＮＰＰ Ｐ

000 豪に上ってゐる のであります。斯 う云ふ風に総て非常に良い品物が安〈多 i止にu! : の 中

に造り 出 され 、叉能〈人がそれを使月j すると云ふ j伏態になって米に のでありますか ら、世

の中の産業の有様が昔とはすっかり鑓って来たのであります O ;Tt の筒果fごと のみは' 1 1 しま

せぬが 、共の結果も幾分手停って 、一昨年から 也:w- 全世の産業界が非常に疲弊し . 5.000. 000 

葺も迭り 上げに自動車合祉が3.000. 000去 しか立れなかった伐に 、2・2年は急: に生産力を? 減ら

して 、2.500，000牽とし、又減らして 2. 000.000去にすると 云ふ風に 、逆落しに製造プJ ｾｊ 政縮

せねばならぬやうなことに なっにのでゐります O . 而も共の最も逃ーしい のは 、建築に於て妹

に多〈用ひられる所の鋼材‘ 俗に5月ふ餓で み りまして. 最近まで十数年IIIJ はu.t J¥!- 全慌を通

じて 70. 000. 000噸から 80. 000. 00噸の餓をiiE り.叉それを立誠にこなして屈一つ fこのが 、故近は

とうであるかと云ひますと、是が非常な勢で4欠航して 、共の 3 分の l 位のものしか必要が

ない と 云ふやうな揮で 、 過 去 十数ｾ I三来 相官大きな fi J皮で段_. I ， J 二り来つ〉めつ仁川? のi $xU) >  

最近二、三年の聞に非常な勢で逆本しに牧鉛i し?こ のであります。私はIIj以互に過去十数年米iJj j.

利多賀主義、多量生産主義と云ふことで 、上りに上って米1:j 産業界が急:i 般に逝必しに収納

して . 非常に惨めな J伏態になったと 云ふ現象Tごりを '11上 げるに過ぎませぬが . 式止と zr，: 行し

て、前迷の如I < 世の中の有 りと凡ゆる材料を 、有りと凡ゆる技能力2加! って W>l<iる mの建 築

なるものも亦矯〈べき大牧縮を始めに のであります o ｾ止は背ふまでもな く 、 首然過ぎる ｊ 長

官然な ことでありますが、枇舎上の現象としては拘に ，ll.: しu べきことでありまして 、凡ゆ

る建築閥係者の悲惨な J伏態 と云ふものは他の総て の深業界に於げ るj此態と何等鑓 る}i ) j -がな

いのみなら子、平ろそれよりも更に湛fごしいと云ふ や うな )U，態になってゐるのであります口

それを もう少し具瞳的に巾上げますし l吠雑口各国に於ては肱百十|の大戦 ιfl は1比三五= に必要な

所調兵総軍需品の製造に急: にして 、建築の如きは第二次の仕事として非常に小さな分止に
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納少されて居つにのでありますが 、戦後の復興汁il 1: に依って 、戦場であっ fこ所は l胡より戦

争に参加l しに国々 の建築界は相世に繁昌し1=のであります。それが最近になって叉今述べ

まし? こやうな惨怠1 : る以態に牧f . iii し1=のでありまして 、私は認に{ 史ー宜上EE米利川l令 11<聞に

於げる建築界カ: ーH寺如何に慌であっ 1=かと云ふことを概J舌I"J に l和上げて見7こいと思ふ ので

あります。

我閣は明治十年前後から最近文明の流れを辿って米f二円JIの新興園でありますが 、互:i 米利

刻l合集園も亦日本と同じ〈僅か百蚊十年間に仲びて来 1=園でーありますから 、建 築の如きも

駄殺巳 に1たりるそれとは比較にならない程 . 盛 'i . 勢でや11ぴて来? こ のでありまして 、肱訓./大

戦前は 一年 lこ貸す所の所 ;11建築貨が大鵠 7 ｌ￰ ｩｪ ￭ リ う 互 Ｘ 億 ｩ Ｉ ｬｾ で 、 日本 のパ ー の金 にして ＱＵ ＱＮｏＺＺ ｩ Ｚ

!i 主!の建築をしてゐ 1このでありますが . 陥洲大戦後米国に於 り る産業 が非常に大仕掛・なも の

になりまして . ｲｾｩ 消生産 ブ ｊ が ＲＰ !I t紀 ?にlリj の尻町1を極度に強制l しに ;k!;. の首11年か ら辿築に J交ぜ

られる金も ｾ ｦｆ 依然として 一 大飛躍をしに の で あ ります 。 ｒ ｩｊ ち従来 一 年に Ｗ ｴＰ ，ｩ Ｉ ｬｾ 乃 至 Ｘ ＱＮ ωｬｾ

の建築をやってゐ 1= ものが 、戦後に於ては念にイIj lて一年に 301:むか ら401芯: ［ｊ ｬｾ の 建築をするや

うになり 、 漸次進んで今より十年程前ーには ｩ 盆 ｬ 二日 Ｕ 憶 Ｑ Ｑｾ の 建築を や るやうになった の であり

ます 。 而 ｪ して其 の ＶＰ 億 ＧＩ ｉ ｾ 以 上の 建築を や っ Ｑ こ年が 三 、四年 結 きまして Ｎ 其 の 後は Ｕ Ｐ 倍、 ， Ｑ ｩｾ Ｎ 4. 0  

億 ｩＩ ｬｾ と云ふ風に幾 ら か下って米まし ｔ こが 、 戦後 の 約十 年 間 に於 て ＶＱＩＰ Ｈ 意 。 ｬｾ の 建築を やっ ＿こ

のであります 。 ＮｦＡ｛ｬち我園 の 今 の 属替相場では ＲＵＰＰ 憶 ｾＱＱ 、 パ ーに勘 定 しでも ＱＲＰＰ 倍 、 凶と云 ふ

大量の建築が成され? こ のであります。それが前述のや うに産業の大牧縮の流に治ふて一昨

年からは非常な収納振でありまして、殆ど E 米利}J JI に於 げ る大量の建築はn ' F' 年を以て一通

り柊つ Ｑ］ も の と ＱＯ Ｑ 上げて良い程に牧前 ｩｩ を致して ゐ る の で あ ります Ｐ Ｔ は Ｕｾ 米利 ｊｊｉｉ の一 般産

業 界 の Ｉｉｊ ｾ ｾ 庄が大 牧 縮を見 ｔ こ結決でも あ り 、 原因 で も あ りませう が Ｎ 此 の 原因か結洪 か 分 ら

ぬ似であるにりに是が. ! . l l i ; f と利加の努働界に 悲惨な ;1)¥態ぞ現出せねば止まぬ有犠: となりまし

7このは言 ふまでもないことで あ ります ，

此 IJ けと判f J JI の建築、建設の分 Jit の大 な りしことは虫11 Ｈ Ｂ Ｑ Ｑ こ ｊｾ の Ｇ， ｾ［ ［ｉｉ 守 政米手 ｉｊＱ ｊＱＱ の産業 ｴｊ ［ 各 ｽ ｪ

耐に於て付1ぴにイ11
1
ぴて、付

1
び切ってゐTこかと 云ふ こと を示すも のであ りますが . 共 のj叉.JI}J

と11" しますか 、逆勢と I1
1します か、一昨年溢りか ら漸次下り|仮になって . 本年は恐 らい

0

結、 ｩ ｽｬｾｪ 立 の 建築ではないかと思 ふの であります ε それ はま に ， 統計がヂに入りませぬから 、 ハ

ツキリ分りませぬ が . 本年私が百t育や干ti 俄古の銭了ーを?見まし仁川 と、60億1b以上の建 築 を

やっ? 二時代の様千とを 比較しますと 、先 づ共の 5 分 の 1 以下の ものであ ると 云ふことは) ' 1 .

そ見詰が付 i のであります 。 して見ると 、Illi米利加に於ては建築閥係以外の方商に於 け る

う? 働者にして業 を失つに者の故 の 多いと云ふ ことは色々 の制任に 依って明でありますが.

建築閥係 の 方から之 を 眺 め て見ましでも 、 ＶＰ 憶 ｩ ｽｬ ｾ 以上 の 建築工 事 に従 事 してゐ＿こ所 の 建築

関 係の労働者力人共の 九分の H i!. の建 築の分量では非常に多数の失業者を出して ゐ るとぷ

ふことは 、司{ーでも: t r 、{ 象し得る Jijf であります。曾ては持働者の天閣であっ ?: EE米利川l 合朱闘

も今 日は共の苗に ') Iかへて 12，000. 000人の失業者ーがあると云ふ報告の あることは J Lの宇 lui

に就て 枇舎の非常に悲惨な ;1)¥態を十分に物語って居ると 1/ 1上げて可L、のであります o ｾ析か



るj伏態に於て建築する者し建築努働者一ー と云ふと 言葉が緩いや うでありますが . 即ち

建築関係伎能者にして業を失ってゐる者は拘に大量なも のでありまして 、殆ど過去数千年

間人類の未に曾て出合ったことの無し、位の欣態に在ると云ふことは想像するに難〈ないの

であります。

そこで我園の建築界はどうであるかと巾しますし我閣でも一般の産業が此の三、同年31(

非常な窮境にあるのでありますから 、失業者が大費殖えてゐることは申すま でもない ので

あります。 私の調べに 依 りますと、我園の努働者で業を失ってゐる者は約五十寓人と承知し

て居りますが、此の統計は甚ピ不十分でありまして 、来して是が正しい数字であるかどう

か私は保議い? こしませぬが、調i ! i ! ，では六百高人の失業者があり 、英吉利でも三百寓人に近

い失 業者があっ て、国米 ｦ ｬｪ カ ＱＱ では一千禽人以上の失業者があると云ふ 現 在の主 ｦｉ ｾ世界全悼

の産業不泌時 代に . 我闘の失業者が僅に五十商人位でーある と云ふことは祈j に結締な j伏態でー

ありまして、率ろイミ[ 難し、; 伏態であると考へられぬこともないのであります。然らば建築界

の方はどうであるかと ｉ ｉｾ し ますと 、建築界 の方も大憶に於て相営牧縮 して居ると云ふこと

は諸君も御 ι じの通りでありますが. 共の牧縮率の小さいことは恐らく世界ーであって 、

即ち世界第一の好いJ伏態に在るものと巾上げて可からうと 思ひます。私の見 ました所では 、

我聞の建築建設の牧縮率は、過去数年 三 ｪＨ に比較して、ｉｉＧｉＧ ｾｰ か ら本年 に掛げて先づ Ｒ 割から

2 割 5 分イ立の牧縮歩合ではないか と考へて居る のであ ります O 的ち従来の建築関係の伎術

者所謂熟練職工なるものの 2 割 5 分が失職して居ると云ふことになるのでないか と私は考

へて居ります。それで世の中には色 k 設をな す者がありまして. 此の不景策の際に建築で

も あるま い 、 先・づ除約をしなげればどうにもならぬ 、 建築なとは止めても可しｾ ， e 云ふ や

うな諜で 、 相常真耐固に物ｾ考へる人との聞にふＧ建築とは不急Ｚの事業なりと云ったやう

な意見が屡々起るのであります。所謂緊縮政策なるものの第ーには建築を止めやうぢゃな

いかと云ふやうな設が起るのでありますが 、 それは非常な誤り でありまして 4 建 築の牧縮

して居る時は熟練なる建築努働者が比較的安〈働いて央れる時でありますから 、斯う云ふ

やうな機舎に永久的建築 STitt ると云ふことは其の永久的建築の馬に 非 常 に 利 益 で あ れ の

みならす . 位の所謂失業苦、就業難を助ける矯にも非常に便宜なものでありまして 、此の

意味に於ける一撃雨得は斯う云ふ不引の際に建築を起すことであると云ふ風に私共は考へ

て居るのであります D 首局に劃しでも私共は色 k の機合を利用して之を説明いたして居る

のでありまして 、-rri 二年3 1 ( 営局者は尤 もであると同 窓はして居りますが 、政府の訓示など

を? 見ますと、必すしもさうではなし建築の浩管は此の機舎に於て大にやるべしなどと云

ふやうなことはなかなか言はない . 何故にそれぞ言は ないのかと訪問いにしますと 、 それ

は政府の訓示の中に在ると云ひますので 、l引率に調べて見ますと 、成程 5;競活字で一行か

二行程書 いてあります。土木事業の建設は大 にやるべしと云ふことは'2披活字で書いてあ

りますが、此の不此の際建築を控へるやうな こと はしないで 、特に永遠の目的に刷ふやう
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な建築を此の際大にやるべしと云ふやうな こと は飴り強〈毒』いてな い、唯お座なりに建築

物 も相賞にやつにら可からうと云ふやうな ことが一寸何廃かに書いて ある fI [ のものであっ

て、 我 k は甚Tご不満であります。

世の中の 人は兎角建築と云ふものは文化の蛮達を促進するものであると云ふ ことに策が

付かないで 、昔の殿様や金持が自己の道楽の震に家主? 遣った時代のことを想起して 、建築

は不急: の事業なりと云ふやうなことを言ふ人が多いのでありますが、併し今日の建築と云

ふものは決してきう云ふも のではないの でありまして、我 k の活動 を促進し. 我 k の活動

{ f 最も便利ならしむるも のが建築であれ 叉我 k の枇舎に活動する上に於て我々の健康を

保護するも のは現代の建築であります D 即ち昔の建築では出来ないが 、現代の設備の完全

せる建築は我々の健康を十分に保護 して央れるものであると云ふことを考へなげればなら

ぬ。叉我 k の生命財産と 云ふものは建築 に依って擁護されてゐるものであって 、若し建築

が不十分であつにならば、地震や暴風で生命を失ふことさへもあり、生命を失ふのみなら

す¥財産をfJJi輩せしめる ことにもなる のであります O 又我聞は世界に比類の無い火災園で

あって 、過去に於ても現代に於ても我園の火事の教は殆ど想像の出来ない程深山なも ので 、

其の黙に於て世界のナンパ ー・ワンであります。即ち歴史的にも亦現在に於ても世界各閤に

封して日本がナンパー・ワンとして戚提れるものは先づ以て火事の多いと云ふことであり

まして、火事の痛に我々が大損害を受りる と云ふ例は全閣を通じて一年に非常なー数字に上

るのであります。失ふ所の財産の多額なる ことは勿論、我々の祉合活動を妨げられるとか

色々の結に於て大失敗色起す共の因は 火災でありますが . それに制する準備如何と云ふこ

とを考へると、火事を喰ひ止める所の建築 と云ふものは決して質深ーど ころ の騒 ぎではない

きう云ふ家に住な のでなげれば、現代に於りる本首の文化園民ではないとも言へる のであ

ります。更に進んで建築と云ふものが枇合上如何に 重要な地位に在るかと云ふと 、共の都

市の鰭裁を整へて共の園の文化 を完全に表徴すると 云ふものは建築の外に無い のでありま

す。如何に立減な舶を迭つでも 、どんな良い製造品を出しでも、共のものが共の園の文化

の ｾｉ 犬況を目の嘗り人に示し、永〈後世に遣すと云ふことは出来ないのであります。樹り建

築のみが其の都市民の有って居る本蛍の精nirjr 文化を最も具臨的に現すのであります 。

以上巾述べfこやうな意味に於て 、建築と云ふものは決して不急: の事業ではなし我々の

本首の文化生析を 完全に援助して央れるものであって 、此の不況の| 際に於ては先づ以 て建

築を止めやうなど〉云ふ が虫 ｮｾ は 飛ん でもない見首遠ひであると云ふことを判に強調せざ

るを得ないのであります。自11 ち此の不況時に於て建築を盛に起すと云ふことは 、一回に於

ては永久的な良い建築を最も安〈仕上げて 、之を子孫に遣すと云ふ大きな利益があると同

時に 、一面に於ては叉現在の失業苦を救ふと云ふ大きな枇合問題解= 決の大使命を果すもの

である とイ言今るのであります。

斯 う云ふ意味に於て私は本日諸君の前に建築 と祉舎の附係に 就て現!Ik を申上げて 、御共

鳴を得? こいと思ふのであります。私の講演は是で終 ります 。( 拍手)



閉 曾 の 貸手

日本建築協令市IJ 合 長

エｾｾ -/-: 

山

出 田
賀ー

私は司舎者として認に 一言問合の仰を述べ

ることのお許しを得1こいと思ひます。後にま

に映識がごさ' いますから 、柄 11寛ツ〈り御観

胞をf ，Wj ひ 7こL、のであります 。

我日本建築協舎が泊1J 立制十五年の記念事業

として色 ｫ の施設をい ｔ こしまし仁 ｲｾ Ｑ の共のー

っとして 、本日こ〉に此の建築大講演舎を問

い7このでありますが . 幸にも皆棋は非常に御

1J， J日の所をお差繰り下さいまして 、斯〈も多数減ー場害1J る〉ばかりお集り下さって 、しかも

諸君の熱心なる御清聴を得まし7こことは司舎者としてのみなら今、日本建築協舎として拘

に光栄とし大に鹿賀すると共に質に感謝に棋へき' る次第であります。

協合が記念事業として致して居りますことは、既に御承知のこと〉考へますが、北に は

阪急; 沿線に於ける伊丹緑ケ丘に住宅博覧舎を開き. 南に南海高 illf線大美illJ' に於て同じ〈住

宅博覧舎を催し、之に加ふるに南海高島屋に於て佐み良い家の展覧合 を開催して居ります。

皆様方は直接建築に闘係のある方か. 或は建築に封して間接に闘係があるとか或は叉特に

趣味を有せられるとか 、兎に角建築に最も多〈闘心を有7これるお方 k と考へますので、ど

うか共の博覧舎や展覧合等も御覧下さいまして 、色々な御批評も仰ぎにいと思ふのであり

ます。

f古J ほ建築と都市文化の閥係に付ては先刻来各誹f J rtJ が色々述べられにことでありますが、

私共は此の大講演合に紙きまして、将来建築上の智識の普及 、叉建築の護展 と云ふことの

o  0  0  0  0  

震に 、随時到る庭に於て巡回講演舎を催し7こいと考へて居りますから 、若し皆様の御I綱係
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方商に於てき う云ふ こと を御希望になる方がありまし? こならば 、 どう か御遠慮な〈お巾 /:1¥

でを願ひ Ｑ］ いと考へます 。 協合と致しましては 最 も趨任なる誹 ｲｲ ｩ｝ ｪｾｩ 反 遣 して御期待に刷ふ

こ とを心掛けて居ります。

fnJ 叉今日時事・問題として最も 深き注意を要するは渦洲 問題でありますが 、我 k は建築家

として満洲に於げる建築を如何にすべきか 、或は渦i ' J Hに於げる建築界に 向って如何 に進出

すべきかと云ふやうなことに付て色 k 考を有って居ります o )l :のーっとして我が日本建築

協舎は満洲の建築協舎と提撹し、更に叉朝鮮や華湾の建築協合等四五の圏韓が一致協力し

て、満洲方面の建築界に 貢献する 所あり fこL、と考へて居ります D 殊に大阪は財界の方面 、工

業の方面等‘ 有 らゆる 方聞に於て満目。! と最も閥係の深い土地てーありますから 、建築方面に

於ても此の白骨品盈のー下に趨首な方策を討ii じ? こいと云ふやうなことも協舎の記念事業の・ー

っとして考へて居ることぞ認に御報道申上げまして 、組めて1i ' i i阜でありますが. 閉舎の引

に代へる次第であります 。( 拍手)

本 披 執 筆 者 紹 介

池 回 賓
工事士、東大建築製科卒業、本合目1) 合長 「現代 "t キ目と建築界J の執筆者

石 川 純 郎

エ築士 、東大建築築科 卒 業、竹中工務応技師 にして「 忘 れられ 、忘 らるべか

らざる事ttJ の執筆者

石 回 茂
i前洲建築協曾書記長 「こして[ 満洲の土木建築 の賂: 来 J の講演者

片 岡 安

工準博士、本舎々長、f Wrl利 八年を迎へて J の執得者にして「建築と市土台」 の

講演者

葛 野 持 士 郎

工 務 1:、京大建築製科卒業 、本合住宅委 員令委員長 に して「位宅問題 の将来 j

の議右足者

吉 字 図 賓

エ号生十、E巨大生] ! ; 築拳科卒業 、市" 戸高等工業態校長、記念大都1策合 。言j 舎者 に

して闘舎の僚 を主sペ らる

新 名 種 夫

工築士、京t続大陸築拳科卒業 、大阪市技n，li にして大阪市住築課に在a OJ f ガ ラ ス

の使途 の 大J の執筆者

武 図 五
エ挙博士、J;(Wir': :明大挙手土授 、本合刷合長 r1¥1:界 D 建築様式の傾向 」の 講話定者

徳 政 金
豆Zヨ王

エ母性 j民ill 築科 卒業、 元自!bJdfl 大阪支底長 、徳 政工務 lι 総 倍、 「ゲージ限立 の

fzt、務」 の軌 f1E者

中 西 I¥.、 自E
エ拳士 、早 大 ill 築事科卒業、「断怨 j 乃軌継者

iJt 江 悌 夫

工第二|て、3巨大主] ! ; 粂祭科卒業、前大阪市 ill 築課長にして f都市建築改造 のf:t 務」

の諦古定者

古 塚 正
"jよE週、

工芸詳士、早大正] ! ; 築挙科卒業 、品'1' 戸高等工業Z35校 講師 、古塚疋治建築事務所 主

にして「建築美批判 のがf基調 j 乃執 '(l:者

松 本 備 ) ¥ 

京都高等工君主祭校卒業、{主 f七1':11長と して 大林組に( r : WJ せらる 、「昭和七年 の位

宅建築界 を顧みて j の執 筆 者

村 野 藤
豆Q王

工準士 、早大建築基詳科卒業、村野 ill 築事務所主にして「建築左右展望 j の執

筆者

矢 回 銭 事E

エ拳士 、東大建築 挙科 卒業 、大林組本信 {E勤 、「大阪市及そ の郊外地 のl長銀 J

の執 筆者
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ポノレトランドセメント界最近の趨勢

二日本ポノレ トラン ドセメント 業 技術曾 議報告

去る 10 月 3 1 日 よ り 11 )3 2 日 迄東京 鍛 造 協 舎

に於て開催された日本 ボル トラ y γ セメ Y ト業技

術令節 21 III IWIJ 合に j十附令長より協合代表とし て

出席す べく 命 を受 けた ので欣然参加致した 。 出席

者 l土舎貝似IJ と して l士、小型HHセメ ン トの笠井民主主

氏をすf: め金書娘 、 日本 、 ゆ 閥 、 ｾｴｩｬｬｩ 、 二 卜 佐 、 ［事ｬＨ父 、

大分 、 大阪祭紫 、 小野問 、 七足 、 中 ｬｾｪ￭ 、 浅野 、 三

河 、 Ｇ￬ｾ ・陸 、 各セメ ｙ ト令長ＱＺ の 研究部員約 ＸＰ 名 、 来

号Ｂｬ ｩ ｬＡｬ ｊ と し て東京帝大 の 永井静 一 良 ｉｉ ｊ｟ｾ 、 演四稔氏 、

広告t 帝 大の近藤泰J く氏 、九州帝大 の吉田裕次郎氏

JR};( 工大の因溢卒桜氏 、二見秀: t 1f 氏 、谷仁l 忠 氏 、

早大 の ［ｦｾ山校一氏 、 ＧￍＧ￭古殿高工 の 北津忠男氏 Ｎ 熊

本商工 の吉岡矧七氏 . iplj l戸市i工 の巽 純 一 氏 、建 築

. ! } 占舎よリ松井 t，!f I' I氏 、共他工業試験所 、前j 工 省、

内務省、大獄省 、陸軍省、海軍省、遜伝一省、鍛 冶

省、事手脱線、大 林 組、大Mニ1'. 木等より合計約 6 0 1ィ;

であった ゥ

笠J l : Ut =: 氏を議長と して 、各委員 乃報 告、討 論

研 究報告 、 計時慣 を ￭ｦ っ たのである が 、 手千五重表 ｬ 士ＧｬＧ ｾ

に料納! な研究 の事lT泉で; P; つて 、近苦来Rセメ y トの♂

T釘Iが領 に 向 上 しつ込あるの もκ之となるかなと釘け 、

又最近の業 界 の越勢も女知日リ f符芋た ので以下各後表中

匙築業者「にこ閥係 の深いと思考考- さるも の乃 みを簡簡fJ，1.守勾

にE司中|ド1上げて御4報在告κ 代える次負第t である 。

(  1  )早期高強度セメントに関する規格

委員報告

昨年の第 20 l!l l仔1 ] 合に於て同セメ Y 卜の規給制

定に闘 し討議せられた結果、院 〈需 用 者、製 法 者、

関係集者 の意見を聞き 、之 を綜 合して 、主主に新規

旅僧 ｻｩｬ￬ｾ 震が出来たわけである 。

名橋 高 級、早 便、早日虫、 ボル トラ y ドセメ y

トの内京大の近 藤氏等 It 早強ボルトラン ドセメ ン

トlて賛成であった 。

定 義 「普iili ポノL トラ γ ドセメ Y トよ りも強度

浦 結? 史

高〈特 I亡閤結の初期に於て著しく高強度を後揮す

るも の」

製 浩 之 Il 普 油 ポノι トラ y ドセメ y トと大差な

〈すべてに沙り料桁 な る注意 の下に! } ' : ! 治するもの

放殊ど .J. E. fl. 28 放 と 同 様。

粉 末の寝 度 望号iiIJ セメ Y トとl司じく する訟と 、

同 怖 に て 残ｩＧｉｾＺｦｩｬ ＶＥ とする設とあり 、 似 し こ の 残

iW- J i 1; でセメ Y トの良否を釧定する時代 It M: に泌ぎ

て府る故、 この制定は無くとも よいと の窓見あり

〉疑結 布j 後時を 1 s寺11円以後とす るも の と 4 5 分

以後とする案とあリ 、終 結 は 同 様 10 時 間 以 内 で

ある 。

強度 強度と最も閥係ある試験中 のiKi L度に附 し

て l士最小限を 2，) OC、 18
0

0 、 15
0

C '/) 3 論あり 、詰主

任 ｉｪｗ ー ＱＺ Ｑ ま 早 ｪｊｉｾ セメ ｙ トを使用する は 多〈冬 ｊｕ ｊ なる

放 15
0
C を支持 し、小生 は需要者 filiJ の試験設備 1t  

製必 ｆｦｲ の設備より透かに 劣り冬期 ＱＵ
Ｐ

ＨＩ を保 つ ｉ ｾ［

す ら 図 ｾＡＱＱ なる放を以て泊四訟に賛成 、 ｭ し手付 ト 闘

の規 定は 18
0

(5 tよる故 何れとも 決定せず、強度 It

72 時 1m、7 日、28 日の耐 伸 、時11 Mを試験する 、本

ｾｆ 卜ー や ｪ 羽成総と し て各セメ ｙ ト製造者 ー が 提出せる

早 Yflt セメ Y トの平均強度 i士

現 行 J .E. fl. 28 の強度を規定せる時製造者側の

平均強度 の ＶＰＭＷＰＥ を取り し 闘係よりＡｪ ｬ ｾ 員セメ

y トの規絡案として上表の ω ー i 09協 を 取 れ ば 、

次 の如 くなる 。

6 9  I  



， 70 

之に謝して東大の永井氏よりの案として

72 h l  7 d  1 2 8 d  

kg/c m宮 1 kg/ c m叶 kgj cm
Z

砂入セ メント耐底力1400- 450;500- 550: 6∞- 6 50  

砂入セメ y ト耐仲カ| お 1  35 1  40 

の扱日1あり 、試験は耐眠 、而1M' BI: 川すべ〈 、旦 早

期 にお強度を出すのが 目的放之を主J i . 絡に入る べき

設 明 あり 、 ｾ他硫酸合有泣を ＲＮＵＥ 以下とする等

の他 J . E久 28 に準じ 、 以上 の諸訟を 取入れて次

の先日特集を委員に於 て作製する本と なる。

( 2)標準砂委員報告

セメ ン ト試験用標深砂の製法工科 、原産地 、繭

μ 腕、 相馬 ｾｬ ｬ ￭Ｔ 詮￟Ｍ村字合 作 、 ＿常［

2  f則P.、岳、砂の 約 3 0 % {j: ｾＺ， Ｇ ￮ｊ＠ '.1' [ と! 授棄物 、6 0 %は

Ａ ｉ ￬Ｇｩ子原料と なり 、 ｴｾｩ ｜ Ｇ ｜ｲ￰ 、 となるものは残 りの僅か

10 % である 。

保持i方 法 l土手持iで[ トロ」で - IL!J;(l 沙JJ1の砂 i丘場

迄 ;' lli織さ れ 、後に工場に; ' l l i (ゴる o i民治工程 l土凶縛

飾 、5 11/ 寸飾 、凶特i ! ¥: 琳機 、6 nj.. J 筒 、112件 洗}絵

様 、60 111ーj 備等 を 純て、i ! ¥: 砂世主誌 に主主らる 、との

II¥Jで伐と粘土一分を除去するのである 。此長で乾燥

され 、5 "/寸簡で粘 ニf-. 士山、m粒砂を除去し 、50 " / 寸

前; で微粒砂を除く 、更 に 30 "/τ j 飾 、25 日/ 寸前iで

粗l粒砂 と微 粒 砂 を除きて後、紛 製 工 務へ怠リ 、此怠

で l土粉米機に よ り爽 雑 物 を 取 り 144 干11crn2 の前1に

i/< り細粒砂 を除き 、次に こ つ の 64 ' L/ cmヨで組粒砂

を除告 、再び 144 孔/cm'2 怖で籾申立砂を 除告 、 次に

'宅担il¥; ffl応機で微粉物を除き 7K 切後乾燥板 上で 乾燥

して;f;，'F¥" 砂 となる 、之を次の 内規に よって試験を

なして市 場 に 出 す。

1 約 度 1 ｣ｭｾ につき ＱＴＴ 孔飾 ｊ て に残留するもの

95 % 以上

2 試 料 I g に童話す る燦別 、 合 計 粒 数 1(，∞ 以上

日∞ 以内

3 爽刻f物一… 0 1ff:fii の2.5% 以内

紡 論 中日馬野; ' 1' ¥砂の品 質と 長'l'J l千皮は悠々良好と

な り、又守11 要も相官¥'jH1J11 しワ λ あり 。委員に於て

l士今後 更 にJ際，¥' ¥砂 f史111 の一般への普及、並に製造

に仰する研究方 面 に努 力せん とす。

( 3)各種セメントの凝結中に於ける温

度蟹イ七の特異性 〈藤井光政氏〉

セ メ γ トはその化墜 性分 、物理 的 性質の業"て闘

係な くi疑紡i待に波書t，し、之は強度に闘係 lまない が

コ ' /11 リー トとなす場合は セ ツテ イ Y グの際との

雪量熱のため イ= シ ヤノι ス トレ スを生じ 、之 が冷却

の際に故調ii する か ら養生法 IC注意を 要するの であ

る。叉' f l 際作業上にとの滋熱 を刺j j J した号室生 J去に

よ り短期nuに尚弘皮を 出す 様に工 夫 出 来 る。

米 国 の 大こ1. .木 工事に於て孝氏 74
0

以上に コ ンク

リート の熱を上げ ぬ様に管を泡 じ冷水を illi じて調

節する波置 を や って 居る 。

同氏の Ｑｴ ｾ告は殺閣のセメ ｹ トは世界 ｬ 亡 ｦ￁ のない

微 粉であ るが 、 このために滋警告が早くなるさ芋の特

｢｜ｾ 性を求 めたもの である 。

試 験袋 泣として 絶縁位に はl波法瓶 を使用 し、来

咳計の上昇を自動的に篤i i i . に取る 。供試セメ y 卜

fIt は 350 g  ｾ 究 は ＲＰＰｧ を取る 、 み と が 係り大であ

る と l∞。を i担える事がある 。

その事Ji 泉普油セメ Y トで は=WJ め 20。 位、8 時 111]

後最尚 95
0

に主主し、之 より次第に 冷却し 24 時 間

後 に平常とな る、粉 末 の 細 ν 、セメ Y ト程 滋熱多〈

11. _91 ぃ、又風化せる セメ Y トは熱のを芝生 が迩〈 、

lt< 7'::j ｩｾｴｬ 支 も 減ずる 、 ｪｩ ｪ ｪ 級ＭＱ＼メ ｙ ト の一 例 にシ ユマ

Y ホ Y ジユ をf目ひたが 、 その熱の 曲線 が 挫 しく)111

り最高 は 100。を 1正した . (JI' L 冷 却 It 早い 。

23雌セメ ン トは古車熱涯〈 、最高 60。位であった

以 1-_1' ¥' 織の結果 をモノι F ノL 、 コ y タ リート K ff[g別

し て 保 ｩｾｴ 冷却の方法をｾ�ｴ し た し 。

( 4)セメントの風化が強度に及す影響

並に其貯識に閤する劃策に就て

( 山本信行 氏〉

セ メ y トは長 日月 放位すれば空中より炭酸ガス

と水蒸気を取り 、 風化する 。 エ プ ラム氏の ζ の 方

而の 研究の紡論と しては貯語夏場所は上屈でも地下

室でも強度の扮失 lま同様であ り、風化の悪影軍事 l工

科合の多く なる に従っ て少な くな る。

i疑事J;時 rmは貯語長期間が l 年宇乃ヨミ 2 年 は遮 く

なり 、; J t 以後は又早くなる 。 山本氏は昨年 5 月 よ

り本年 5 月迄の n: Jに試験 をなす、イ比試セメ ン 卜は

製 造合 枇の工場 l亡至ロ直接に採取 し、防水貯 厳 袋

と してはペ ー ツ紙 5 枚合せに しlやより 2 枚目に ア

スハノι ト紙入 、茶 袋 5 枚 、或 は その 2 枚 目 に 防 水

紙入. 腕袋等と したが之の種類 に よる強度の幾災



は殆 とな し、 との他 に 普iffi の袋 入 のも のを 用 ひ て

比較 す、 Rj:談 場 所 l主 A 餓 筋 コ Y タ リー ト倉 庫 、

R 同倉庫. の iUl J の廊下の庇 に 放 置、A. B の 平 均 の

強 度 の 比 を示 せ ば下 の如l し。

号k

コ ' / ? りート W. C.  6-7%  

防 水 紙 な きもの 防 水 紙入 のもの

月数

スラ ン

i l l Q 強 度

スラ y

:m: i注 ｾ ＡＮｲｵ 皮7'  
7 '  

一 一 一

0 1  1田 1田 lC o mo C99m09987】1d 9o992α53g  到1  1  
1  1  75.811  99.8 11  8608 1  81. 78 11  

6  1  52. 2o 1  98. 78 1  53. 78 1  80.∞ 

12 1  18β7 1  98.63 1  53.53 1  68. 39  

司k

軟 線 モノι F ノι の強 度 ( 標惨砂淀川)

防 水 紙 な し 防 水 紙 入

調 合 月数
1:  2.08  1: 3  1:  2.08 1:  3  

一
。

l∞ l∞ 100 100 

80. 04 8 1. 69 95.90 96. 33 

6  54. 35  49.6 1  l∞ 78 83. 60 

12  48.23  42. 80 82.14  74. 47 

'N/C  4 5 % 555G  45%  55%  

' ー

コ ｹ タ リー ト ｾ ｩｩｬ 皮 ｫ ｧ ｪ ｣ ｬ 日 空
セ メ y ト:fiJi 矧

も のは Ａ ｩ ｾ 年伎で 迎 〈 な 明 、 ｬ 年 の 書きりには早くな

る。 その 椋準 7.1<震 も 次 第 に Jf1力11する 、之 が スラ y

プに影響す るのであ る。

貯 荻法 ｪ 狩 戯場 ｊｙｲ はサ イロ の ｾ ｦｉ き も の が 坦氾Ａ的

容若島も費用 の上 よ り考 慮 を 嬰 ナ 、防 7H. A入 の 袋 は

ｬ 袋 Ｒ 銭伎の向 、 充分 ｾ ｊｪＷ ｊ￧ をする必要引市切にｾ

ず。

ウェットモルタルに関する件

( 5) 小型軟練モルタルによるセメント

強度試験法 ( 滋悶稔 氏〉

前 回氏 は it : きに * セ メ y 卜比 がコ' / ? リ ート と

等 しい、 J1/lち 秋 練 の モ ル タノι を小24試 験 j 十をj 日ひ

て 試験 をな す方 法 を提案さ れた が 、今 l!! 1は，t1; の括2

2践 で あ っ た 。

{ 史川セメ ン 卜計 16 初 、 妙、手IJ 1えぴ 砂 は玉川底 、

司自合は 7Jc セ メ Y ト比 が ι 0 1え 7 0 % で ステ/ ' 7 ' が

20  cm とな るも のと して次 の如 く で あ る。

モ ノL [il ノL 強 度

コ ' / ? リート強度

モルタ ノι 弧 l立

3 日 7 日 28 日 3 日 7 日 28 日 3 日 7 日 28日

一一 一 一一

メ普 大 分 49.6 96.1  18 1. 2  53.0  87.1 169.0  .935  1. 102  1. 085  

y 遁
?釜 里子 76. 0 149.8  288.3  7':; .7  145.3  241. 4  1. 075  1. 031  1.194 

トセ

小 野 間 47.8 102.8  208.6  54. 6  12 1. 5  2 16.2  .877 . 846 . 965 

上表 〈吋p) に見る 虫fI ( 、混凝 土に於て l主ス ラ '/ ｾ ｦｪ ￧ 試セ メ ｙ トに ｬ ＭＮｊ す るコ ＧＯ ＿リ ー ト ｩｪｬｦｴ 皮 と 秋
ＷＧ ， 草食 、 強度 、 共に Ｑ ｾ 三の 後 に 非 常 に 怒 〈 なる 練 モル F ノι の強 度 の 比率 の 2p 勾を取れば

ｾ ｾがわ か る 、 防

水 紙 な き ものの

強皮は 53% に下

るのを 見 て も恐

しいもtで あ る。

凝結 時 聞 は防水

紙 入 の分 は 1 年

迄 の 聞 に 辺 くな

り、防 水紙 なき

普 iffi セ メ Y ト

?J j紋 セ メ Y ト

混合 セ メ ン ト

卒 均

7Jミセ メン ト上t

3 日 7 日

.978  1.020 

.967  994  

. 929 .99 1  

.966  1. ∞6  

出%

28日

1. 077 

.964 

1.044  

1.042  

7.1< セ メ y ト上t ＷＰ ｊ ｾ＠

3 日 7  1]  28 日

925 .9o3  1. 0 18 1  

1. 037  1. 058 1.03&  

.935 .977 1. 054  

956  .992  103u 

平 均

.99ヲ

1.009 

.988  

1. 080 

71 I  



1 7 2  

即 ち 商 政 皮 の 比率 は材 令 に より 多少影響される

が一 定伎に近〈 、この 比率が仮にセメントの釘¥tJ ¥、

7]( セメゾト 比 、材 令 に 無闘係 に一定値とすれば令

平 均値 I:l: 1. 00) となる惑を知った 。

次に7 ] ( セメ ン ト比の等しいモパ タルとコ ンク リ

ー トの強度比! 被を更に粉布告 になし 、 又去II 桁 モノL fJ 

ノレ試験も行ひ比較をなす 。

日目合 7]( セメ ント 比 65% スラ y フ・ 20 Clll とし

てコ
'/ ? リ ー トは ill 築皐舎の 1:  2. 1:  2.9 をうた々

布日正し 、モルタノレは同僚 1牛によリ 1:  3.09 、3. 25 を

取る 。K 紡栄は

コ Y ク リー ト中のモルタノレの強度試験をなした 。

割 合 は は 築 事 合 標 準U: 隊舎の改正案による 、共結

果 強 度 は同 一水セメゾト比で砂粒が 一 定ならば調

合 が実 ってスランプ 15 CIl l . 19.  22， 24 Cll l と4・4る

が強度 は裕ど戸数して居て 7]( セ メ Y ト比設主肯定

し ￮ｾ ｽ Ｚ る司王を 知 った 。

7."- セメ 平 均 に よ る 最 度16糎 調 合 の平均d温

Y トH:. 大 ｦ ｾｾ ｾ長限 %  kg/ Clll'
J  

70 - 6 3  + 7 8  206 

60 一7.2 +6. 2 2守O

50 3.8 +5. 6 342 

コ γ クリ ー ト弧皮 kg/ じm!! 秋練モノｾ ｦｊ ノｾ Ｎｕ ｦｦｩＮ皮 ｫｧ ｬ ｣ ｬｬＱｾ 規特モ ノL fJ ノL 弧 皮 kgj cnl

3 日 7 目 28 日 3 日 7 日 2日日 3 日 7 日 28 日

主干 3血 ?主 !Il} 
40.86 87. 57 183. 6 46.27  96.73 484. 2 568.4 

Ｑ 込智ｾ ｾ暴言長 113. 7 185. 5 276. 4 117.1  211. 8  24' >.7 I  516. 9 625. 2 6う7.2

コ' / ? リー卜 福fJ r. と秋 練
コンクリート強度と却特 叉コ' / ? リ ー トiIl: 練乃

モ ル F ノι 狐皮の 比
モルタノレ強 ｉｾ の比

際 、砂 利 混 入前 のモノL fJ 

3 日
3 日 7 EI  I  28 日

ノL より小型モ ールドにI ¥li

1斐 里子
.883 906 1. 014 . 124 .181 .323 

充 して、 その 強度を見る

高 級 窯 業
972 .月76 1. 120 . 220 .297 . 414 

と共強度はコ' / ? リート

七布{ のセメ y

.tl75 

トのz!三井j

.91 1  1051  

向上 prob:t ble
4. 0ら

e' Tor %  

4. 03 3.1 1  

即ち ｱ ｏｽＨ線モノｾ fJ ノι は各1司令，;11 に見る 時 は3- 4 %

の ｰｲ ｯ ｢ｾ bl e ･ ｲｲ ｏ ｬ ・に過 ぎ ず 、 規Ａ各 モ Ｏｾ {il ルで は

同材令の比を取ると 16. 3% の prob .  bl e  er rOl と

なる 。然る に規栴モ IL {il ルの短期強度を以てコ y

ｰ リート の ＲＸ 日の 弧皮の 比 を取ると 比較 的ｩｩＩｾｩＥＮ

が少なくなる 。

3 日 I 5 日 I 7 日 I 28 日

比 継の 平 均 口;τ | ω  「 ω ［Ｍ Ｍｩ ｾ Ｑ

pr ob:t ｢Ａ ｾ＠ I  7. 96 I  6. 08 ¥ 6.9 1  I  16.3 

er l ' ( )1'  ヲゐ I  I  

刈 ｬ ち Ｕ 日 の ｬ 温度に於てＢ児差が ＶＥ になるｾｽを知

D  ＧＱ平 た 、 之 は秋練 モ Ｏｾ fJ /ι の誤差 3 %に比しては

火であるがi ' U日に供し45 る純闘である 。之によ れ

ばセメ ン ト試験が勉めて短時日にて出来る 。 併し

との除に波皮の高いモルタル に依るのはー績 の 法

治 試 験 で 、ij¥}( 練モノレ F ノレによるのが本絡的である

更 に第 3 の賀除として 7. Kセメ Y ト比設の模薬及 び

148 

16.3  

203 

16.3  

60 

50 

. 309 

16.3  

908 

.fl 54 

の よ り甚しく大となる 。

若しモノL fJ ノι のqt ! ¥皮が

コシクリ ー トのと母g しν

32う

403 

時 に は前のれぬより 1. ∞ に 近くなる 、本 '1'[ 験 で

はモ ノ Ｑ Ｑｽ ノ ｌ の軟度が秋ぃｾに狐ｦｊｲＮも大となる 。

(  6) 相馬標準砂の原砂を骨材とせるウ

エヴトモルタルの試験報告

( 良閃義移民〉

米図型 の ｾ 5  Clll 高さ 10 c:n のモ ーノl ドを使

J1J し、 モル タノι の調合を 1 ・3 と一 定し 7]( 七 メゾ

ト比を俊じたる 1:[ 験と 、7]( セメ y ト比を 一 定 し た

るＧｬＧ｛ｾ告をなせり 、 1  :  3 モルタノL で羽合 3 日の時

W. C. 4 0 % で約 2∞kg/ c m'! W . C. 60 % で約 l∞

ｫｧ Ｏ じ Ｑｬ Ｑｾ .Jt.他 各 締'it 磁 の結果相馬原oは他 の1' 1;r， 



川砂阿倉海岸砂俸 に 比 して狙く 、 Ｎ ｪｊｾ のだ ｬ 土 水セメ

y ト比が少ない稗多〈 現 It れる 。

叉 、 目、英 、米 、濁 の 絞i手砂によ るウェット モ

ノl ?l ノL の 試験 の 紡 果 は 日 本 の もの が 最 高 で 4 迦 [l n

290kgj c nヘ 英闘 の が 最 ト で 180 kg j cnヘ 目 、米

湖 、 英の順 で ある 、 夫 Ｗ ｊ ， ｪｩｴ は ＶＵｾ ｾ 伎が通常で Ｔｓ

ｾＰｦ ｾｌ に なると 設だ が 大 と なる成がある つ

(7)試験用砂の柑遣と* 型軟練毛J レタ

ル試験成績に就て 〔口l 中太郎氏〉

試 験 用 砂 と して 相 馬 砂、 中川 妙 、淀 川 砂、 多 摩

川 砂 、 ｾｴ 他 ＱＳ 将 、 そ の宇｜ＱＮ Ｑ 変 Ｑ j じの 約数 は 淀 川 砂 の

5∞ 8 か ら 員緋 川砂 の 16∞ 迄 共 平 均 2451で あ るη

tll 率 淀川|砂1 . 95、四F i 防 砂 3.0 1、全 平 均 2. 75

試 験 方 法 は 涜 岡 氏 に よる 、7"七 メユ/ 卜比 6 5 % と

し、 スラ " . / 7・20 C I 1 1 になる調合を取る 、 試 験成

絞の Ｍ ｬｾｩｓ は

(8)瑞濁のウヱ・7 トモルタル試験法に

就て ( 永 井 彰一 郎氏〉

ウェットモル F ノι 試 験 '/1， は 1692 I，r: 仰 の 7 :c. ー

レ ー がも ｛ｲｾＱ Ｑ し 、 瑞 ｬ ＯＩ チ ユ ー リツヒ大撃で は 過 一 去 Ｒ Ｐ

4ドH: J 研 究 せ り、試 験fTA及 形式 は 次の如 し、 Jl fl ち 長

い ｾｊ ｜ ぬ ｊＺφ のペ イ ダイングテス ト に よ り腔 張 力 皮を

長11 りそ の破 片 に て肢! 眠試験をな すの で あ るの

lW 1苅 吹 時( 米 定〉

c m む111 CI I1 

プミ さ 4 x 4  x  16  5 x 5x 2J  4 x 4 x 2 0  

メpan 10 C川 15 rm 

5 x 5 x  20  

1uー 16r m

荷) f( 鮎 1  Ｑｾｉｽ ￴ｊ￭＠ 2  

7t  
IJ -仏， 

11 %  

16ー 18 % 16 ー 18 %

( 余震f ，! の)i 12 %高級

砂

3 日 7 日

kgf cm'1 kQ' j c l11日

28日

k!!/cm
2  

由S叩U り同 A  日A  スデ y フ

伶 illU日1沙を 49∞ 孔 に て 残 irt 701;; ill!;n'I) 30% の

微 細 t沙を 40% だ け 照 準 砂 に加 へ た も の を

川ひると Ｗ 日ｲＺ日水中硬化 に て ＱＵＰｫｧ ｬ ｣ ｬＱＱｾ

之 が ｾ￬｜ｬ ｾ 砂の みで は ＹＰ ｫ ｧｪ｣ ｭ ｾ しか な νｮ

之よ りして 1 ( ヒ メ Y ト) :  1  ( 徽 納砂〕

キ目 m 47  87 13つ

rl
l  

JII 76 122 206 

多 }事 川 77 1L5  209  

淀 川 70 107 193  

1  :  2. 1  

1  :  2.7  

1  :  2. 7 

1  :  2.2 

C11l 

19，7  

19  

195 

20 

2  ( 傑 i¥1j，砂) . 71'<は 16.75 %  (7t セメ y ト比

6 7 %) の調 合 乃 モ ルタノι の試 験となす司王が

あ る、 乙の七メ y トに似 た微 細 砂、を!Il ひ る

高 級 七 メ Y トを j 日ひても同様な 比率 で 沼 皮 の 祭 事 lまよ い 本で ある つ

イヒが ある 、新 論 として E少/ ) f I ; . 皮大なる 科目!l Q皮 弱〈

ス砂 の 'l' tによ っても YI肢 が :) ' U， ( 9 )混凝土骨材試験鯨に関する調査報

花 防ｾ Ｉｦｦ 1f t  fl Jt+ ｾヨ
利 イT

id; 岩 佐

l'1  FI的 砂 キ11 ｽＺＡ ｾ＠ ({); I  '1' 川砂 多 摩 川砂

kl! l  CII I  kgjCl l l .1 kl?/ c l11 ‘  kEI じ川

3 日 56 47 76  77 

7 日 105  87 122 125  

28 日 153  13J  L06 2':: 9  

供 試 位 の 大 さ を 俊 へ て の 試 験 で は

50  CI1l 1' 1  

3Cx 60 c m阿波

19. 95 x  31. ヲ回! 日

飾 帯lニ 鋭

角 孔の大さ

( m. m)  

I  ｫｾ 日 ｅ 凶 ｾＱｬ Ｒ Ｑ ｾＡ 士 Ａ
64 1  126 1  203 1  

土t

E ヨ

昨 年 の 本 例 舎 に 於 て 試 験官市 をメ ー トル法に i N長

ｌ 統 一 制 定す べき ｉ ｊｾ を 決 議し 、 飾綱調Ｊ 委 員を選

定 し て 調 査研 究した 、委 員は之勾4 製 造 に 関 す る 調

折 、 関係れ方而IT 295 筒 ffr に'l，t する l!司令 等 を行 ひ之

が報 告 をな し た もの であ る。

1  i.見凝 1.'庁防試 験規 定

本す1I 1て仏 て は 抗 凝 r.. 協 議合 、 ill 祭主弘合 、こ1"木 製

合に 於 て米国P，?; i ¥' ;o;ii に よ り下記 を規 定 し て 居 る。

;J¥、他 内 務行 | 木 局 、ifi 路研 究 合 、内務省、上木試験

ｦｦｲ ｾ 宇に於 て はメ ー トノ レ法によ り ＵＱＱＱＮＺｮ 孔 Ｍ Ｕ Ｐ ＱＱｵｮ

孔 等 の 百Ii 網 ¥Ifl に市iiJJX を規定して 居る つ

7 3  I  
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叉外闘の規定は A久 T .i¥L の と 'f yl er の とは

大 略 一致 し、英閣に は I. M :t.-r. Peri es が吋法にて

規定 ｌ 、 凋訟 にては 飾綱 は ｄｬｾ 1171 Iこ飾鋲は

D1N  11 70 に規 定 してあるが 、新i局之若手を索合す

るに 、米 、籾 '1' 1材怖に 点 却した孔収は 0.15 1l l . 1ll 

0. 30、0. 60、 1. 2、2.5、5、 10 . 20、25、 40、 50、

80 11 1. 11 1 である 、攻 に我聞に佐川j され て照る陥 ノ〉

現司去 を見るに飾納は 9 0 %、 r. ai 紋 1t 8  % 、残りド

補者ー組合であ リ、飾納中 tyl<!1 怖が 5 5 %、 米 岡

弓l が 25% 、残りはその組合である 、本翻交の併牲

に 不 され た る 飾 制 定に仰す る 芯 ｊｾ を 総 折するに 、

相官t権 威あり 一般的なものとし 、令部メ ー トノL ｾＱＩＱ ｊ＠

にて茨きる L 寸法と しJ Ｑ 料皮 ｾ ｴｾ /) 1?: Ll 1が主主易な る

寸法ーとす る事 、叉寸法 の大なるも のは飾 J阪とす る

方 図 lfi ＱｾＱ とす る に使なり等 の 設がみる 。 要するに

本手11の標準筒抜に tyl er 怖はメ ート ノι f去に準 捜 し

ない事と 、供給不便で償給も低限でないため各方

而 で続 々区々 の飾が制定される課で機威あるメ ー

トJ L 法による際司(t 怖 が主主かに制定せ らるる必要 の

ある ｮｾ は言 を倹た ぬ 。

ヨたに以上の調査の紡泉板市制1制定案と しては 、

1 孔眼系列 は米病共 i血性 に7:i み、.1' 1米関式系列 と

する ｉ ｊｾ ｯ

2 孔限系列 は J . E.S. 校: 市般に 一致 。

3 針命の1' l l : は J . E.R. のそれに 一致。

4 本 邦規定的綱寸法と 完妥協約: を有する事

空宇を考慮 L 、次の如l きものを提出 3 れた 。

!日 盟1- 一 近 似 筒1

. 15 i  0.15 1; 米図式l ¥o. 1∞I DT:-¥ 1171 

.3  0. 30 11 

l¥o.  50 
11 

.6 O.ω 11 
l¥o. 30 

11 

1. 2  1. 20 11 
No.  16  11 

2. 5 2. 50 11 
No.  B  

以とを規 1jI¥.': して将来の 怖が規定されるの であ

る。

( 10) コンクリート工事現場賓況調査

に関する意見 〔吉ru ｾｾ次郎氏 〉

汎綴 l 工事の現場主〔況を羽交するため' ，;;¥' 技術舎

に 於 て 混Ｑｍ こ ｉ ｾ 工事施工の 行公街 、 ー トオミ ｩｬｬ 司王，清仏業

者 、各工場等 448 ケ} ; J [ に稀々 要項記載の照合 11たを

配布 し その ｉｲｲｬ 答 を 求め 、 ｉｮｬ 幸 子 ＧＱＷ 泌 を綜 合 し Ｎ ｾ J1.. 

たる 意見であ る。

1 迎合及水量を定むる 規 準 iこ就 いて

コン ク リート の抗日ｾ［Ａｩｬ肢 を 法幣 と しで 配イ ｴ Ｗ ￍＧ ＱＱＱ

を決定ずべきであるのに 、一般 現 場で は祝凝| ノJ

ｾｭ 皮試験がＯｦｉｴ＼行はれて居ないｾに之も一般化さ

れ て居ないのは泣憾で ある 。 IJlJtt ニトー の抗限 11&Iaは

その許 答強 度 に よっ て定 まる包Ｚで 、 許容 ｾＱｾ ｭＺ Ｑ 土 、

緋造物 の需要限度 、古I1材の額' f . i 1、大さ 、形 、餓 筋

と Ｑ 昆 ＨＮ｜ＩｕＮ との ｊｪｬＮ 仔 Ｑ の 比 、 骨量粋 ｮｾ によって各現 ｊ 与

で興って洋. 支えなヤが 、調査の結果 、持準の抗川5

ｩｪｾ 皮の最前 Ｒ ∞ ｫ ｧ ｪ ｣ ｮｬＧＺＡ から最低 ＴＵ ｫ ｧ Ｏ ｣ ｬｬＱｾ迄

日o ｫ ｧ Ｏ ｣ｭ ｾ が相官 ｴ あったが一般 に Ｑｬｴ過ぎた様で

あ る。

翻合は昔ながらの 1: 2:  4、 1: 3 ・6 を用ひて尻

る所 が大部分 である 。建築工事に 1: 1.4 ・3、 1: 2，2  

:  3.8 等の調介は少しはあるが :1'.木工事には新司司令

のは皆無である 、之は基恨の強度が 1-.げられて居

{ r .  40 

ｾｉＧＮ＠ 20 

N I' . 10 

N I'. 5  

ない司 Ｔ と共に 、 雨三年間 ｬ こ セメントの日 ｾｬ￺

I s : が蒸 し<.Ifl 大 して居る本を無脱 L てfu

るので誠に不絞首寄で ある 、

2 迎 合 及水量 に就 いて

5. 5.∞ 11 

K ぃ. 4  1  DI X  11 70 5  1l 1. 11l  

iJ/; i疑_ I . . の抗限強度 と配合 7)' 盆の附{ 系 11

i;l l材 の智i類 、形 獄 、大さ 、IJ/; 凝_I - _J 浜プとの

方法号＿［に関係深〈 、 材料の分離を考 ｊ ，ｻ［Ｎｾ す

る時はイ中 々7)cli l : の決定 は囚品f{，で ある o .f1/i

10. 
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を有する手昨今i ' f ' i : のものとする鴛 に 1t  '!J ;I， 

坊の技術者が浪凝:卜打の1' 9) と終に於て 、

調合又は7 J c : ! 立を縫える舎の考慮が必! } f で

之には充分な符識と経験を有する技術，何

を!1J3す る。 Jl Pち1ft 凝 1・打 の各部から刊1・試

般を取り試験のtr'i 泉を参考 にし て干ITび施

即ち委員曾案 1-:J: 51l1 . nl 以上 の大 なる 怖 に101孔の術 工法調合 を研究する学の現匂 に於ける研究 が大切

鋭 を j 目ひ 、幸町呼 は番 税 引援して子LIIRの大きに よる 。 である 。調合の王世論よりも施工法の研究が公務で



ある 、例 へ ば7J<セメシト比設 等 も 特 別 な る も の 、 本流の砂手11の分類である〉

或 は部 分的に は 訴 ｾｻ￰Ｈ まるかも釦 Ｑ れぬ が 、 構造物 に

謝 しては 不 都合 であ る 、 Ｗｊ､￟ を一定する ｮｾ は ｩｩｬ 路

は箆練コヅク リ ー ト を打つからよいがｾ築 ｴ 訴訟物

には不可と 忠、」、。

3 材 料 の計 量方迭に就いて

セメ ｹ トを容 積で計量する ｾｊｈ 易が約今数あるの

は泣肢である 、之は是非重量; で音i る憶 にしたい。

セメ ｙ ト ー 袋 ＵＰｫｧ は ζ のま ｾ ri1J. めて使月] して 可

である 、 セ メプト 1m
3

の重量を最小は 1070kgに

最 大 は 2027kg に取って居る 1550 k:; ゆ∞ kg が

大 部分 で はある が、之 も 是 非 1550 kg/ II1'; として

百|泣したい もので ある 。

7}にセメ Y r . 比の値 は金〈区 々で 60- 70 が 多 い

目分盆によるもの が 10} 6 もある司王は不可である。

4 骨 材の 含 水量 に就いて

線、重立の 1(3 の現場で は水分 に よ る 砂 の 膨 み を 考

慮 せ ず に計量して 屠 る、之は 7J c. : f i ! と|司じく正 しい

現場配合 比 に従 っ て 、正I濯に砂を言J'f立する 事 の 必

要を現場員に 合i￥させる必要がある 、砂 の 膨 み ( 1

1主験 を正確にしてその紡泉による べき で ある 。

5 試 験 施工 の 程度 に就いて

スランプ テスト を施工してた1" ｾる現場が Ｑ Ｏ Ｒ ある

Zhは結構である 、 iJ U疑上の オーカ ピ リティ ー を充

分に測定する事は U'，*ない が、 スデ Y 7・テストは

同一材料に謝しては 、材 料の計盆が正しく 行 はれ

て居るか否 か を試験する 一 つの有効な方法である

少な〈も混 ｾｴ 上の施工に就て現場員 ｉｃ 充分なる注

;むを扮 はせ るには有効である 。 叉 牛 数 位 が コ Y !l

ｈ ート の 抗ｾ 試験を行って居るが之も令官官が行ふ

をｾ する 。

結 論 と し て 混 縦一/ ' . の施工は数勺・前に 比 して若 し

く進歩 はして 居 る が 未 だ 幼 稚なj苅も大分 ある 、従

て この方面の智識 の普 及に就 て 一 層 努 力をｾする

ｾ ｨ を訟 、めた 。

(  11 ) 混謡土骨材としての多摩川砂利

の性質 〈松浦二郎氏〉

従来セメ ン恥 のみ研 究され Ｇ ｾｪ 材 ＨＱ 等閣に されて

/?: .  t工、之 は骨材の毛n知多く 、性 質が弘i判i なる に18{

|封す ると思 はれ る。 多くの 川砂 利 は1妙 法 ( 10. 6} 6)

両l! 1;y宕 ( 59%) 、:粘 板 持( 15.7 %) 、1' 1若( 9.3%) 民{ 也

11 程の岩石に分知され る、( 括; i l J J ¥. 内の数字は 軍司村

粘 板 岩 硬 砂 岩 砂 岩 角 岩

比 重 2. 70 2. 67 2. 66 2.69 

l政7J，率 0.1  0.2 0.3  

比重 i土比 絞 的 l'こ揃つで居る 、叉 J炭酸水に到する

浴j持率は石炭岩が最大 て・ 0. 056%. 花 |高! 岩が最小

0 0185'6' 、砂宕 0. 024%、 角 去 0. 025X，夫 々の 岩石

の強皮試験をすると 、花! 謁岩のみ純 セメント蚊[ 支

より少であるが、{也は夫より主主 か l'こ多 い 、 ilii :i ill N il

皮 は1'i i板 符 48∞krn/c川町、砂 宕 46∞ kgf cn子、石

炭 狩 1800 kg/ cll1内

次 にl耐 火 l定l'こ;抗て、火 災1)#のi19.Tfi. '土F付近の不燃

性 物 質の有 無、 jffi 11¥の. t主否 によ って !Nるが闘 ); [袋

災 時 の最 高温度 は携 氏 1200' 位 で jr1i常 ω∞ 。 で

あらう 、長時f i : l熱せらる L 時 を除き' ，'1材 の「昆lit ，1  

遥 か に1Rぃ。

叉仕材 の 線 膨脹 lま 6∞ 。 に て 石 灰 岩 1. 5、 花 l品i

岩 1. 6、Ni 仮 f i l 、大 部 分の岩石 は膨脹 に謝して安

定で ある 。銅 の 膨股 は l∞ 。 前後ではコ Y lJ リー

トと似 て周一るが 、 之 を趨過 すると鈎は 更 に膨脹 し

セメ y トは牧 iiuずる 。

即ち母利 の製¥H多版 は l∞。- 150。の日t ] で セメ ン

卜の膨脹 は最 大 で、 そ の ( J [ は略等 しく、 100 ' 以

上で前述の如1 ( 牧紡する 、-m: 材 問 の 膨E足以縮の2長

が大 なる程磁E誕が多 ν 、、400。迄 は亀裂 なく 、之 以

一 ｬ で ｬ 土 Ｇ ｉｾ 材の 膨 版 。 大 な る程亀 裂 が 多 く 、 ＧｉＧ ｊ Ｇｾ 寸を

一 定 す れ ば7J<1立大なる程亀裂が多いの で ある 。什

材と母科 を 7∞ 。 に熱 し之 を 常I昆の ものと比絞す

る と而11M
i
JIQ皮 は 粘板右 、 i抄-t f等 は弧皮 をJij し、純

セメ Y r  ¥ 1  3 モノl {ilノL は目立皮減少し 、 抗 的 制

度 は令部減少 、之 lよ純セメント カ: 最 も 多 〈減少す

る。

( 12) 混疑土試験に於ける標準園埼供

試謹の抗霊温度に関する一考察

( 吉田m. .ヒ氏〉

1ft. .!疑土の分;;; t 1' r JFl ( 1 Ｈ ｩ可 れの 時も免 れ ず 、 ｦ ［ｾ ［， 弐位

作製乃 ＱＱ 年 にも分 五 ｉ Ｑ する 。 従っ て 闘 士五 供 豆 、位 が ｮＺ ｾ ［Ｑ

の Ｇ ａｾ ｬ 友を ｬｪｾ すや百宇 治 ｱ ｬｦ ｪ ［Ｈｩｪである 。

同氏の 1'i'験 は この 分離の影響を 求 むるものであ

るo lj J l ち夜来の方法ではf J t試位を 作 製 して 厄ーる 内

7 5  l'  



にセノ y トイ ー ストカ: 浮き 111 して外ミる 、従 っ て日jd l t ず. i fli た々 る; ! ! ; 歩である J 合J 論 iI/:i tL l ーには多く の

皮 弐みをして 見 ると令〈 分断なく y. ") なものは | フアヲ ター があり 、伏線 $ の問先のみで は現 場 企

下刻字ili な紋形 に破泌 するが 、分出{ ! が多 いも 1つは斜 体し ￎ ｾｬ な ｲ が、 ｊｎＺ 合 、 ｗ ， 合成は 別 所 、感校Tt除

めに或 は 非 釘 務 の鼓形 となる 。之さ事 は lt 際 の 弧 皮 ｷ 等は ｾ￬ｾ ・ に一 般 に Ｑｊ し 、 ｩ ｊｴ ｬ＾＾ｾ 1.. 智識? ヰ及に大、 、l'こ

が!品 て 居ないと 記、められる 。分隊する憾な i! U))I 卜ー 努 力 せ ねばならぬ 事 剖j百!さする次第であ る。

を 分離しない様 に 作製する ｾ ｉ 二 郷 し ｵ 、 、 之の倶 ＡｲＮ 長 更 に本例 合 lよセメ ン ト- n術合 の椛 威ある 合イT で

と して t' iや21闘JJy を3 段 に 分 割 して rl' リL怖が1'f 際 あり 、各方 而 ノ'Yltff 戚1 ) ' が山町して年; るIJトで あ る か

の弧皮をm. はすも の とし 、例 へ 11' 最下 1'$を 7]¥セメ ら、殺が日本心: ヰミｗ ， 合 に於 ても協 舎 の 良 行 ｉ ｻ ｾ 争Ｚ凶

ン ト比 80 l'こ中火を 65 l'こ最卜ー を 50 に叉はその に認めしむる s に も、 :!守 l Z 合員 郁 子 に 持 及 v ) ため

泌ーに 下部を lii1! 練 に U;li を秋練に して 、各 I@-/コliUに にも 是 ｾｩ ，毎年 ｩｕ くを ｩｬｬ られん ＭＺ ｊｾ を望むも θ であ る

ＲＰ［ＩＭＨＮＧＩ 時 差を む い て 作り 、 之 と中 央 ＱｾＱｾ と同 Ｗ ｝｜ ｩ 立を がI本文 の 溌 表、; 持rJ i はィ?? くその 大 略又 は一部分

有する普泌 のｩｊｾ試 胞と の似 ｬ 支 はが Ｍｊ 6JG の差のみで のみを ｾ ｩｉ者のノ ー トｩｬｬｩＮ に ｳ 非 核激的 にＡｉｩ， って氾 し た

あった 。 もので 、約 iiil 父 : ｾ＠ (>f l究 の 令部て・ lょなく J j とに. 1J し

以ヒヨド例舎 に出席して安nり似た各報告 、研究の ての f t任 1，1 令部tli /'i にあ る引を i州防 L 、 j1l i f ( なる

火 時 士記 したので あるが 、之 を裂するにセ メント 御 f会決 をなされた ti#i wi  1) '  a- ｦ 立に ｻ ｩｦＮＨＮｾＺ 企衣する次 第

製 造 技術 は年 々甚 ノげよる重苦t主主なし つ L あるのに である 0 ( 1932・11 ・15 uU)  

到し 、建 築、土木方面のi . f I : 鋭止施工方法 は之 lこ!i ミ

• 1 6  



〈 武川博士 ー ［選者机 ｩ ｾ l: 'I;i!- n?; 者の記念撮移) ( 前列中央 に御 令 係 主膝にせ らる L は武回博

工準博士武田五一氏の還暦祝賀

武 田 博 士 還 暦 祝 賀 式 扶 2兄

昭和 7 年 II ハ20 日午後 2 時宇より京都帝国大製本部隊上にて

Ili)C賀の式にタIJ するも の先生の門弟は勿論、教育. . ¥" 1 - と云はす質業界と云はす 、蹟 < I事士の

辺 ｉｾ ｻｦ ｩ ｬ 記す ベ〈式に刈し芳名 ｾｫ に記名され Ｑ こる総 Ｑ 泣 ＲＷＰ 徐名 Ｎ 武田 ｴｷ Ｚ上仰夫妻 Ｎ ｦ ｡Ｚｾ 令Ｑ［ｴ ｩ Ｎ

術l貌肢の方々御wm，' のも とに 、当悲Eカか〉に1盛査大に I'u守U

等工業Ｎ号竪見校長古字凹 ･白凸 Ｎ 氏 の 開曾 の ｩ即 Ｓ針 Ｑ に主次夫いで 、 藤井 ｴ ｉＮｾ 士の事業報告の後 、 天 ＱＨｪ 博士 ｩ 立特記

念事業宮行委員長として物mカベこ先生の 111持医を語り 、 その1i' pj J を糾へ 、叉教室を代表して

去らる〉先生へのHV別の立を表され . 京都高等工芸E m校教皮渦j 烏疋三郎氏の ヂによって先

生に記念品目鈴が! Ul;呈され . 引っ v いて満場の拍手間に先生の仰 変 l系によって武石仏三U)¥

J¥: の製作に成る博士詩除の除幕が 行はれ 、 その問先生に !1斤呈する記念! 日 、柄l瓜. 特 製 、附

等 、 契丹、五Ｚ長 、 策ｾｬＧ ［ ［ ￯ Ｎ ｾ 俗 、 紫梨 、 各 ｅＡｦｦ イ ＱＧ Ｑ の右｝ＰＧ 屯にか〉る ｐ ｌｪ季花鳥 ＷＴ＿ が ｬｩｾ ￭ ｾ 日に偽げ られ

た。結いて予 ｾ ｊ｜Ｏｉｉｊｾ 耐として先 つコ ｛ ｽｾ￬｜ｩ｜ 長本町平Ｚ氏立って 、 先生がやＺ県建築・ Ｕ 略取室 の例ぷに

議されにＨ位以 ｊ と ｦ ｊＮ ｪ ｊ 好 ｪ ｊ ［ を ｈｾ へて 、 先生の停年 ｪ ｬｊｩ ｊ によって木撃を去らる〉 こと を惜しみ Ｎ 工

ｾ，博士ｽ Ｍ ，岡安氏は同 窓の ー ー凸として建築界教育界に設され Ｑ ］ る先生の功績の数々を俗へつ

〉博士の比類ない塾術(JI. J天分色町民し . 併せて今後に於げる先生の許可臨を期待し希望する

の言葉を述べ られ 、最終に青柳tl ) j 士立って先生のみ: 人として私人としての先生に説き及ん

で武出博士こ そ紳士道の人であるとなし、先 生の紳士道こそ宗殺の j診ならぬ京放と iit 美せ

られ1=。

次いで武町博士立って l祝賀式に到して の謝意を述べられ 、過ぎ- * し方をふり返って 、自

分は全 〈多幸な壬|よ生を送って米7こが 、 これ皆天の恵み人の胤であると云ふ意味を敬度な言

7 7  I  
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ｩｴ で漏られ 、 古宇凶宜氏 の 閉舎 の ｩ 引を以て こ の ｬ 似賀氏を ｉｾｊ ぢ Ｎ 一 同伝部位 ｪ 二犬山聞にて記

念品r.; の後 、区間合場並びに脱毛F合拐である京都市公合立点finに!古lつに。

武 田 博 士 還 暦 祝 賀 展 覧 舎 蹴 羽

1  I  )oJ  19 目、 20 日京都市公合主来日目階下にて

Ｚ￯ｦｴｅ ｮｬ 時土の還暦 ｾ￭ｬｩ ｊｴ賀すべ〈 、 我 ｫ 門下一同が常 ｬ こ見ることを望んでゐ＿二 、 先生の佳底

に必さる〉スケッチ 、或は z立;¥1闘 、お民の類、叉蝕技の日本自を 、先生に IH品を乞ふと共

に門下の者叉先生より

受けにる長t 築設計の技

を以てｼ止にｲＺ ｾ ｊ へるｦＧＱＢ Ｑ 日 ｩ

ぞリミめ 、. aに IJ!j 士の fSi

きi卸交友の' 1' より作翻

日本百i. 彫刻、家具 、

織物、陶出;: JJ' . 工卦品

の lndrll を得て 、先 生の

五t築界工型界に泣きれ

1: 伴大 Tよ栄町を? 語り 、

門下俊秀の作品を以て

他 uf J 先生の敏育界に於

ける犬きいJ ' f 粒を? 語るまことに武 111博士の辺 ｊ ｧＮｾ iTi JCふにふさはしい展覧合であつに。 19日

並びに 20 日は一般に公開されにが. 非常な盛況であって 、恐らく京都に開かれ7こ建築関係

の ｍ 究合として類 のな い盛合であった ヲｾに Ｒ Ｐ 日午後は 一般の入場 ｾｾｪ ， 氾しＮ耐賀式の墨

列者のみのにめにあて州安の聞かれるまでの 211寺111 ] あまりを 、或は先生の作11111のがj に今史

乍ら先生の示11

'

技 を嘆陪し 、或 l まI" J下作品の前に三々 {1i k W: って作 l日tの l愛サ: ; をあげつらひ 、

或は展覧舎場の一隅の休ＡｾＡ室に年Ｊの ｪ 向 ｊ ＩＺｉｉ 支の方と Ｑ 袋岱談に花を咲かせて居られる光生を

扮して作品の批許を求むる等. 会11五く:!，'J 下皆 平日気; 前々 ?こ る初!に nキの経つのを忘れ 、月iJC' 交の/):J

かる〉時刻の徐りに lj' ，し、のを1就い仁科であっ 1: 。

武 田 博 士 還 暦 祝 宴 紙 況

11 月 初 日 京 都 市 公 合主:ょUfi ¥l 階上にて

武川博士御夫妻、待I l 令，目、、抑制親族の方 k 、ガf城総長を? 始めとして闘西に於げる敬育w . . .

建築界に名? ご〉る人 k によってか こまれに主i 与を中心として、午後 5 時半りよi I 似宴がIHJ か

れに。参加者 209 名 . まことにヨIt盟な i民餐舎で司あつにつ なごやかな宴も進み 、やがてデザ

ートコース lこ入る や司舎者} 「岡安氏の指名 lこよって 、ま づj ゴ[城総長立って「多誇多踊多クJ

• 



子」な る言葉を引き、

先生の齢還暦I'L達して

￭ｾ ｊｪｉｉＺ者を凌ぐ建日ｻを隅

へで 、将来ますます多

認なるべき こと に及 び

χ 多耐なる光部j( iちる過

去を tiH美 し、叉多 VJごr

の訴の示す釘I < 先生の

111:に優れ? こる多く の御

令息 {t .r' d= る〉ことを

iR児ひ 、更に「三つの例

作」の言葉の 下に、 先

生 の残 され Ｑ］ 建築し京 者 ｉ ｾ 帝大 に 創設 せ られ Ｑ］ 建築息 数宣伝 と 、 第 三の 立派な創作として先

生の御令息御令嬢を禦げ 、 博士の還暦を ｬ￯ ｩａｾされ Ｗ こ。更に ｪ 十 日記安 氏 の 指名によって大井清一

敬夜、名高工数長土屋純一氏、大介三郎氏 . 11r . 藤正次郎氏交 k 立っ て、或は先生の本皐 建

築車教室創設に常って 、 故円比忠 彦教長と 共に 輩され Ｑ ］ る御 努力を主ｦｩ［ベ 、 或 は Ｎｾ 生時代先

生に親表して 、或は先生の非凡なる手腕 に敬服し、或は先生のl叱責に恐れ1=昔 日の懐菖淡

を? 述べられた。次いで大毎京都支局長岩井武俊氏は、先生の設計 にか 〉る建築物の数の い

か に多きかを泉げて 、 先生の也、こ及び維事主ｪｬ［築家としての業ｾｩＧ ｦ を種 ｫ のユ ーモ ラス ＱｾＯ ｊ 、訴

の中に織り込んて巧みに注べられ 、鹿子木古; 虫1I 苗イ1' 1は叉若年 巴里に遊・阜の折以来年* の交

及・の閉まことに先生の悪戯気の fこめにあぎ むかれて. 自分が一年の年 少で ある にか〉は ら

すこの泣暦耐賀の企てを知らさる〉まで同年であると思って居1=話を詩って 、:if t出博士の

l別j切なド1: 絡を拙烏せ られ 、j員ー後に池 川賞氏は叉博士の人相が肯相 思上日本人 の代表的人相

であり 、貝つ最 も多諒: なるべき什相で あると紡ばれに テープル スピーチ終る や川溢朔郎

防士立って先生の還暦剖切す ベ 〈杯を」てげ 、 一問先生の将来のま すます健康にますます活

慨されんことを祈って車tf不。

武間博士より多曾者一向に挨拶の言葉あって後、7干1向者j十岡安氏の琵挫で武田博士高 歳

を三11日し、意義深い耐賀合を閉ぢ 、宴後も f古}談話11主に rfI; を移して先生を中心に赦談を交へ、

l良秋の夜の更げるのを忘れに。

武 田 博 士 還 暦 記 念 出 版 に つ い て

HP医は二種に分つである。 ーは既刊偵の 、いはゆ る11何際を fJfJl 、て談笑せられつ 〉ある

姿 をあらはすに相 ｬ ｅ はし し、様 な 作 ｲ 日を集 め＿二「武 川 ｴ ￯ ｾｩＺ τ ＱＺ 之 償却 」 であり 、 他 は建築工

袈等に闘する闘 をま とめu l' ，n反物であります。 この J; は 目下編J;i 仁'.1で、来春 3月迄 に

出来上る猿定であ ります D

7 9  I  
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セメント生産並販責

統制に閣する陳情書

首題のイ斗について 下 犯 の泡こ れが目 的達 成 の た

め援助方を rll i I 1された ので 誌 に 縛 載 して合 員 諸 君

へ お 知 らせ主主し ます。

HR平日 7 ol三 12 月 9 日

日本 土木 建築而¥; j造業者聯合合

合 長 竹 rlJ 藤 右 衛P' J

"U閣 法人 日 本 建築 路合 々 長 片 岡ヨ:z.1ft:X

手f 11干盆御隆盛水質上自史

報

則 合 長 官 長 平 作

1m工大臣 JJ 1i 寺中 島 久m吉殿

認1 1却

l 製品ノ ♂¥'f t  =- 主主: シキ 優 劣 ノ蒸 アノι = 拘テ スt阜、

テ 同 一 償 給 7 以テ販変スノL ノ、不合 理 = シ テ 闘

係 業 者 ノ公 正 ナノι 利主主チ -'!i: ス

「セ メ ント J '、 各 iU: 製 品 = 依 リ 又 同一 舎 利 ノ 製A71ニ

於 テ モ 製 造 工 場 = 依 リ 其 弧 皮 チ 災 ニ ス ノι ノ、各 ffr ニ

於ケノレ試験成新= 見ル モI列カナノ. !.苅ナ り、例 ヘ ノ、

鍬［む大臣 官 ｅ 研究調査 ノ 「セ メ ｹ 卜 ｪ 悠Ｑｊｬｾ強度 ｪ ｾ

迭 さ名 表 ｾ =-(t< レノ、東並il セ メ y 卜J 合 此 製 ノ 悠 限 強

1'* 者今回 「セメ y トJ 生 産 、阪 資 統 制 上 よ り生ず る 皮 ノ、毎: z p. 方糎 383.5 Ji1 = - シテ翠凶「セメ ン ト寸合 枇
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「建 築 と 社 禽 」 定 信 表

毎月 l 凹 ! 日後行

重責 定 債 富司1 稔

l 知

1  2 冊

5  0  O:畳

6 悶1

2 銭

7. 4 銭

廉 告 掲 載 料 金

普 通 I 1 頁 I 1 凶 15∞

一 一 一 一 ー ー ー

普 羽 I t 頁 I 1 回 I 8.00 

一 一 一
普 油 ! 1 頁 I 1  Ihl  I  45心O

ｆ 前ｷＮｾ富 Ｑ 貰 ｉ ー・ 1  

普 通 I 1 頁 I 1  ffi l  I  40.00  

{ 前約1I I 2買 I 1 ' - I  

一 一 一
普 逝 I ! 頁 I 1 回 I 25 叩

f 後附第 I 及畳軒医) I  I  ー !  

一 一 一I 汗J : - ! ' 1111  L lJ .W 

いド 掃 ) ー ， 、 - ・ I - - - -

一 一 一
表 紙 2 I  1 頁 I 1  Iill I  6000 

一 一 一
表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 I 45.∞ 

一 一 一表 紙 4 I  1 頁 I 1 回 | 印.00

一 一 一建築事務所録 I 1 欄 I  1 凶 I  l .fiO 

一 一 一( 怠』問時操官 Z内) I  1 欄 I  1 位I I  5. 00 

御 注 文

御 注 文 はす ペ て 前 命 で 本 合 直 接 又は 特 約応 へ

振替貯命叉はｾ替で御 鋳込を願ひます郵券代

j 日は一割 J曾、代合引換はお麹I りままします。

昭和7年 12月初日印刷

昭和8年 1 月 1 日強行( 第16輯 第 i 蹴)

滋 行 ・縞斡

印 刷j 人 版 取 l場

兵庫麟武庫郡今滞町浦風56番 地

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大 阪 市東 区 内 淡 路 町 l 丁目 7養 地

霊 長 行 所 E更 日 本 建 築 協 合

大 阪 市 北 区 中 之 島 1ノ3朝日 ピル

電 話 長 本 局( 23) 4500杏 ( 6)

本 局( 2J 5470挙( 5)

本 局( 23) 554Om( 3)

鋸 替 口座央阪 39975番

特 約 販 賀 庖 柳 k 堂 書 j占

大 阪 市 西 区 京 町 堀 寿 司 子 板 矯 北

電 話 土 佐 堀 2440番

指 替 口 座 央 阪22084苦手

禁 轄 載

本 誌 に 掲 載 せ る も の は 、 一 切 とれを無断にて

特設し叉は翠行本に上J 枠その 他 の 複 製 行2惑を

な す ζ とを禁ず。

編 輯 後 記

P 改I f i の吉度 、千l IU司風、 回1' 1'，度〈巾し納

めます。協舎もここに第十七迎年を迎へ 、

基続々竪しも宅愈々高〈 、同院の歪りと存

じますが、的将来諸兄の Pil 支持に f突っ所甚

1:: 多いのであります c

P  役員を? 改J . { しまし1=。新鋭の士陣容を新

にして轡を並べ 、 百ｾ到 ｪ の噴出 ｦ に跳躍せん新

らしい希常の年であります 。本年は淵十五

年記念事業のがj 佼れるも のがあります、 tI. 1J.

覧手干に 、見伊ぺこ。共他ijU: 合的に浅され? こる

事業は積以して新人を待って庇ります。

｢ 新制ｾ号係も新進気鋭の士を来め 、 謝礼の

御明付に刷ふべ〈努力 し、7こします。 心の至

って内森の制はざるは 、7象め待11主[ 恕をお願

致し度いのであります。総へぎる御版粧を

懇望する次第であります。

ひ本誌は稜行日のW，.M係上官 編 i降係、で、まとめ

まし1=0 ]  1月 2 日の記念通俗諦演舎のA 記

銘と諸家の J 与論とで新年慌にい? こしました

誹出合r . ll 天消防士の分のみは同1専土の御寺市

墜によりましてｾｾ Ｎときまし Ｑ］ が近い内に他の

ｾ ｫ 稿を｝頁誌記して雑誌ｾｾ飾ることを許されま

しに コ

l> 2 月批からは新編中11係の手で来Ir方針で /: H

ます 。合員間f : n の雑誌に附する意見なり希

望なりを )J 反識なく御示 し願へれば幸甚か と

干子じます。

b 東京の白木屋が祝融の災に見舞lまれ天下

をj騒がしました。吾等は静かに考へ省みる

pfr がめらねばなりません。協舎も考ふべき

ー題目を Jf t ! へられましに。現地問察となり

陳情書となり 、次に具閥的の内容に入りま

す。

1> 12 月 17 日本合芭理事長間部文雄氏が長

逝されましに 、紙上で; 詑んでも哀悼の芯: を表

します。( 高橋栄治)
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「建築 三 社 曾」

昭和七年特輯競

月 抜 高 層 建 築

2 月 競 最 近 建 築 研 究 I

朝日 ピノL デイ y グ

阪急; ピルデ イング

園防と建築

最新世界建築論説

建築法規

賓用小住宅

最近建築研究日

大阪城天守院!

第 四 師 閥 司 令1;11隊合

日本利l業合' I i if

建築と祉曾第 16輯第 l 披

贋 告 索 引

旭硝子株式合枇 ・・ 回一・・・ ・" . ・・・ ・・・ ..・ 39

浅野スレ ート株式合j j 1i .. ・・・ a ・・ ・ ・・ 6 ・・・ ・・ . 24

浅野物産株式合枇 ・ ・・・ ・・ ・… 1 ・・ ・- …・…・・ 48

浅海R}j 広 ・・・ ・一一 ぃ・. . ，・… ・・・・ 0 ・・・ ・… 30

阿 部鍛 工所・ ・・・ 0 ・・ ・. .. . ... ...... ... .. . . .... ・・・ 50

岩 元 n'fj 合往材古11・・ ・・ 0 ・・・ ・・ ・H ・a ・ 30 

栄進枇・ ・・・ ・0 ・・・・・ ・・ ・・・.. . .. ... .... "・… ・30

オリ :r. ' / !J と化拳工業所 ..• • ・・・・ a ・・・ 0 ・・・ ・.56

大阪窯業セ メント株式合軍土・・・ 目. . . . . ー図際ウラ

大阪ｴｊｾ j ' tll追随 一・ 0 ・・ ・・・・・・・ u ・0 ・・・・・・ ・・・ … 18

大野製作所

大林正Il ・ .  • • .  • .  • • .・ ・・・・・・・・ ・・・・ ............  2  

大阪府本 Ml....... ・・・ ・・・・・・・・・・ ・・ ・・ 44 

大阪 7じ新株式 合肩上 ・ .. ......... ..・ H ・..・・ ・ ・・ 49

路島 Ml ..... . . . . . …・ ・・ 0 ・…. .....・・・ h ・ ・45

勝 田 製 作 所・・・ .• •. ・・・ .•.. …・・・・・ 表 紙 4

木 下 詑三 R.fj j，s.......... .. .. ..... .. ー....・ 18

桐 悶 R}i 舎. . . . . .・ ー・・・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・37

J黒川化事工業五rr ー・・・ ・・ ・・・・・ ・~・・・・・・・ー・ 20 

4訟剛陪I合大阪支応 - ・・・・・・・ ・・ ・・ ・・ 38 

ユ二［ｴＮ，ｪ ｾ 上 ・・・ ・ー・ ・ ・・ 0 ・・・・・・・ 0 ・・・ ・・ ・:;2

iJ.(J  i也Ml .  ・・・・・・・ ・・・ ・・・ 0 ・・・・・ 12 

佐 久 IHJ パプコ工業株式令副ン 固い・・ ー・ー・ 0 ・19

4在附家具装飾! 苫. . . . ...・・ ・・ 0 ・・…… .......... 26

三段 ，f<l .... . . .. .  .. .... .  .. ........・・ ・・ ..35 

三機工業株式合長t .. ・…・・・・・ ・…- ・・… 表 紙 2

二共株式合枇 ・・・・ 0 ・・・・・・・ ・ ・ 6 ・ ・・・・ 5  

須賀商合. . . . . . . ・ .........・ ・・・・・ ・ ・・33

銭高是fl ・- …・… 。. ... .. .. . . .. . ". . . . .・・ ・・ ・ ・・ .11

田村前i合・ ・・・・ ・・…・・ 回目 ・・ ・・・ ・・・・・・・・- ・・・・・ ・・・・ 16 

問中 昌司 TI}j 応 ……・・…・ー・. . ・ 0 ・.... . . . . . . . . .42

高 ｊＺｾ 庵 ｦｩ￭ ｲＮ波間 Ｑ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ .. ・・0 ・・ 47

i炎陶株式合i l : ! : '・ ・・・ ・・・ 0 ・・ー・・・・ .... ......・46

ダ y ロッ 7 ・ll!i'談株式合最上 ・・ ・・・ ・・ー図際ウラ

大和工業株式合肩上 ・・・・ ・・ ・・・ 0 ・・ ・・・ ・53

兎j l ! p. 指令・. . . ，. . . . ...... .. … υ ・・・・ ・・ ・・ ー・ 36 

寺ヲH竿家具部1.. ... .......... . .. .田・ ... .. ・・・ ・28

東洋リノリーウム株式合枇・・ 0 ・・・ ・・・・・・ ・・ 3

東京む主{株 式 合 枇・・ ・・ ・・・ ・…. . . リい 13  

来洋工業株式合批・ ・ー… . .. . 一. . . . ..... .......42  

ナ Y コ夕刊誌株式合耐・ 一ー・ .. ・・・・・・u ・・25

内外土木建築材料合炎合頭上 ・・・・……・…・ ・40

南 i前鍛業株式合肩上 ・ ・・ 目・・・ ・・ ・・・ ・26

日本 ペイ Y ト株 式 合 枇 υ ・・・ ・・ ・ ・4

日本建築紙工株式合員l : 大阪支庖 .. . ……・・・・35

日本銅 製往具株株舎前土・・ φ ・・・ 田a ・ー・… ・ ・・ 41

西 原 衛生 工 業 所大阪支 応. . . . . .. .... … … … . 27 

西孫雨応建築合物部・・・…・・ ・…・・・……・・ ・29

野津幸三郎p. ' i j 医・ . .. . . ... .. . ...… ・・・ …一 .. ，・ H ・34

卒 松f - J 戸市製作所・ ・ ・・… ・-… ・ー・・・… ・・14

藤田商合一一・…・ 田・・・ ・・ ・・ ・…- ・・ ・・・ ・・・・… n ・・22

米 図貿 M株式合最上 ................ 目・・ 一・・… 55

7 ノレエ ス工業株式合 祉 ・・・・・・… .... .. .......17

ミナト製作所 ・ ........ .. ... . ". . . . . . . . . .・・ 20

三井物産株式合最上・・・……・…. . . . . . ・・・・・・・・21

三宅茂雄向庖 ........・ H ・- ……… ・…・・ ・-… … 36

Ff 島民夫向広一ー・ ・・・ ' …・・・…・・ ・ー・ ・…ぃ・ 51

矢橋大理石尚応 ・… ・・・・・・・・ ・・ ・・…・・- … ・・・・ 22

山本語車業向応 ・・・ ・・・ ・…・・…・ . ..... . ...... ・52

山本来1 ' rR'fj 陪. . ......・ 0 ・・・・・ ・・ ・・ … ・・・・ ・-47

桜河橋梁製作ffr ・・…- ・・・.. .. ........... .. .......32
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玲光最上( 木内良太郎〉・ … . .... . 一・・・ ・・ 回り・・・・・38

郷土建築

建築構造

創立満十五年記念競

最近建築肝究 m

大阪歌舞伎陀

南海ピノL デ イ y グ

常設委員曾昭和七年

度調査研究報告

3 月競

4 月披
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